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〔

今
回
の

ま

え
が

ぎ
〕

前
号
の

コ
一

仰
山
慧
寂
」

の

項
目
に
、

『

景
徳
伝
燈
録
』

の

仰
山
慧

寂
の

関
係
の

（

58
）

〜
（

95
）

の

資
料
を

加
え、

す
べ

て

の

仰
山
慧
寂
の

項
目
に

注
を

付
し
た

も
の

が、

今
回
の

論
文
で

あ
る

。

注
の

番
号
の

場
所
を

判
り
や

す
く
す
る

た
め

に、

前
号
の

仰
山
慧
寂
の

項
目

の

目

次
を

再
び

か

か

げ、

そ
の

項

目
に

付
し
た

注
の

番
号
を
そ
の

下
に

加
え
て

一

応
の

参
考
と

し
た
い

。

そ
の

後
の

目

次
に

も
、

今
回
の

論

文
に

『

景
徳
伝

燈
録
』

よ

り

加
え
た

（

58
）

〜
（

95
）

の

項

目

名
と

そ
の

注
に

付
し

た

番
号
を

加
え
た

。

本

来
は

、

注
の

内
容
は

、

語
句
解
釈
や

公
案
解
釈
を

す
べ

き
と

思
わ

れ

る
が

、

量
も

多
く、

前
述
し

た

ご

と

く、

こ

こ

で

は

資
料
整
理
を
中
心

と

し

た
か

ら、

そ

れ
に

即
し
た

注
を

付
し
て

お

き
た
い

。

目

　
次

一

　

は

じ
め

に

二

　
仰
山
慧
寂

　 　 　 　 　 ア へ

654321
） ） ） ） ） 丶 ノ

塰

昏
言

巽

「

卯
h
誼
聖

辷
而
苓
名
一

区
F−’
イ
τ
ノ
↓
才

↓

　
　炉

イ
　

ー
トマ
ユ
ゐ
イ

ー

　一
ノ

自
彦
　

霊
」

唐
袁
州
仰
山
慧
寂
伝

仰
山
慧
寂
の

行
状

う
ち
は

雑

貨
屋

法
身
は

説

法
で

き
る

か

教
外
の

眼
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俗
官
と

の

拈
拉
杖
の

話

善
悪
を

思
わ

ざ
る

時

耽
源
下
で

納
衣

を
洗

う

景
岑
と

の

這
个
の

事
の

問

答

蓑
F
封
CDE

目

丕

一
邑！一、「

　

　

「
Ir

　》
　
　

‘
　齟7、
ノ

差

韋
宙
と

の

看
読
問
答

童
宙
へ

与
え
た

円
相
中
の

偈

鏃
を

齧
む

話

双

峰
と

の

当
情
問
答

円

相
中
の

水
の

字
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円
相
中
の

仏
の

字

仏
に

唾
し

た

行
者
の

話

鐘
を

贖
う

俗
官
の

話

慧
寂
の

為
人
は

大
変
早
い

色
を

見
れ
ぽ

心

を

見
る

瀉
仰
父

子
の

雪
問
答

洞
山

と
の

是
不

是
の

問
答

宗
和
尚
下
の

念
経

瀉
山
の

た
め

の

斎

わ
た

し

は

信
を

立
て

な
い

耽
源
下
で

の

唱

礼
問
答

韋
宙
と
の

六

祖
伝
の

問

答

道
存
と

の

問
答

ー
そ
の

H

道
存
と

の

問
答

ー
そ
の

口

思
郵
と

の

頓
悟
入

理
の

問

答

亭
育
と

の

禅
決
の

問
答

示

寂
後
の

記
事

慧
忠
国
師
の

馬
祖

禅
批
判

石
室
善
道
の

仏
法
を
探
る

石
室
と

仰
山
の

月

見

過
去
の

諸
聖
は

ど
こ

へ

逝
く

仰
山
の

『

華
厳
経
』

の

話

瀉
仰
宗
の

盛
衰
口
（

石

井
）
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仰
山
の
一

劃
の

意
味

仰
山
と

岑
大
虫
と

の

話
の

長

慶
の

批
評

禾
山

無
殷
の

悪
発

仰
山
の

鍬
と

玄
沙
の

鍬
の

話

仰
山

、

東
寺
如
会
に

二

度
参
ず

瀉
山
の

「

大

用
を

得
ず
」

の

仰
山
評

潟
仰
父
子
の

体
用
問
答

瀉
仰
父
子
の

浄
瓶
問
答

見
事
な

燈
籠

濡
仰
父

子
の

枯
樹
問
答

囚
に

停
め

て

智
を

長
ず

牛
の

見
張
り

田

中
に

幾
人
い

る

か

瀉
仰
父
子
の

禅
学

問
答

三

界
の

太

鼓
・

須
弥
の

槌

鴉
の

落
と
し

た

熟
柿

処
微
和
尚
と
の

名
前
問

答

有
舌
土
と

無
舌
土

悟
を

仮
る

や

巌
頭
の

払
子
・

仰
山
の

坐
具

高
処
高
平

、

低

処
低
平

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　

九
七
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潟
仰
宗
の

盛
衰
口

（

石

井
）

（

60
）

　
施
主

、

絹
を

供
養
す

（

61
）

　
仰
山
の

道
理

（

62
）

　
見
事
な

雨

（

63
）

　
煩
悩
を
断
ぜ

ず
し

て

浬
槃
に

入

る

（

64
）

　
幽

州
の

米
の

値
段

（

65
）

　
仰
山
の

払
子
・

僧
の

喝

（

66
）

　
仰
山

、

鏡
を

叩

き
割
る

（

67
）

　
杖
は

ど
こ

か

ら

得
た

か

（

68
）

　
払
子
は

六

十
四

卦
の

い

ず
れ
か

（

69
）

　
僧
霊
通
な

ら

ぽ
燈

籠
に

入
っ

て

欲
し

い

（

70
）

　
ど

れ

が

禅
牀
か

（

71
）

　
眦

盧
の

師
・

和
尚
の

師

（

72
）

　
天

堂
と
地

獄
の

距

離

（

73
）

　
観
音
院
で

の

看
経

（

74
）

遺
偈

（

75
）

　
大
耳
三

蔵
の

他
心

通

（

157
）

　
中
邑

洪
恩
へ

の

謝
戒

（

77
）

　
『

涅
槃
経
』

は

す
べ

て

魔
説

（ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （
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九
八

い

ね

　
　

　
　

　
　
　
よ

禾
は

刈
る

に

好
き
や

天
が

寒
い

か
、

人
が

寒
い

か

石

霜
会
下
の

二

禅
客

仰
山

と
香
厳
の

夢
判
断

五

峰
常
観
の

「

牛
問
答
」

の

仰
山
の

別
語

石
霜
・

耽
源

・

潟

山
と
の

死
屍
問
答

古
堤
和
尚
と
の

無
仏
性
問
答

霊

鷲
閑
に

無
言
の

聴
き
方
を

問
う

上

林
戒
霊
の

「

甲

胄
問
答
」

の

代
語

　

　
　
　

　
　
　

　

く

わ

臨
済
が

奪
っ

た

黄
蘗
の

钁

維
那
を

生
き
埋
め

と

し

た

臨
済

臨
済
の

坐
禅
と

上

座
の

い

ね

む

り

臨
済
栽
杉
の

話
の

評

わ

た

し
の

名
前
は

慧
然
で

す

石
室
善
道
の

仏
法

を

探
る

1
別
の

記
録

石
室
善
道
の

下
を

離
る

廷
蕎
R

」

二

h

合

）

き
4
亀

穉
百
簓
ノ

ヨ

虫
口

び

彡
虐
「

明
招
徳
謙
の

「

仰
山
插
鍬
話
」

（

58
）

　
巌
頭
の

払
子

・

仰

山
の

坐

具
（

以
下

、

『

景
徳
伝
燈
録
』

巻

＝
の

仰
山

慧
寂
の

章
）

尋
往
江
陵

、

受
戒

。

住
夏
探
律
蔵

。

後
参
巌
頭

。

巌
頭
挙
起
払

子
。

師

展
坐
具

。

巌
拈
払
子
置
背
後

。

寂
将
坐
具
搭
肩
上

而
出

。

巌
云

、

我
不

（ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （

167　　1B6　　185　　184　　1臼3　　1BI　　l80　　179　　176　　176　　175　　174　　173　　172　　171　　170　　169　　16B
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　 　 　 　 　 182 　 　 177
　 　 　 　 　 ） 　 　 　 　 ）

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
瑚
）

　
　

　

と

ど

　
尋
い

で

江
陵
に

往
き
て

受
戒
す

。

夏
に

住
ま

り
て

律
蔵
を

探
る

。

後

　
　（
描
）

に

巌
頭
に

参
ず

。

巌
頭

、

払
子
を

挙
起
す

。

師
、

坐
具
を

展
ぶ

。

巌
、

N 工工
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肯
汝
放

、

只

肯
汝
収

。

（

四

部
叢
刊

本
ー

三

丁

右
）

（

59
）

　
高
処
高
平

、

低
処
低
平

一

日

随
瀉

山
開
田

。

師
問
日

、

日
、

水
能
平

物
、

但
以
水
平

。

平
、

低
処

低
平

。

祐
然

之
。

遮
頭
得
恁
麼
低

、

那
頭

得
恁
麼
高

。

祐

師
日

、

水
也
無
憑

。

和
尚

、

但
高
処

高

（

60
）

　
施
主

、

絹
を
供
養
す

（

同
−

三

丁

左
）

有
施
主
送
絹

。

寂
問、

和

尚
受
施

主

如
是
供
養

、

将
何
報
答

。

祐
敲
禅

牀
示

之
。

師
日

、

和
尚
何
得
将
衆
人

物
、

作
自
己

用
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
（

同
−

三

丁
左
）

（

61
）

　
仰
山
の

道

理

濔
山
上

坐

挙
起
払
子
日

、

若
人
作
得
道
理

、

即
与
之

。

師
日

、

某
甲
作

得
道
理

、

還
得
否

。

上

坐

日
、

但
作
得
道
理

便
得

。

師

乃
掣
払
子

将
去

。

察
居
錫
云、

什
麼

処

是
仰
山

道
理。

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

同

ー
三

丁
左

〜
四
丁

右
）

　

　

潟
仰
宗
の

盛
衰
口

（

石

井
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

の

払
子
を

拈

じ
て

背
後
に

置
く

。

寂
、

坐

具
を

将
ち
て

肩
上
に

搭
せ

て

出

づ
。

巌
云

く
、

「

我
、

汝
が

放
つ

を

肯
わ
ざ

る

も
、

只
だ

汝
が

収

む

を

肯
う

の

み
」

。

　

　
（

741
）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

こ

　
こ

　

　
こ
の

　
一

日
、

瀉
山
に

随
っ

て

田

を
開
く

。

師
問
う
て

曰

く
、

「

遮
頭
は

恁

よ

う
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ち

ら

麼
に

低
き
を

得
た
り

。

那

頭
は

恁
麼
に

高
き
を

得
た

り
」

。

祐

曰

く
、

「

水

は

能
く
物
を

平

ぐ
。

但
だ

水
を

以

て

平
げ
よ
」

。

師

曰

く
、

「

水
も

　

　
よ

也
た

憑
る

無
し

。

和
尚

、

但
だ

高
処
は

高
平

、

低
処
は

低

平
な

り
」

。

祐
、

之
を

然
り

と
す

。

　
　（
粥
）

　
施
主

有
り
て

絹
を

送
る

。

寂
問
う

、

「

和

尚
、

施

主
の

是
の

如

き

供

養
を
受
け
て

、

何
を

将
っ

て

か

報
答
せ

ん
」

。

祐
、

禅
牀
を

敲
い

て

之

に

示
す

。

師
曰

く
、

「

和
尚

、

何
ぞ
衆
人
の

物
を

将
っ

て

自
己
の

用

と

作
す
を

得
ん
」

。

　
　
　

　

　（
94工

）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左

　
潟
山
の

上

坐
、

払
子
を

挙
起
し
て

曰

く
、

「

若
し

人
、

道
理
を

作
得

　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

さ

ぼ
、

即

ち

之
を

与
え
ん
」

。

師
曰

く
、

「

某
甲

、

道
理

を

作
得
せ

り
。

は
　

　
　
よ

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ

還
た

得
ぎ
や
」

。

上

坐

日

く
、

「

但
だ

道
理
を

作
得
せ

ば

便
ち

得
し
」

。

　
　
　

　

　

　
ひ

き
ロ

　

　

も

師
乃
ち

払
子
を

掣
き
て

将
ち

去
れ
り

。

〈
雲
居

錫
云

く
、

「

什
麼

の

処

　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
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瀉
仰
宗
の

盛

衰
口

（

石

井
）

（

62
）

見
事
な
雨

一

日

雨

下
。

上

坐
日

、

好
雨

。

寂
闍
梨

。

無
語

。

師
日
、

某

甲
却
道

得
。

上

坐

日
、

師
日

、

好
在
什
麼
処

。

上

坐

好
在
什
麼
処

。

師

指
雨

。

　
　
　
　
　
（

同
−
四

丁

右
）

（

63
）

　
煩
悩

を
断
ぜ

ず
し
て

涅

槃
に

入
る

鄭
愚
相
公

問
、

不

断
煩
悩
而

入

湟
槃
時

、

如
何

。

師

豎

起

払

子
。

公

日
、

入
之
一

字
、

不

要
亦
得

。

師

日
、

入

之
一

字
、

不

為
相
公

。

琺

粗

欄

鰈
粗

（

觚
）

　
幽

州
の

米
の

値
段

師
問

僧
、

什

麼
処
来

。

日
、

幽
州

。

師
日

、

麼
価

。

日
、

某
甲
来
時

、

無
端
従
市

中
過

、

（

同
ー
四

丁
左
）

我
恰
要
箇
幽
州
信

、

米
作

賜
折
他
橋
梁

。

師
便
休

。

　
　
　
　
（

同
−

四
丁

左
）

（

65
）

　
仰

山
の

払
子

・

僧
の

喝

師
見
僧
来

、

竪

起
払
子

。

其
僧
便
喝

。

師
日

、

喝
即

不

無
、

且

道
、

老

か

是
れ

仰
山
の

道
理

な
る
」

〉
。

一

〇
〇

　
　
（

1
）

　
　
ふ

　
一

日
、

雨

下
る

。

上

坐
曰

く、

「

好
き

雨

な

り
。

寂

闍

梨
」

。

師

日

く、

「

好
き
こ

と

は

什
麼
の

処
に

か

在
る
」

。

上

坐
、

語
る

こ

と

無
し

。

師
曰

く
、

「

某
甲

、

却
て

道
い

得
た

り
」

。

上

坐

曰

く
、

「

好
き
こ

と

は

什
麼
に

か

在
る
」

。

師
、

雨

を

指
す

。

　

　

　

　
（

且51
）

　

鄭
愚
相
公

問
う

、

「

煩
悩

を

断
ぜ

ず
し

て

浬
槃
に

入

る

時
は

如
何
」

。

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ

師
、

払
子
を

竪

起
す

。

公
曰

く
、

「

入
の
一

字
も
要
せ

ざ
る

も
亦

た

得

し
」

。

師

曰

く
、

「

入
の
一

字
も

相

公
の

為
な

ら

ず
」

。

〈
法
燈
別

し

て

云

く
、

「

相

公
は

煩
悩
を
用
い

ず
」

〉
。

　（
1
）

　

師
、

僧
に

問
う
、

「

什
麼
の

処
よ

り

来
た

る
」

。

曰

く
、

「

幽
州
」

。

師

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
と

曰

く
、

「

我
れ
恰
も
箇
の

幽

州
の

信
を

要
む

。

米
は

作
麼
の

価
ぞ
」

。

曰

く
、

「

某
甲
の

来
時

、

端
無

く

市
中
よ

り

過
ぎ

、

他
の

橋
梁
を

跼
折
す
」

。

師
、

便
ち

休
す

。

師龠
　 、 ）

僧
の

来
た

る

を

見
て

払
子
を

豎

起
す

。

其
の

僧
便
ち

喝
す

。

師
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僧

過
在
什
麼
処

。

僧
日

、

和
尚
不

合
将
境
示

人
。

師
乃
打
之

。

　

　

　
　
　
　
　

（

同
ー

四

丁

左

〜
五

丁

右
）

（

66
）

　
仰
山

、

鏡
を
叩

き
割
る

瀉
山
封
一

面
鏡
寄
師

。

師
上

堂

提
起
云

、

且

道
、

有
人
道
得

、

即

不

撲
破

。

衆
無
対

。

師
乃

撲
破

。

（

67
）

・

杖
は
ど
こ

か
ら
得

た

か

瀉
山

鏡
、

仰
山

鏡
。

師

携
一

杖

子
。

僧
問

、

什
麼
処

得
。

師
便
拈
向
背
後

。

（

68
）

　
払
子
は

六

十
四

卦
の

い

ず
れ

か

師
問
一

僧
、

汝
会
什
麼

。

僧
日

、

会
卜
。

四

卦
中

、

阿
那
卦
収

。

撫
。

師
自
代
云

、

為
地

火
明

夷
。

（

同
−

五

丁

右
）

僧

無

語。（

同
−
五
丁

右
）

師
提
起
払
子
日

、

遮

箇
六

十

適
来
是
雷

天

大
壮

、

如
今
変

　
　
　
　
　
（

同
−

五

丁

右
）

（

69
）

　

僧
霊
通

な
ら
ば
燈
籠
に
入
っ

て

欲

し
い

師
問
僧

、

名
什
麼

。

日
、

霊
通

。

師
日

、

便
請
入

燈
籠

。

日
、

早
箇
入

瀉
仰
宗
の

盛
衰
口

（

石
井
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
と

が

曰

く
、

「

喝

は

即
ち

無
き
に

あ
ら
ず

、

且

く
道
え

、

老

僧
の

過
、

什

麼

の

処
に

か

在
る
」

。

僧
曰

く
、

「

和
尚

、

境
を

将
っ

て

人
に

示

す
べ

か

ら

ず
」

。

師
、

乃
ち

之
を

打
つ

。

　
　
（

斟
）

　
瀉
山

、

一

面
の

鏡
を
封

じ
て

師
に

寄
す

。

師
、

上

堂
し

て

提

起
し

て

云

く
、

「

且

く
道
え

、

瀉

山
の

鏡
な
る

や
、

仰
山
の

鏡
な

る

や
。

人
有

り
て

道
い

得
ば

、

即
ち

撲
破
せ

ず
」

。

衆
、

対
う

る

こ

と

無

し
。

師
乃

ち

撲
破

す
。

　
（

551
）

　
師

、

一

杖
子

を
携
え
る

。

僧
問

う
、

「

什
麼
の

処
よ

り

か

得
た

る
」

。

師
、

便
ち

背
後
に

拈
ず

。

八

僧
、

語
無
し

V
。

　
（

弼）

　
師、
一

僧
に

問
う
、

「

汝、

什
麼
を
か

会
す
」

。

僧
曰

く
、

「

ト
を

会
す
」

。

　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
こ
れ

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

い

ザ
れ

師
、

払
子

を
提
起
し

て

曰

く
、

「

遮

箇
は

六

十
四

卦
中

、

阿
那
の

卦

に

か

収
む
」

。

〈
対
う

る
こ

と

無
し

〉
。

師

自
ら
代
わ

り
て

云

く
、

「

適
来

は

是
れ

雷
天

大
荘
に

し
て

、

如
今
は

変
じ
て

地

火
明
夷
と

為
れ
り

」

。

師盆
　 、 ）

僧
に

問
う

、

「

名
は

什
麼
ぞ
」

。

曰

く
、

「

霊

通

な

り
」

。

師

日

一

〇
一

N 工工
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潟
仰
宗
の

盛
衰
口
（

石

井
）

了

也
。

骸
鰥
剛

駆

謄
襖

（

同
i
五

丁

右
）

　

　
　
　

　
　
（

70
）

　
ど
れ

が

禅
牀
か

僧
問

、

古
人

道
、

見
色

便
見
心

。

禅
牀
是
色

。

請
和
尚
離

色

指

学

人

心
。

師
云

、

那
箇
是
禅
牀

。

指
出
来

。

僧
無
語

。

絃

麒
転

飯
聡
艀
脚
瀧

蘿

和

尚
道。

玄
覚

代
拊

掌
三

下。

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

（

同
ー

五

丁

右
左
）

（

71
）

　
眦
盧
の

師
・

和

尚
の

師

僧
問

、

如
何
是
眦

盧
師

。

莫
無

礼
。

問
、

師
乃

叱
之

。

又

問
、

如
何
是
和
尚
師

。

師
日

、

　
　

　
　
（

72
）

　
天

堂
と
地

獄
の

距

離

　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
（

柱
）

天
堂

地
獄
相
去
幾
何

。

師
将
柱
杖
画

地
一

画
。

師
住
観
音
時

、

（

73
）

　
観

音

院
で

の

看
経

出
膀
云

、

看
経
次

、

不
得
問

事
。

（

同

−
五

丁
左
）

（

同
ー

五

丁
左
）

後
有
僧
来
間
訊

、

見

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　一

〇
二

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　

は

や

く
、

「

便
ち

燈
籠
に

入

る

を

請
う

」

。

曰

く
、

「

早
箇
入

り

了

れ

り
」

。

〈

法
眼

別
し

て

云
く

、

「

什

麼
を
喚
ん

で

燈
籠
と

作
す
」

〉
。

　
　
　
（

951
）

　
僧
問
う

、

「

古
人
道
え

り
、

色
を

見
れ
ば

便
ち

心
を

見

る
、

と
。

禅

牀
は

是
れ
色
な

り
。

請
う

和

尚
、

色
を

離
れ
て

学
人
の

心

を
指
さ
ん

ご

　
　
　

　
　
　

　
　
ど
れ

と

を
」

。

師
云

く
、

「

那
箇
が

是

れ

禅
牀

。

指
出
し

来

た

れ
」

。

僧
、

語

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

も

る

無
し

。

〈
玄
覚
云

く
、

「

忽
然
し

伊
に

却
っ

て

禅
牀
を

指
さ

れ

ぽ
、

作
麼
生
か

伊
に

対
す
る

が

好
し
」

。

有
る

僧
が

云

く
、

「

却
っ

て

請
う
、

和
尚
道
わ
ん

こ

と

を
」

。

玄
覚
代
わ

り
て

掌
を
拊
す
る

こ

と

三

下
す
〉

。

　

　
　
（

嫻
）

　

僧
問
う

、

「

如
何
な
る

か

是
れ
眦

盧
の

師
」

。

師

乃

ち

之
を

叱

す
。

又

た

問
う

、

「

如
何
な
る

か

是
れ
和
尚
の

師
」

。

師
曰

く
、

「

無
礼
な

る
こ

と

莫
れ
」

。

　
　（
061

）

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
い

く
ば

く

　
問
う

、

「

天

堂
と

地

獄
と

相
去
る

こ

と

幾
何
ぞ
」

。

て

地
に

画

く
こ

と
一

画
す

。

　

　
　
　
（

161）

師
、

観
音
に

住

す
る

時
、

膀
を

出
し

て

云

く
、

師
、

挂
杖
を

将
っ

　
　

　
　
お
り

「

看
経
す
る

次
、

事
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師
看
経

、

傍
立

而

待
。

師
巻
却
経
問

、

会
麼

。

僧
日

、

某
甲
不

看
経

、

争
得
会

。

師

日
、

汝
已

後
会
去
在

。

麒
鮒
韶
鱇

繭
襲
顳

練
愚

散
櫞
鯉

耶
鞭

駈
ポ
甑

語。

巌

頭
云、

遮

箇
老

師
、

我

将

謂
被
故

紙
埋

却、

元
来

猶

在。

（

同
ー
五

丁
左
）

を

問
う
こ

と

を

得
ざ
れ
」

。

後
に

僧
有
り
て

来
り
て

問

訊
し

、

師
の

看
経

を

見
て

、

傍
に

立
ち

て

待
つ

。

師
、

経
を

巻
却
し
て

問
う

、

「

会
す
や
」

。

僧
曰

く
、

「

某
甲

、

看
経
せ

ず
。

争
か

会
す
る

こ

と

を
得
ん
」

。

師
日

く
、

「

汝
、

已

後
会
し

去
る

在
り

」

。

〈

其
の

僧
、

巌
頭
に

到
る

。

巌
頭
問
う

、

「

什

麼
の

処
よ

り

来
た

る
」

。

僧
云

く
、

「

江
西
の

観
音
よ

り

来
た
る

」

。

巌
頭
云

く
、

「

和
尚

、

何
の

言

句
か

有
る
」

。

其
の

僧
、

前
語
を

挙
す

。

　
　
　
　
　

　
り

こ

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
お

も

厳
頭
云

く
、

「

這
箇
の

老
師

、

我
れ

故
紙
に

埋

却
せ

ら

る
と

将
謂
え
る

に
、

元

来
、

猶
お

在
り

」

〉
。

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　Servloe

（

74
）

遺

偈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

漂
）

師
始

自
仰
山

、

後
遷

観
音

。

接
機
利
物、

為

禅
宗
標
準

。

遷
化
前
数
年

、

有
偈
日

、

　
　
年
満
七

十
七

　
　
老
去
是
今
日

　
　
任
性
自
浮
沈

　
　
両
手
攀
屈
膝

於
韶
州
東
平
山

示
滅

。

年
七

十
七

、

抱
膝
而
逝

。

敕
諡
智
通

大
師

、

妙

光
之
塔

。

後
遷
塔
于

仰
山

。

　
　

　
　
　

　

（

同
−

五
丁
左

〜
六
丁

右
）

　
（

醜
）

　

師
、

始
め

仰
山

よ

り
、

後
に

観
音
に

遷
る

。

機
を
接
し

物

を

利

し

て
、

禅
宗
の

標

準
と
為
る

。

遷
化
の

前

数
年
に

偈

有
り
て

日

く
、

　
　
年

、

七

十
七

に

満
つ

れ
ぽ

　
　
老
い

去

る

は

是
れ

今
日

な
り

　
　
性
に

任
せ

て

自
ら

浮
沈
す

　
　
　
　
　
よ
じ

　
　
両
手
は

攀
り
て

膝
を

屈
す

韶
州
の

東
平

山
に

於
い

て

示

滅
す

。

年
、

七
十
七
、

膝
を

抱
い

て

逝
く

。

勅
し

て

智
通

大
師

、

妙
光
の

塔
と
諡
し

、

後
に

塔
を

仰
山
に

遷
す

。

Kom 三1z 三1w 三1　 Umversrty

（

75
）

　
大

耳
三

蔵
の

他
心

通
（

以
下
『

景
徳

伝
燈
録
』

の

仰
山
慧
寂
以

外
の

章
）

　
　
　
　
　
（

1
）

騎
晴

譲
麟

潛
韆
ヂ

魏
驫
黻

鴫
渊

雛

翻
翌

濡
仰
宗
の

盛
衰
口

（

石
井
）

　
時
に

西

天
の

大
耳
三

蔵

有
り
て

京
に

到

り
て

云

く
、

「

他
心
の

慧
眼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　

わ
ず

か

を

得
た

り
」

。

帝、

勅
し

て

国
師
と
試
験
せ

し

む
。

三

蔵
才
に

師
を

見
る

一

〇
三
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瀉
仰
宗
の

盛

衰
口

（

石

井
）

対
日

、

不

敢
。

師
日

、

汝
道

、

老
僧

即
今
在

什

麼
処

。

日
、

和
尚
是
一

国

之
師

、

何
得
却
去
西

川
、

看
競
渡

。

師
再

問
、

汝
道

、

老
僧
即

今
在

什

麼
処

。

日
、

和
尚

是
一

国

之
師、

何
得
却
在
天

津
橋
上

、

看
弄
猫

狒
。

師

第
三

問
語

亦

同

前
。

三

蔵
良
久
、

罔
知
去
処

。

師
叱
日
、

遮
野

狐
精

、

他
心

通
在
什
麼
処

。

三

蔵
無
対

。

鰭

繝
叩
凅

鰤
耐

髄
驤
慵
コ

鬣

霾
輾
誡

以

不
見。

　
　

又

有

僧
挙
前
語、

問

玄
沙。

玄

沙
日、
汝

道、
前
両

度
還
見
麼。

玄

覚
云、

前
両

度
若

見、

後
来

為

什
麼

不

見。

且
道、

　
　
　
　
　
　
利

害
在

什
麼

処。

僧
問
趙

州
日、

大
耳
三

蔵、

第
三

度
不

見
国

師。

未
番、

国
師

在

什

麼
処

。

趙

州
云、

在
三

蔵
鼻

孔
上。

僧
問

玄

沙、

既

在

鼻
孔

上、

為

什
麼

不
見。

玄

沙
云、

只

為

太

近。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（

巻
五

光
宅

慧
忠
章

、

四

部
叢
刊
本
−
一

二

丁

左
）

（

76
）

　
中
邑
洪
恩
へ

の

謝
戒

一

〇
四

や

便
ち

礼
拝
し

て

右
辺
に

立
つ

。

師
問
う
て

曰

く
、

「

汝
、

他

心

通

を

得
る

や
」

。

対
え
て

曰

く
、

「

不

敢
」

。

師
曰

く
、

「

汝
道
え

、

老
僧

、

既

ま
今、

什

麼
の

処
に

在
り

や
」

。

曰

く
、

「

和
尚
は

是
れ
一

国
の

師
な
り

。

何
ぞ

却
っ

て

西
川
に

去
き
て

競
渡
を

看
る

を

得
ん

や
」

。

師
再
び

問

う、

「

汝
道
え

、

老
僧

、

即
今

、

什
麼
の

処
に

在
り

や
」

。

曰

く
、

「

和

尚

は

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

是
れ
一

国
の

師
な

り
。

何
ぞ
却
っ

て

天

津
橋
上
に

在
い

て

糊
孫
を

弄
す

る
を

看
る
こ

と

を

得
ん

や
」

。

師
第
三

問
の

語
も
亦
た

前
に

同

じ

く
す

。

　

　

　

　

　
　
　
と

こ

ろ

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
な

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
こ

三

蔵、

良
久
し
て

去
処
を

知
る

こ

と

罔
し

。

師
、

叱
し

て

曰

く
、

「

遮
の

野
狐
精

、

他
心
通

は

什
麼
の

処
に

在
る

や
」

。

三

蔵
、

対
え

る

こ

と

無

し
。

〈

僧
、

仰
山
に

問

う
て

曰

く
、

「

大
耳
三

蔵
は

第
三

度
に

什
麼
と

し

為
て

か

国
師
を
見
ざ

る

や
」

。

仰
山
曰

く
、

「

前
の

両
度
は

是

れ
境
に

渉

る

心
に

し
て

、

後
は

自
受
用
三

昧
に

入

る
。

所

以
に

見
ず
」

。

又

た

僧

有
り
て

前
語
を

挙
し

て

玄

沙
に

問
う

。

玄
沙

口

く
、

「

汝
道

え
、

前
の

　

　

　

　
ぱ

両
度
は
、

還
た

見
る

や
」

。

玄
覚
云

く
、

「

前
の

両
度
は
、

若
し

見
ぽ
、

後
来
は

什
麼
と
為
て

か

見
ざ
る

や
。

且

く
道
え

、

利
害

、

什
麼
の

処
に

在
る

や
」

。

僧
、

趙
州
に

問
う

て

曰

く
、

「

大
耳
三

蔵
は

第
三

度
は

国
師

　

　

　

　
い

ぶ
か

し

を
見

ず
。

未
審

、

国
師
は

什
麼
の

処
に

在
る

や
」

。

趙
州
云

く
、

「

三

蔵

の

鼻
孔
上
に

在
り

」

。

僧
、

玄
沙
に

問
う

、

「

既
に

鼻
孔
上
に

在
ら
ば

、

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は

な

は

什
麼
と

為
て

か

見
ざ
る

や
」

。

玄

沙

云

く
、

「

只
だ

太
だ

近

き
が

為
な

り
」

V
。

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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朗
州

中
邑
洪

恩
禅
師

。

仰
山
初
領
新
戒

、

到

謝
戒

。

師
見
来

、

於
禅
牀

上

拍
手
云

、

和
和

。

仰
山
即

東
辺
立

、

又

西
辺

立
、

又

於
中
心

立
。

然

後
謝
戒
了

、

却

退
後
立

。

師
云

、

什
麼
処
得
此
三

昧
。

仰
云

、

於
曹
谿

脱
印
子
学
来

。

師
云

、

汝
道

、

曹
谿
用
此
三

昧
、

接
什
麼
人

。

仰
云

、

接
一

宿
覚

、

用

此
三

昧
。

仰
云
、

和
尚
什
麼
処

得
此
三

昧
来

。

師

云
、

某
甲

於
馬
大
師

処
、

学
此
三

昧
。

問
、

如

何

得

見

性
。

師
云

、

譬
如

有

屋
、

屋
有
六

窓、

内
有
一

瀰

猴
。

東
辺

喚
山

山
、

山
山

応
。

如
是
六

窓
、

倶
喚
倶
応

。

仰
山

礼
謝
起
云

、

所
蒙
和
尚
譬
喩

、

無
不

了
知

。

更

有
一

事
。

只

如
内
瀰

猴
困
睡

、

外
瀰
猴
欲

与
相
見
如
何

。

師
下

縄
牀

、

執
仰
山

手
作

舞
云
、

山

山

与
汝
相
見
了

。

譬
如
蟾
螟

虫、

在
蚊
子
眼
睫
上

作

稟
、

向
十
字
街
頭

叫
喚
云

、

土
曠
人
稀

、

相
逢
者
少

。

蝦

翹
鱇
僻
崛

魁

一
旬

語、

何
処

有
中

邑

也。

崇
寿

稠
云、

還
有
人

定

得
此
道
理

蟹。

若
定
不
得、

只

是

箇
弄
情

魂
脚

手、

仏
性

義
在
什

慶
処。

玄
覚

云、

若
不
是

仰
山、

争

得

見
中
邑

。

且
道、

什
麼
処

是
仰
山
得

見
中

邑
処。

　
　
　
　
　
（

巻
六

中
邑
洪
恩

章、

四

部
叢
刊
本

−
一

〇
丁

左
〜

＝

丁

右
）

瀦
仰
宗
の

盛
衰
口
（

石

井
）

　

　

　

　

　
　
　
　（
盻1

）

　
　
（

塒
）

　

朗
州
中
邑
洪
恩

禅
師

。

仰
山

、

初
め

新
戒
を
領
ず
る

に
、

到
り

て

戒

を

謝
す

。

師
、

来
た

る

を

見
て

禅
牀
上
に

於
い

て

手
を

拍
ち
て

云

く
、

「

和
和
」

。

仰
山
は

即
ち

東
辺
に

立

ち
、

又
た

西
辺

に

立
ち

、

又
た

中
心

に

於
い

て

立
つ

。

然
し
て

後
に

戒
を
謝
し

了
り
て

、

却
っ

て

退
い

て

後

に

立
つ

。

師
云

く
、

「

什
麼
の

処
に

か

此
の

三

昧
を

得

た

る
」

。

仰

云

く
、

「

曹
谿
に

於
い

て

印
子
を

脱
し

て

学
び

来
た

る
」

。

師

云

く、

「

汝

道
え

、

曹
谿
は

此
の

三

昧
を
用
い

て

什
麼
人

を

接
す
る

や
」

。

仰
云

く
、

　

　
（

 
）

コ

宿
覚
を

接
す
る

に

此
の

三

昧
を

用
う

」

。

仰

云

く
、

「

和
尚

、

什
麼

の

処
に

か

此
の

三

昧
を

得
来
た

る
」

。

師
云

く
、

「

某
甲

、

馬
大
師
の

処

に

於
い

て

此
の

三

昧
を

学

す
］

。

問

う
、

「

如
何
が

見
性
を

得

る

や
」

。

　

　

　

　

た

と

え

師
云

く、

「

譬
如
ば

、

屋
有
り、

屋
に

六

窓

有
り
て

、

内
に
一

瀰

猴

有

り
。

東
辺
に

山

山
と

喚
べ

ぽ
、

山
山
と

応
ず

。

是
の

如
く

六

窓
倶
に

喚
べ

ば
、

倶
に

応
ず
」

。

仰
山

、

礼

謝
し

て

起
ち

て

云

く
、

「

蒙
る

所
の

和
尚

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た

と

え

の

譬
喩
は

、

了
知
せ

ざ

る

は

無
し

。

更
に
一

事
有
り

。

只

如
ば

内
の

瀰

猴
の

困

睡
せ

ぽ
、

外
の

禰
猴
の

与
に

相
見
す
る

を

欲
す
る

は

如

何
」

。

師
、

縄
牀
を

下
り
て

仰
山
の

手
を

執
り
て

舞
を
作

し
て

云

く
、

「

山

山
、

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お

汝
と

相
見
し

了
れ

り
。

譬
如
ば

、

蟾
螟

虫
の

蚊
子
の

眼
睫
上
に

在
い

て

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
お

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
ひ

ろ

寞
を

作
り

、

十
字
街
頭
に

向
い

て

叫
喚
し

て

云
く

、

土

の

曠
く
し

て

人

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
か

み

の

稀
な

る
に

、

相
逢
う

者

少
し

、

と
」

。

〈
雲
居
錫
云

く
、

「

中
邑

当
時

、

若
し

仰
山
の

遮
の

一

句
語
を

得
ざ
れ
ば

、

何
の

処
に

か

中
邑
有
ら
ん
」

。

　

　

　

　

　
　

は

崇
寿

稠

云

く
、

「

還
た

人
の

此
の

道
理
を

定
め

得
る

こ

と

有

り

や
。

若

し

定
め

得
ず
ん

ば
、

只
だ

是
れ
箇
の

精
魂
を

弄
す
る

脚
手

に

し

て
、

仏

一

〇
五

N 工工
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瀉
仰
宗
の

盛
衰
口
（

石

井
）

（

77
）

　
『

涅

槃
経
』

は
す
べ

て

魔
説

師
問

仰
山

、

涅
槃
経
四
十
巻

、

多
少
仏

説
、

多
少
魔
説

。

仰
山
云

、

総

是
魔
説

。

師
云

、

已

後
無
人
奈
子
何

。

仰
山
云

、

慧
寂
即
→

期
之
事

。

行
履
在
什
麼

処
。

師
云
、

只

貴
子
眼

正
、

不

説
子
行
履

。

　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
（

巻
九

瀉
山

霊
祐
章

、

四

部

叢
刊
本

−
四
丁

右
）

（

78
）

い

ね

　

　
　

　
　
　

　
よ

禾
は

刈
る

に
好

き
や

師
問

仰
山

、

従
何
処
帰

。

仰
山
云

、

田

中
帰

。

師
云

、

禾
好
刈
也
未

。

仰
山

云
、

好
刈
也

。

師
云

、

作
青
見

、

作
黄
見

、

作
不

青
不

黄
見

。

仰
山

云
、

和

尚
、

背
後
是
什
麼

。

師
云

、

子

還
見
麼

。

仰
山

拈
起
禾

穂

云
、

和

尚
、

何
曽
問
遮
箇

。

師
云

、

此

是
鵝
王

択
乳

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

同
−
四
丁

左
〜

五

丁

右
）

（

79
）

　
天

が

寒
い

か
、

人
が
寒
い

か

冬
月

、

師
問
仰
山

、

天
寒
人
寒

。

仰
山

云
、

大

家
在
遮
裏

。

師
云

、

何

一

〇
六

性
の

義
は

什
麼
の

処
に

か

在
ら
ん
」

。

玄
覚
云

く
、

「

若
し

是
れ

仰
山
に

あ
ら

ざ
れ
ぽ

、

争
か

中
邑
に

見
ゆ
る

を

得
ん

。

且

く
道
え

、

什
麼
の

処

か

是
れ
仰
山
の

中
邑
に

見
ゆ

る

を

得
る

処
」

V
。

　
（
卿
）

　

師
、

仰
山
に

問
う

、

「
『

涅
槃
経
』

四
十
巻
は

、

多
少
か

仏
説

、

多
少

か

魔
説
」

。

仰
山
云

く
、

「

総
て

是
れ

魔
説
」

。

師
云

く
、

「

已

後
、

人
の

な

ん

じ
　
い

か

ん

子
を

奈
何
と

も

す
る

無
し

」

。

仰
山

云

く
、

「

慧
寂
は

即
ち
一

期
の

事
な

り
。

行
履
は

什
麼
の

処
に

在
る

や
」

。

師
云

く
、

「

只
だ

子
の

眼
の

正
し

き
を
貴
ぶ

の

み
に

し

て
、

子
の

行
履
を

説
か

ず
」

。

　
（

1
）

　

師
、

仰
山
に

問
う

、

「

何
の

処
よ

り
帰
る
」

。

仰

山

云

く
、

「

田

中
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

ね

り
帰
る
」

。

師
云

く
、

「

禾
は

刈
る
に

好
き
や
」

。

仰
山
云

く
、

「

刈

る

に

好
き
な

り
」

。

師
云

く
、

「

青
の

見
を
作
す
や
、

黄
の

見
を

作
す

や
、

不

青

不
黄
の

見

を

作
す
や
」

。

仰
山

云

く、

「

和
尚

、

背

後
は

是
れ

什
麼
ぞ
」

。

　
　
　
　
な

ん
じ

　
ば

師
云
く

、

「

子
、

還
た

見
る

や
」

。

仰
山

、

禾
穂
を

拈

起
し

て

云

く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ

「

和
尚

、

何
ぞ

曽
て

遮
箇
を

問
う

や
」

。

師
云

く
、

「

此
は

是
れ
鵝

王

の

乳
を

択
ぶ

な

り
」

。

　
（

1
〉

冬
月、

師
、

仰
山
に

問
う

、

「

天
、

寒
き
か

、

人
、

寒
き
か
」

。

仰
山

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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不

直
説

。

仰
山
云

、

適
来
也

不

曲
、

和
尚
如
何

。

（

80
）

　
石

霜
会
下
の

二

禅
客

師
云

、

直
須
随

流
。

　

　
（

同
−
五
丁

右
）

石
霜
会
下

、

有
二

禅
客

、

到

云
、

此
間
無
一

人
会
禅

。

後
普
請
般
柴

。

仰
山

見
二

禅
客
歇

、

将
一

概

柴
、

問
云

、

還
道
得
麼

。

倶
無
語

。

仰
山

云
、

莫
道
無
人
会
禅
好

。

帰
挙

似
瀉
山
云

、

今
日
二

禅
客

、

被
慧
寂
勘

破
。

師
云

、

什
麼
処
被
子

勘
破

。

仰
山

便
挙
前
話

。

師
云

、

寂
子
又
被

吾
勘
破

。

瀬

崛

嬲
転
側

雌
孅
拠

是

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
（

同
ー
五

丁

右
）

　
　
　
　
　
　
　
こ

こ

云

く
、

「

大
家
は

遮
裏
に

在
り

」

。

師
云

く
、

「

何

ぞ

直
説
せ

ざ

る
」

。

仰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

す
べ

か

ら

山
云
く

、

「

適
来
も

也
た

曲
ら

ず
。

和

尚
は

如
何
」

。

師

云

く
、

「

直
須

く
流
れ
に

随
う
べ

し
」

。

　
　
　
　
　（
m
）

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

こ

こ

　
石
霜
の

会
下
に

二

禅
客
有
り
て

到
り

て

云

く
、

「

此
問
に
一

人
の

禅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

ぎ

　
　
は
ニ

を
会
す
る

も
の

無
し
」

。

後
に

普
請
し

て

柴
を

般
ぶ

。

仰
山

、

二

禅

客

　
や
す
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　
は

　

　

い

の

歇
む

を

見
て

、

一

概
の

柴
を

将
ち
て

問

う
て

云

く
、

「

還
た

道
い

得
る

や
」

。

倶
に

語
る

こ

と

無
し

。

仰
山

云

く、
「

人
の

禅
を

会
す
る

こ

と

無
し

　
　
　
　
　
な

と

道
う
こ

と

莫
く
ん

ば

好
し
」

。

帰
り

て

瀉
山
に

挙

似
し

て

云

く
、

「

今

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

な
ん

じ

日
、

二

禅
客
は

慧
寂
に

勘
破
せ

ら
る
」

。

師
云

く
、

「

什
麼
の

処
か

子
に

勘
破
せ

ら
る

」

。

仰
山

、

便
ち

前
話
を

挙
す

。

師
云

く
、

「

寂
子
も
又
た

吾
に

勘
破
せ

ら
る
」

。

〈
雲
居
錫
云

く
、

「

什
麼
の

処
か

是
れ

瀉

山
の

仰

山
を

勘
破
す
る

処
」

V

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　Servloe

（

81
）

　
仰
山

と

香
厳
の

夢
判
断

Kom 三1z 三1w 三1　 Umversrty

師
睡
次

、

仰
山

間
訊

。

師
便
廻
面
向
壁

。

仰
山
云

、

和
尚
何
得
如
此

。

師
起
云

、

我
適
来
得
一

夢
、

汝
試
為
我
原
看

。

仰
山
取
一

盆

水

与
師
洗

面
。

少
頃
香
厳
亦
来
間

訊
。

師
云

、

我

適
来
得
一

夢
、

寂
子
原
了

。

汝

更
与
我
原
看

。

香
厳
乃
点
一

椀
茶
来

。

師

云
、

二

子
見
解
過
於

欝
子

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
（

同
−
五

丁

右
左
）

濾
仰
宗
の

盛
衰
口

（

石

井
）

　
　
（
171

）

お

り

　

師
睡
る

次
、

仰
山

、

間

訊
す

。

師
便
ち

面
を

廻
し

て

壁
に

向
か

う
。

仰
山
云

く
、

「

和
尚、

何
ぞ

此
の

如
き
を

得
る

や
」

。

師
起
ち

て

云

く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
た

ず

「

我
れ

適
来

、

　一

夢
を

得
た

り
。

汝
、

試
み
に

我
が

為
に

原
ね

看
よ

」

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

し
ぱ

ら
く

仰
山

、

一

盆
の

水
を

取
り

て

師
に

与
え
て

洗
面
せ

し

む
。

少
頃

し
て

香

厳
亦
た

来
た

り
て

問
訊
す

。

師
云

く
、

「

我
れ
適
来

、

一

夢
を

得
て

、

寂

子
は

原
ね

了

る
。

汝
、

更
に

我
が

与
に

原
ね

看
よ

」

。

香
厳
乃

ち
一

椀
の

一

〇
七
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濡
仰
宗
の

盛
衰
口
（

石

井
）

（

82
）

　

五

峰

常
観
の

「

牛
問
答
」

の

仰
山
の

別
語

師
問
一

僧
、

汝
還
見
牛
麼

。

僧
云

、

見
。

師

云
、

見
左

角
、

見
右
角

。

瀦
撫

師
自
代
云

、

見
無
左
右

。

鉚
加

翻

黙
還

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

巻
九
五

峰
常
観
章

、

四

部
叢
刊
本
−

八
丁

左
）

　

　

　
　
　
　
（

83
）

　
石

霜
・

耽
源

・

濡
山
と
の

死

屍
問
答

師
喚
沙
弥

、

披
出
死

屍
著

。

晒
脇
喞

仰

沙

弥
後
挙
問
耽
源

、

如
何
出

得
井

中
人

。

耽
源
日

、

咄
、

痴
漢

。

誰
在
井
中

。

後
問
瀉

山
、

如
何
出

得
井

中
人

。

濔
山
乃
呼
慧
寂

。

寂
応
諾

。

瀉
山
日

、

出
也

。

及
住
仰
山

、

嘗

挙
前
語

、

謂

衆
日

、

我
耽
源
処

得
名

、

濔
山

処
得
地

。

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
（

巻
九
石

霜
性
空

章、

四

部
叢
刊
本
ー
九
丁

右
）

（

84
）

　
古
堤
和

尚
と
の

無

仏
性
問
答

朗
州
古
堤
和
尚

。

尋
常
見
僧
来

、

毎
云

、

去
、

汝
無
仏
性

。

僧
無

対
。

或
有
対

者
、

莫
契
其
旨

。

一

日
、

仰
山

慧
寂

、

到

参
。

師
云

、

去
、

汝

無
仏
性

。

寂
叉
手
近
前
応
諾

。

師
笑
日

、

子
什
麼

処
得
此
三

昧
。

寂

茶
を
点
じ

来
た

る
。

り
」

。

師
云
く

、

　
　
　
　
　
一

〇
八

「

二

子
の

見
解
は

鶯
子
よ

り

も
過

ぎ

た

　
（
271

）

　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
　

11

　

師
、

一

僧
に

問
う

、

「

汝
、

還
た

牛
を

見
る

や
」

。

僧
云

く
、

「

見
る
」

。

師
云

く
、

「

左
の

角
を

見
る

や
、

右
の

角
を

見
る

や
」

。

〈

僧
、

対
う
る

無
し
〉

。

師

自
ら

代
わ

り
て

云

く
、

「

見
に

左
右
無
し
」

。

〈
仰
山
別
し

　

　

　

　

は

て

云

く
、

「

還
た

左
右
を

弁
ぜ
ん

や
」

V
。

　（
躙）

　
師

、

沙
弥
を

喚
ぶ

、

「

死
屍
を

捜
出
せ

よ
」

。

〈
沙
弥
は

即
ち

仰
山
な

り
〉

。

沙
弥

、

後
に

挙
し
て

耽
源
に

問

う
、

「

如
何
が

井
中
の

人
を
出

し

得
る

や
」

。

耽
源

曰

く
、

「

咄
。

痴
漢

。

誰
か

井
中
に

在
る
」

。

後
に

瀉
山
に

問

う
、

「

如
何
が

井
中
の

人
を
出
し

得
る

や
」

。

潟
山
乃
ち

「

慧

寂
」

と

呼
ぶ

。

寂
、

応
諾
す

。

濾
山
曰

く
、

「

出
で

た

り
」

。

仰
山
に

住

す
る

に

及
び

、

嘗
て

前
語
を

挙
し

て

衆
に

謂
い

て

曰

く
、

「

我
れ

耽
源

の

処
に

て

名
を
得

、

瀉
山
の

処
に

て

地
を

得
た
り

」

。

　
　
　
　
　
　
（

珊
）
　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

ゆ

　
朗
州

古
堤
和
尚

、

尋
常

、

僧
の

来
た

る

を
見
て

、

毎
に

云

く
、

「

去

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

け
。

汝
は

仏
性
無
し

」

。

僧
、

対
え

る

無
し

。

或
し

対
え
る

者
有
る

も、

　
　
　
　
　
　
な

其
の

旨
に

契
う
莫
し

。

一

日
、

仰
山
慧
寂

、

到
り

参
ず

。

師
云

く
、

「

去

N 工工
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日
、

我
従
瀉

山
得

。

仰
山

間
、

寂
問
日

、

和
尚
従
誰
得

。

師
日

、

我
従
章
敬
得

。

　

（

巻
九

朗
州
古

提
章

、

四

部

叢
刊
本

−
一

五

丁

右
）

　
　
（

85
）

寂
寂
無
言

、

　
　
　
　
　
　
（

86
）

湖
南
上

林
戒
霊
禅
師

。

介
胃
全
具

。

瀉
山
日

、

瀉
山
咄
日

、

屏
左
右

。

　

賊
尚
未
打

、

濔

山
以
手
揖

云
、

霊

鷲
閑
に
無
言
の

聴

き
方
を

問

う

遡
継

韃
購

糶
講
丁

右

二

上
林
戒
霊

の

「

甲

胄

問
答
」

の

代
語

初
参
濡
山

。

日
、

大

徳
、

作
什

麼
来

。

師

日
、

尽
卸
了

来
、

与
大

徳
相
見

。

師
日

、

卸
了

也
。

　

卸
作
什
麼

。

師
無

対
。

仰
山

代
云

、

請
和

尚

　
　

諾
諾

。

師
後
参
永
泰

、

方
喩
其
旨

。

（

巻
一

〇
上

林
戒
霊
章、

四

部
叢
刊
本

ー

＝
二

丁

右
）

　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く

わ

　
　
　

　

　

　
（

87
）

　
臨
済
が

奪
っ

た
黄
蘗
の

鏝

黄
蘗
普
請
鋤
慧
穀

。

迴

見
師
在
後
空
手
立

、

乃

問
、

钁

在

何

処
。

師

日
、

上

坐

将
去
也

。

黄
蘖
日

、

近
前
来

、

共
汝
商
量

。

師
向
前
叉
手

。

黄
蘗
将
钁
钁
地
日

、

我
遮
钁

、

天
下
人
拈
敷
不

起
。

還
有

人

拈

得

起

　
　

濡
仰
宗
の

盛
衰
口

（

石

井
）

け
。

汝
は

仏
性
無
し

」

。

寂
、

叉
手

し
て

近
前
し

、

応
諾
す

。

師
、

笑
い

　
　
　

　

な

ん
じ

て

曰

く
、

「

子
、

什
麼
の

処
に

て

此
の

三

味

を

得
た

る
」

。

寂

曰

く
、

「

我
れ
濔
山
よ

り

得
た

る
」

。

寂
問
う
て

曰

く
、

「

和
尚

、

誰
よ

り

得

た

る
」

。

師
曰

く
、

「

我
れ

章
敬
よ

り

得
た

る
」

。

　
　
　

　（
5了1

）

　
仰
山
間
う
、

「

寂
寂
と
し
て

言
無
け

れ
ば

、

く
、

「

無
縫
塔
前
に

雨
水

多
し

」

。

如
何
が

視
聴
す
」

。

師
云

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
571

）

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

な
に

　
湖
南
の

上

林
戒
霊
禅
師

、

初
め

濡

山
に

参
ず

。

曰

く、
「

大
徳

、

什
麼

を

作
し

来
た

る
」

。

師
曰

く
、

「

介
胄

、

全

く
具
す
」

。

瀉

山
曰

く
、

「

尽

　
お
ろ

く
卸
し

了

り
て

来
ら

ば
、

大

徳
と

相
見
せ

ん
」

。

師
曰
く

、

「

卸
し

了
れ

り
」

。

瀉
山
咄
し

て

日

く
、

「

賊
す

ら
尚
お

未
だ

打
た

ず
。

卸

し

て

什

麼
を
か

作
す
」

。

師
、

対
え

る
こ

と

無
し

。

仰
山

代
わ

り
て

云

く、

「

請

　
　
　
　
　
　
　
し

り
ぞ

う
和
尚

、

左
右
を

屏
け
よ

」

。

濡
山

、

手
を

以
て

揖

し

て

云

く
、

「

諾

　
　
　
　
　
　
　
（

垳
）

　
　
　
　

ー2
じ

　
　
　
　
　
　
　

さ
と

諾
」

。

師
、

後
に

永
泰
に

参
じ
て

方
め

て

其
の

旨

を

喩
る

。

　
　
（

……
）

　
　
　
　
　
　

は

と
む
ぎ

　

　
す

　
黄
蘖

、

普

請
し

て

憙
穀
を
鋤
く

。

師
の

後
に

在
り
て

空
手
に

し
て

立

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
い

ず
れ

つ

を
廻
見
し

て
、

乃
ち

問
う

、

「

钁
は

何
の

処
に

在
り

や
」

。

師
曰

く
、

　
　
　
も

「

上
坐

、

将
ち

去
れ
り

」

。

黄
蘗
曰

く
、

「

近
前
し

来
れ

。

汝
と

商

量

せ

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
一

〇
九

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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濡
仰
宗
の

盛
衰
口
（

石

井
）

麼
。

師
掣
得

、

挙
起
云

、

钁
在
義
玄
手

裏
。

黄

蘗
日

、

今
日

自
有
人
赴

普
請

、

我
不
著
去

也
。

便
自
帰
院

。

鵬
畆

姻
卿

軸
賄
泣

漱

難
聊

黜

峻

瀬

賊

是

小

人、

智
過

君

子
。

　
　
　
　
　
　

　

　

　

（

巻
一

二

臨
済

義
玄
章、

四

部
叢
刊

本
−

三

丁

左
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
一
一

〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
く
わ

　
　
も
　
　
　
　

　
　
　
　
ほ

ん
」

。

師
、

向

前
し

て

叉

手
す

。

黄
蘗
は

钁
を

将
っ

て

地
を

钁
り

て

日

　
　
　
　
こ

　

　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　

　

ね
ん

て
つ

ふ

　
き

　

　

に

く
、

「

我
が

遮
の

钁
は
、

天

下

人
も
拈
敷
不

起
。

還
た

人
の

拈
得
起
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

わ

た

し

有
り

ゃ
」

、

師
は

掣
得
し

て

挙
起
し

て

云

く
、

「

钁
は

義
玄
の

手
裏
に

在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　

ゆ

り
」

。

黄
蘖
曰

く
、

「

今
口

、

自
ら

人
の

普
請
に

赴
く

有
り

。

我
れ
著
か

ず
し

て

去
れ
り

」

。

便
ち

自
ら

院
に

帰
る

。

〈
濡

山
、

因
み

に

仰
山
の

侍

　
　
　
お

り

立

す
る

次
、

方
に

此
の

話
を

挙
し

て

未
だ

了
ら

ざ
る

に
、

仰
山

便
ち
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　

し

う
、

「

钁
は

黄
蘗
の

手
裏
に

在
り
し

に
、

什
麼
と

為
て

か

臨
済
に

奪
却
せ

ら
る
」

。

瀉
山
云

く
、

「

賊
は

是
れ

小
人

、

智
は

君

子
に

過
ぎ
た

り
」

〉
。

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　Servloe

（

88
）

　
維
那
を
生

き

埋
め

と
し

た
臨
済

Kom 三1z 三1w 三1　 Umversrty

黄

蘗
一

日

普
請

、

鋤
茶
園

。

黄
蘖
後
至

。

師
問
訊
按

钁

而

立
。

黄

蘗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

（

挂）

日
、

莫
是
困

邪
。

日
、

纔
钁
地

、

何
言
困

。

黄
蘗
挙
柱
杖
便
打

。

師
接

杖
、

推
倒
和
尚

。

黄
蘗
呼

、

維
那

、

維
那、

捜
起
我
来

。

維
那
捜
起
日

、

和
尚
争
容

得
遮
風

漢
。

黄
蘗
却
打
維
那

。

師
自
钁
地

云
、

諸

方

即

火

葬
、

我
遮
裏
活
埋

。

鵡
油

欄
齣
畑
ボ
殖

瀕
纖
黷
焔

囎
擲
批

溝

臆
鮓

覆
嬬

慰

嫻

卸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（

同
−

三

丁
左

〜
四
丁

右
）

　
　（
971

）

　
黄
蘗

、

　一

日
、

普
請
し
て

茶
園
を

鋤
く

。

黄
蘗

、

後
に

至

る
。

師
は

問
訊
し

て

钁
を

按
じ

て

立
つ

。

黄
蘗

曰

く
、

「

是
れ

困
ず
る

こ

と

莫
し

や
」

。

日

く
、

「

纔
に

地
を

钁
る
に

、

何
ぞ

困

ず
る

と

言
わ

ん

や
」

。

黄

蘗
、

柱
杖
を

挙
し

て

便
ち

打
つ

。

師
は

杖
を

接
し
て

和
尚
を

推
倒
す

。

　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

黄
蘗
は

呼
ぶ

、

「

維
那

、

維
那

。

我
れ

を

捜
き
起
こ

し

来
れ
」

。

維
那
は

　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ

る

捜
き
起
こ

し

て

曰

く
、

「

和
尚、

争
か

遮
の

風

漢
を

容
し

得
ん
」

。

黄
蘗、

却
っ

て

維
那
を

打
つ

。

師
、

自
ら
地
を

鑁
り
て

云

く
、

「

諸
方
は

即

ち

火
葬
す

る

も
、

我
が

遮
裏
は

活
埋
せ

ん
」

。

〈
瀉

山
、

仰
山
に

問

う
、

た

と

え

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

そ
　
も
　
さ

ん

「

只

如
ば

黄
蘗
と

臨

済

と
の

此
の

時
の

意
は

作
麼
生
」

。

仰
山

云

く
、

　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
あ
み

「

賊
と

作
る

人
死
せ

ず
、

賊
を

羅
す
る

人
棒
を
喫
す
」

。

濡
山

云

く
、

「

如

是
如
是
」

V
。
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（

89
）

　
臨
済
の

坐
禅
と
上

座
の

い

ね
む

り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
（

注
）

師
一

日

在
黄
蘗
僧
堂

裏
睡

。

黄
蘗
入

来
、

以

柱
杖
於
牀
辺
敲
三

下
。

師

挙
首
見
是
和
尚
却
睡

。

黄
蘗
打
席
三

下
。

去
上

間
見

第
一

坐
。

黄

蘗

日
、

遮

酔
漢

、

豈
不

知

下
間
禅
客
坐
禅

、

汝
只
管
蹼
睡

。

上

坐
日

、

遮

老
和
尚
患
風
邪

。

黄
蘗
打

之
。

囎
勤

障
燗

岬

訓

唄

跏

雕
懺
憶

作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

同
）

（

90
）

　
臨

済
栽
杉
の

話
の

評

師
与
黄
蘗
栽
杉

。

黄
蘗
日

、

深
山

裏
栽
許
多
樹
作
麼

。

師
日

、

与
後
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
）

作
古
記
。

乃

将
鍬
拍
地
両

下
。

黄

蘖
拈
起
柱
杖
日

、

汝
喫
我
棒
了
也

。

師

鑑
撃
蓬
日

・

吾
宗
到

嫁

砦
方

肖
艱
軸

鞴
抑

麒
嘱

離

為
復

別
有

意
旨

。

仰

山
云、

亦
嘱
臨

済、

亦

記

向
後。

潟
山

云、

向

後

作
歴
生。

仰

山
云、
一
人
指

南、
呉

越
令

行。

南
塔
和
尚

注
云、

独

坐
震
威、

此
記

方
出

．

又

云、

若

遇

大
風、

此

記
亦

出。

潟
山

云、

如

是
如

是。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
（

同
）

瀉
仰
宗
の

盛
衰
口
（

石

井
）

　
（

801）
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
お

　
師

、

一

日
、

黄
蘗
の

僧
堂

裏
に

在
い

て

睡
る

。

黄

蘗
、

入

り
来

り
て

控
杖
を

以
て

牀
辺
を

敲
つ

こ

と
三

下
す

。

師
、

首
を

挙
げ
て

是
れ

和
尚

　
　
　
　
　
さ

ら

な

る
を

見
て

却
に

睡

る
。

黄
蘖

、

席
を

打
つ

こ

と
三

下

す
。

上

間
に

去

き
て

第
一

坐

を

見
る

。

黄
蘗
曰

く
、

「

遮
の

酔
漢

、

豊
に

知
ら

ず

や
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

下
間
の

禅
客
は

坐
禅

し

て
、

汝

は
ロ
ハ

管
だ

蹼
睡
す
る
こ

と

を
」

。

上

坐

曰

く
、

「

遮
の

老

和

尚
、

風
を

患
う
や
」

。

黄
蘖

、

之
を

打
つ

。

〈
鴻

山
、

挙
し

て

仰
山
に

問
う

、

「

只
如
ば

黄

蘗
の

意
、

作
麼

生
」

。

仰
山
云

く
、

コ

彩
両
賽
」

V
。

　
（…
…）
　

　

　
　

　

　

　
う

　
師

、

黄

蘗
と
杉
を

栽
ゆ

。

黄

蘗
曰

く
、

「

深
山

裏
に

許
多
の

樹

を

栽

　
　
そ
　

も
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
た

め

え
て

作
麼
」

。

師
曰

く
、

「

後
人
の

与
に

古
記
と

作
す
」

。

乃
ち

鍬

を

将

　
　
　

　
う

ち

て

地
を

拍
つ

こ

と

両

下

す
。

黄
蘗

、

挂
杖
を

拈
起
し

て

曰

く
、

「

汝、

我
が

棒
を

喫
し

了
れ

り
」

。

師
、

嘘
嘘
の

声
を

作
す

。

黄
蘗
曰

く
、

「

吾

　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
は

じ

が

宗
、

汝
に

到
り
て

、

此
の

記
方
め

て

出
で

ん
」

。

〈
潟
山

、

挙

し

て

　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

仰
山
に

問
う

、

「

且

く

道
え

、

黄

蘗
の

後
語
は

但
だ

臨

済
を

嘱
す

る

の

　
　
　
は

　
た

み

か
、

為
復
別
に

意
旨
有
る

か
」

。

仰
山
云

く
、

「

亦
た

臨
済
を

嘱
し

、

　
　
の
　
ち

亦
た

向
後
を

記
す
」

。

瀉
山
云

く
、

「

向
後
は

作
麼
生
」

。

仰
山

云

く
、

　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
281

）

コ

人
の

南
を
指
し
て

呉
越
に

令
行
な

わ

る
」

。

〔

南

塔
和

尚
、

注
し

て

云

く
、

「

独
り

坐
し

て

威
を
震
い

て

此
の

記
方
め

て

出

で

ん
」

〕

．

又
た

　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

＝
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瀉
仰
宗
の

盛
衰
口
（

石

井
）

　
　
　

　
　
　
（

91
）

　
わ
た
し
の

名
前

は

慧
然
で

す

鎮
州
三

聖

院
慧
然
禅
師

。

自
臨
済
受
訣

、

遍

歴

叢
林

、

至

仰
山

。

仰
山

間
、

汝
名

什
麼

。

師
日

、

名
慧
寂

。

仰
山
日

、

慧
寂
是
我
名

。

師
日

、

我
名
慧
然

。

仰
山

大
笑
而

已
。

　
　
　

　
　
　
　

　
（

巻

＝
一
三

聖

慧
然
章、

四

部
叢
刊
本

ー
一

二

丁

右
）

　
　
　

　
　
　
（

92
）

　
石

室
善
道
の

仏
法
を

探

る

−
別
の

記
録

仰
山

間
、

仏
之
与
道
相
去
幾
何

。

師
日

、

道
如
展

手、

仏

似

握

挙
。

日
、

畢
竟
如
何

的
当

、

可

信

可
依

。

師
以
手
撥
空
三

両

下
日

、

無
恁
麼

事
、

無
恁
麼
事

。

日
、

還
仮
看
教
否

。

師
日

、

三

乗
十
二

分
教

、

是
分

外
之
事

。

若
与
他

作
対

、

即

是
心

境
両
法、

能
所

双
行

、

便
有
種
種
見

解
、

亦
是
狂
慧

、

未
足
為
道

。

若
不

与
他
作
対

、

一

事
也

無
。

所
以
祖

師
云

、

本
来
無
一

物
。

汝
不

見
、

小
児
出
胎
時、

可
道
我

解
看
教

不

解

三

ヨ
』
殴
、

　
　

4
コ

E
ハ’
忙
丶

ヒ亠
」
、

　
　

匡一
丶

　
冖

μ

→
コ丿
广

病
」
LL

皇

覈
匹
嘗

广

A
」

ヒ
∋

更
o

　
　

乏
訂
二一゚‘
ζ
→
丶
、

　
　

巨
」
4戸「

耳
垂

孝
　
　
」
；

猛．
匹
民
　
　

夏
司
左
み

オ
う
騨

 

詫
垂
ハ

石
仔
匚

窪
　
　

汚
7

ヨ

圭
♪

→
ノ

　
　
縮
P
虐
勹

種
種
知
解

、

出
来
便
道

、

我
能
我
解

。

不

知
是
客
塵

煩

悩
。

十

六

行

中
、

嬰
児
行
為
最

。

噛
噛
和
和
時

、

喩
学
道
之
人

離
分
別

取
捨
心

。

故

讃
歎
嬰
児

。

可
況
喩
取
之

。

若
謂

嬰
児
是
道

、

今
時
錯
会

。

　
　
　

　
（

巻
一

四

石

室
善
道
章、

四

部
叢
刊
本
−
一

八

丁

左
〜
一

九
丁

右
）

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　一
一

二

云

く
、

「

若
し

大
風
に

遇
わ

ば
、

此
の

記
も

亦
た

出

で

ん
」

。

〈
、

「

如
是
如
是
」

〉
。

瀉

山

云

　
　
　

　
　
　

　
　
（
1
）

　
鎮
州
三

聖
院
慧
然
禅
師

。

臨
済
の

訣
を

受
け
て

よ

り

叢

林

を

遍

歴

し
、

仰
山
に

至
る

。

仰
山

間

う
、

「

汝
の

名
は

什

麼
ぞ
」

。

師

曰

く
、

「

慧
寂
と
名
つ

く
」

。

仰
山
曰

く
、

「

慧
寂
は

是
れ

我
が

名
な

り
」

。

師
曰

く
、

「

我
が

名
は

慧
然
な
り

」

。

仰
山

、

大
い

に

笑
う
の

み
。

　
　
（

1
）

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　
い

く
ば

く

　
仰
山
間
う

、

「

仏
と

道
と

相
い

去
る
こ

と

幾
何
ぞ
」

。

師

曰

く
、

「

道

は

手
を
展
ぶ

る
が

如
く

、

仏
は

拳
を
握
る

が

如
し
」

。

曰

く
、

「

畢
竟

、

如
何
が

的
当
に

し

て

信
ず
べ

く

依
る
ぺ

き
や
」

。

師
、

手
を

以
て

空

を

は

ら撥
う
こ

と
三

両
下
し

て

曰

く
、

「

恁
麼
の

事
無
し

、

恁
麼
の

事
無
し
」

。

　
　

　
は

曰

く
、

「

還
た

教

を

看
る

を

仮
る

や
」

。

師

曰

く
、

「

三

乗
十
二

分
教

は

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
た

め
　

　
こ

た

是
れ
分
外
の

事
な
り
。

若
し

他
の

与
に

対
え

を

作
さ
ば

、

即
ち

是
れ

心

　
　

　
　
　

　
　
　

　
な

ら

二

己
　

）一
認

U
二

、・
　一
　

　！
　ρ
　層
、

　

　

ニ

コ宀
r
こ
ミ
　尋
r
ご

　

　
　

冫
　、
 

　

ー
　
、

　

　一
ヨ 
　

）

匚
旨

巳

β
R
邑
　

）

1」
ワ

杵一
1
　　
）

疹
グ一

戸
制
μ

に

し
て
　
　

餐
碑
莎
ご

案
づ
そ

カ
rノ

　

偵
診，

稚
雁
4F

勿

薄」
不

そ

も
、

亦
た

是
れ

狂
慧
に

し

て
、

未
だ

道
と

為
す
に

足
ら
ず

。

若
し

他
の

与
に

対
え
を

作
さ
ざ

れ
ば

、

一

事
も
也

た

無
し

。

所
以
に

祖
師
云

く
、

本

　
　

　
　
　

　
　
　

ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

も

来
無
一

物
、

と
。

汝
、

見
か

ず
や

、

小

児
の

胎
を

出
ず
る

時
、

可
し

我

れ
の

教
を

看
る

こ

と

を

解
す
と

教
を

看
る
こ

と

を

解
せ

ざ

る

と

を

道
う

も
、

恁
麼
の

時
に

当

り
て

、

亦
た

仏
性
の

義
有
る

と

仏
性
の

義

無
き
と

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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を

知
ら
ず

。

長
大
な
る

に

至

る
に

及
び

て

便
ち

種
種
の

知

解
を
学
び

、

出
で

来
り
て

便
ち

道
う

、

我
れ
能
く
し

我
れ

解
す

、

と
。

知
ら
ず

、

是

れ

客
塵
煩
悩
な
る

こ

と

を
。

十
六

行
中

、

嬰
児
行
を

最
と

為
す

。

噛
移

和

和
の

時
、

学
道
の

人
の

分

別
取
捨
の

心

を

離
る

る

に

喩
う

。

故
に

嬰

　
　
　
　
　
　
い

か

児
を
讃
歎
す

。

可
に

況
ん

や

喩
え
て

之
を

取
る
こ

と

を
や

。

若
し

嬰
児

是
れ
道
な

り
と

謂
わ
ば

、

今
時

、

錯
り
て

会
す
る

な

り
」

。

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　Servloe

（

93
）

　
石

室
善
道
の

下

を
離
る

仰
山
辞

。

師
送
出
門

、

去
、

却
迴

遮
辺
来

。

乃
召

日
、

闍
梨

。

仰
山

応
諾

。

師
日

、

莫
一

向

（

同
i
一

九
丁

右
）

　
　
（

塒
）

　
仰
山

、

辞
す

。

師
、

門
よ

り

送
り

出
し

て
、

乃
ち

召

し

て

曰

く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

ひ
た

す

ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

こ

「

閣
梨
」

。

仰
山

、

応

諾
す

。

師

曰

く
、

＝

向
に

去
く
こ

と

莫
れ

。

遮

ご

　

　

き
や

う
い

辺
に

却

迴
し

来
れ
」

。

（

94
）

　
巌
頭
全

豁
の

参
学

Kom 三1z 三1w 三1　 Umversrty

鄂
州

巌
頭
全
豁

禅
師

、

泉
州
人
也

。

姓
柯
氏

。

少
礼

清

原

誼

公
、

落

髪
．

麓
長

耋

奪
禀

嘆

習
経
律
諸

部

優

葎
爽

与

雪

驫

欽
山
激

為
友

。

自
余
杭
大

慈
山

、

灑
邁
造
于
臨
済

。

属
臨
済
帰
寂

、

乃

謁
仰
山

。

才
入

門
、

提
起
坐
具
日

、

和
尚

。

仰
山

取
払
子

、

擬
挙
之

。

師
日

、

不

妨
好
手

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

巻
一

六

巌
頭
全

豁
章、

四

部
叢
刊
本
−

二

丁
左
）

（

95
）

　
明
招
徳
謙
の

「

仰
山
插
鍬
話
」

瀉
仰
宗
の

盛
衰
口
（

石

井
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（

1）

　
鄂
州
巌
頭

全

豁
禅
師
は

、

泉
州
の

人
な
り

。

姓
は

柯
氏

。

少
に

し

て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

う

清
原
誼
公
を

礼
し

て

落
髪
す

。

長
安
宝

寿
寺
に

往
き
て

戒
を

禀
け

、

経

律
の

諸
部
を

習
う

。

禅
苑
に

優

遊

し
、

雪
峰
く

義
存
V
と

欽

山

〈
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

い

た

遂
〉
と

友
と

為
る

。

余
杭
の

大
慈
山
よ

り

灑
范
し
て

臨
済
に

造
ら
ん

と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
ず
か

す
。

臨
済
の

帰

寂
に

属
し

、

乃
ち

仰
山
に

謁
す

。

才
に

門
に

入

る

や
、

坐

具
を
提
起
し

て

曰

く
、

「

和
尚
」

。

仰
山、

払

子
を
取
り
て

之
を
挙
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぱ

な

ば

ん

と
擬
す

。

師
曰

く
、

「

不

妨
だ

好
手
な

り
」

。

一

＝
二
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潟
仰
宗
の

盛

衰
口

（

石

井
）

清
八

路、

挙
仰
山

插
鍬
話
問

師
、

古
人
意
在
叉

手
処

、

意
在
插
鍬
処

。

師
日

、

清
上

坐
。

清
応
諾

。

師
日

、

還
曽
夢

見
仰
山
麼

。

清
日

、

不

要

下
語

、

只
要
上
高
商
量
。

師
日

、

若
要

商
量

、

堂
頭
自
有
一

千
五

百

人

老
師
在

。

　
　
　
　

（

巻
二

三

明
招
徳
謙
章

、

四

部
叢
刊
本

−
一

二

丁
左

〜

二
二

丁

右
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　一
一

四

　
　
　
（
捌
）
　

　

　

　

　

く
わ

　

さ
し
は

さ

　
清
八

路、

仰
山
の

鍬
を

插

む

話
を

挙
げ
て

師
に

問

う
、

「

古
人
の

意
は

叉
手
の

処
に

在
り

や、

意
は

鍬
を

插
む

処
に

在
り

や
」

。

師
曰

く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

「

清
上

坐
」

。

清
、

応
諾
す

。

師

曰

く
、

「

還
た

曽
て

夢
に

仰
山

を

見
し

や
」

。

清
曰

く
、

「

下
語
を

要
せ

ず
。

只
だ

上

高
の

商
量
を

要

す

る

の

み
」

。

師
曰

く
、

「

若
し

商
量
を

要
せ

ば
、

堂
頭
に

自
ら
一

千
五

百

人
の

老
師
有
る

在
り

」

。

（

1
）

　
陸
希
声
11
生
没
年
不

明
。

蘇
州
呉

県
の

人。

博
学
で

文
を
よ

く
し

論

著
が

多
い

。

商
州
刺
史
鄭
愚
に

見
出
さ
れ

、

召
さ

れ
て

右
拾
遣
と

な
る

。

王

仙
芝
の

叛

　
　

乱
後
に

、

歙

州
刺
史
に

抜
擢
さ

れ
る

。

昭
宗
（

八
八

八

〜
九
〇
四

年
在
位
）

の

時
に

、

給
事
中
と

な
り、

戸
部

侍
郎
・

同
中
書
門
下
平
章
事
を

拝
す。

太
子

少

　
　
師
を

も
っ

て

罷
め

る
。

没
後

、

尚
書
左
僕
射
を

贈
ら
れ、

諡
を

文
と
い

う
。

『

新
唐
書
』

巻
一
一

六

に

伝
が

あ
る

。

（

2
）

　
文
宗
朝
11
文
宗
（

八

〇
八

i
八

四

〇
）

、

穆
宗
の

第
二

子
。

八

二

六

〜
八

四

〇
年
在
位

。

開
成
五

年
一

月
四

日

に

没
す

。

世
寿
三

三
。

『

旧

唐
書
』

巻
一

七
、

　
　
『

新
唐
書
』

巻
八

に

伝
が

あ
る

。

（

3
）

　
大
鴻
山

大
円
禅
師
11
霊
祐
（

七

七
一

ー
八

五
三
）

。

福
州

長
渓
県
の

趙
氏
に

生
ま
れ
る

。

百
丈
懐
海
の

法
嗣

。

潭
州
（

湖
南
省
）

大
瀉

山
に

住

す。

大
中
七

　
　
年
一

月
九
日

に

示
寂
す

。

世
寿
八

三
、

僧
臘
五

五
。

大

円
禅
師
と

諡
す。

鄭

愚

撰
「

潭
州
大
潟
山

同
慶
寺

大
円
禅
師
碑
銘
并
序
」

（

『

全

唐
文
』

巻
八

二

〇
） 、

　
　
『

宋
高
僧
伝
』

巻

＝
に

伝
記
が

あ
る

。

霊
祐
に

つ

い

て

は

後
に

検
討
す
る

。

（

4
）

　
大
安
巨

大
安
（

七

九
三

ー
八

八

三
）

。

閾
城
（

福
建
省
）

の

陳
氏
に

生
ま

れ
る
。

百
丈
懐
海
の

法
嗣
と
伝
え

ら
れ
る

が、

霊
祐
の

法
嗣
に

ふ

さ
わ

し

い
。

尾

　
　
崎
正
善
「

灘
山
霊
祐
と

福
州
大
安
」

（

『

駒
沢

大
学
大

学
院
年
報
』

第
二

〇
号、

一

九
八

七
年
二

月
）

参
照

。

福
州
怡
山
（

長
慶
寺
）

に

住
す

。

中
和
三

年
一

〇

　
　
月
二

二

日

に

示

寂
す

。

世

寿
九
一
、

僧
臘
六
七

。

『

宋
高
僧
伝
』

巻
一

二

に

伝
が
あ
る

。

大
安
に

つ

い

て

は
、

後
に

検
討
す
る

。

（

5
）

　
香
厳
11
智
閑
（

？

1
八

九
五

？
）

。

青
州
（

山

東
省
）

に

生
ま
れ
る
。

瀉
山

霊
祐
の

法
嗣

。

鄂
州
（

河
南
省
）

香
厳
山
に

住
す

。

『

宗

統
編
年
』

巻
一

七
に

光

　
　
化
元
年
（

八

九
八
）

の

示
寂
と

す
る

も、

検
討
が

必

要
で

あ
る

。

『

宋
高
僧
伝
』

巻

＝
二

に

伝
が

あ
る

。

襲
燈
大
師
と

諡

す
。

智
閑
に

つ

い

て

は
、

後
に

検

討

　
　
す
る

。

（

6
）

　
石
亭
観
音
院
11

『

新
建
県
志
』

巻
三

〇
に
、

「

章
江
門
の

外
に

在
り

。

唐
に

建
つ

。

前
観
察
使
韋
丹、

遺

愛
の

碑
有
り、

覆
う
に

石
亭
を

以

て

す。

大
中
一

　
　
三

年
（

八

五

九
） 、

丹
の

子
の

宙、

江

西
を

観
察
し、

奏
し

て

以
て

石
亭
院
と

為
す

。

裴
休

、

題

額
す

。

宋
の

政

和
の

間
（

＝
一
一

〜

＝
一

八
）

に

廃
れ

N 工工
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と
ど

　
　
て

観
と

為
る

。

明
の

初
め

（

＝
二

六

八

〜
）

、

復
た

寺
と

為
り

、

亦
た

石

亭
観
音
院
と

称
す

。

仰
山

慧
寂
禅
師

、

曽
て

錫
を

此
に

住
む

。

（

以
下
略
）

」

と

あ
る

。

　
　
『

江
西

通
志
』

巻
一

二

一

の

「

石
亭
寺
］

の

項
に

同

様
の

記

事
が
存
す

。

ま
た

、

『

南
昌
府
志
』

巻
一

四
に
、

「

石

亭
寺

。

章
江

門
の

外
に

在
り

。

唐
の

時、

僧

　
　
霊

徹
、

建
つ
。

仰
山
慧
寂
禅
師、

此
に

於
い

て

教
を

演
ぶ

。

初
め

は

大
悲
寺
と

名
づ

け
、

又
た

観

音
院
と

名
つ

く
。

寺
の

左
に

観
察
使
韋
丹
の

遺
愛
碑
有
り。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（

三

力
）

　
　
覆
う
に

石
亭
を

以
て

す
。

大
中
一

五

年、

丹
の

子
の

宙、

江
西
を

観
察
し
、

奏
し
て

以
て

石

亭
院
と

為
す
」

と

あ
り、

以
下
『

新
建
県
志
』

と

同
様
の

文
あ
り

。

（

7
）

　
東
平
11
広
東
省
韶
州
の

東
平
山

弘
祖
禅
院
の

こ

と
で

あ
る

。

余
靖
撰
「

韶
州
重
建
東
平
山
正

覚
寺
記
」

（

『

武
渓
集
』

巻
七
）

の

資
料
は

、

後
に

紹
介

す
る

。

（

8
）

　
光
昧
11
伝
不

詳
。

燈

史
類
に

は

仰
山
慧
寂
の

弟
子
の

名
と
し

て

記
さ

れ
て

い

な
い

。

（

9
）

　
東
山
11
湖
北

省
斬
州

黄
梅
県
の

五

祖
弘
忍
の

道
場
で

あ
る

東
山
か、

あ
る

い

は

東

平
山
を
い

う
か
。

（

10
）

　
襄
州
H
湖
北

省
襄
州
襄

陽
郡

。

『

新
唐
書
』

巻
四

〇
。

（

11
）

香

厳
の

碑
11
現
存
し
な
い

。

（

12
）

　
『

西
域
秘
記
』

11
不

詳
。

（

13
）

　
韶

州
11
広
東

省
韶
州
始
興
郡

。

曲

江、

始
興

、

楽
昌

、

翁
源

、

仁
化、

濆
昌
の

六

県
を

有
す

。

『

新
唐
書
』

巻
四
三

。

（

14
）

　
曹
渓
の

云
う

所
の

…

…

U
『

曹
渓
大
師
伝
』

の

「

若
欲

将
心

要
者

、

一

切

善
悪
都
莫
思

量
。

心

体
湛
寂、

応
用

自
在
」

と
か

「

善
悪

都
莫
思
量

、

自
然
得
入

　
　
心

体
、

湛
然
常
寂、

妙
用

恒
沙
」

（

共
に

拙
稿
「

『

曹
渓
大

師
伝
』

考
」

九
八

〜
九
九

頁、

『

駒
沢
大

学
仏
教
学

部
研
究
紀
要
』

第
四

六

号
、

昭
和
六

三

年
三

月
）

　
　
の

語
を

受
け
た

『

宝
林
伝
』

の

六

祖
章
に

よ

る

と

考
え
ら

れ
る
。

拙
稿
「

仰
山
慧
寂
と

『

六

祖
壇

経
』

」

（

『

印

仏
研
』

第
三

六

巻
第
二

号、

昭
和
六

三

年
三

月
）

　
　
参
照

。

（

15
）

　
一

体
異

用
11
潟
仰
宗
の

性
格
を

体
用
論
で

論
じ
た

点
は

注
目
さ
れ

る
。

（

16
）

　
仰
山
11
江
西

省
袁
州
宜

春
県
に

存
す

。

『

宜

春
県
志
』

巻
二

の

「

大
平
興
国
寺
」

の

項
に
、

「

城
南
の

集
雲
郷
の

大
仰
山
の

下
に

在
り

。

即
ち
慧
寂
禅
師
の

真

　
　
を

修
す
る

処
な
り。

唐
の

会
昌
（

八

四
一

〜
八

四
六
）

に
、

賜
わ

り
て

棲
隠
と

名
つ

く
。

宋
に

今
額
に

改
む

。

唐

宋
の

賜
経、

御
書

、

碑
碣、

甚
だ

多
き
も

、

　
　
倶
に

毀
つ

。

僅
に

元
の

程

鉅
夫
撰
す
る

碑
記
存
す
」

と

あ
る

。

仰
山
は、

道

教
と

結
び

つ

い

て

発

展

す

る
。

程

文
海
撰
「

大
仰
山
重

建
太
平
興
国

禅
寺
碑
」

　
　
（

『

宜
春
県
志
』

巻
二
） 、

朱
恂
撰
「

仰
山

廟
記
」

（

『

全
唐
文
』

巻
八
七
一
）

お

よ
び

張
商
英
撰
「

仰
山

廟
記
」

（

『

袁
州
府
志
』

巻
三
二
）

に

つ

い

て

は
、

後
に

紹

　
　
介
す
る

。

（

17
）

　
国

師
忠
和
尚
押

慧
忠
（

？

1
七
七

六
）

。

浙
江
省

越
州
諸
曁

県
の

冉
氏
に

生
ま

れ

る
。

六

祖
慧
能
の

法
嗣

。

南

陽
龍
興
寺

、

均
州
武

当
山
に

住

す
。

粛

宗
、

　
　
代
宗
の

時
に

入

内
す

。

大

暦
一

〇
年

＝
一

月
九
日

（

新
暦
七
七
六

年
一

月
四

日
）

に

示

寂
す

。

大
証
禅
師
と

諡
す

。

『

宋
高
僧
伝
』

巻
九
に

伝
が

あ
る

。

　
　
湲
仰
宗
の

盛
衰
口

（

石

井
）

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
一
｝

五

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Komazawa University

NII-Electronic Library Service

Kom 三1z 三1w 三1　 Umversrty

　
　
瀉
仰
宗
の

盛
衰
口
（

石

井
）

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
一
一

六

（

18
）

　
而
し
て

学
者
…

…
H
南
陽
慧
忠
の

南
方
禅
批
判
に

通
じ

、

作
用

即
性
説
へ

の

批
判
で

あ
る

。

拙
稿

「

南
陽
慧
忠
の

南
方
宗
旨
の

批
判
に

つ

い

て
」

（

鎌
田

茂

　
　
雄
監
修
『

中
国
の

仏
教
と

文
化
』

所
収、

大
蔵
出
版、

昭
和
六

三

年

＝
一
月

刊
行
予
定
）

お

よ

び

拙
著
『

宋
代
禅
宗
史
の

研
究
』

（

大
東
出
版
社

、

昭

和
六
二

　
　

年
一

〇
月
）

一

三

九
頁
参
照

。

（

19
）

　
通
智
大
師
妙
光
之
塔
11
通
智
大
師
を

『

宋
高
僧
伝
』

『

祖
堂
集
』

『

景
徳

伝
燈
録
』

は
、

智
通

大
師
と

し
て

い

る
。

『

武
渓
集
』

に

は、

両
方
の

表
記
が

み

ら

　
　
れ

、

外
に

知
宗
大
師
と

も
伝
え
る

。

『

祖
堂
集
』

や

『

武
渓
集
』

は
、

賜
号
の

澄
虚
大

師
も
伝
え
る

。

注
（

37
）

を

参
照

。

（

20
）

　
韶

州
演
昌
目

注
（

13
）

参
照

。

（

21
）

　
左
の

無
名
指
及
び

小
指
を
断
ち
11
同
じ

例
が

弟
子
の

南

塔
光
涌
に

み

ら
れ
る

。

後
に

紹
介

す
る

宋
斉
邱

撰
「

仰
山
光
涌
長

老
塔
銘
」

を
参

照
さ

れ
た

い
。

（

22
）

　
器
を

藉
て

て

11
『

法
華
経
』

の

「

薬
王

菩
薩
本
事
品
」

に
「

宿
王

華
よ

、

若
し

発
心
し
て

阿

耨
多
羅
三

藐
三

菩
提
を

得
ん

と
欲
す

る

者
有
ら
ば

、

能
く

手
の

指、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

も
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

ま
さ

　
　
乃
至
、

足
の

一

指
を

燃
し

て

仏
塔
を

供
養
せ

よ
。

国
城
・

妻
子
及
び
三

千

大
千
国
土
の

山
・

林
・

河
・

池
、

諸
の

珍
宝
物
を
も
っ

て

供
養
せ

ん

者
に

勝
ら
ん
」

　
　
（

岩
波
文
庫
本
巻
下

i
一

九
四

頁
）

に

あ
る

よ

う
に

、

発
心

求
法
を

示
し

た
も
の

で

あ

ろ
う。

拙
著
『

中
国

禅
宗
史
話
』

（

禅

文
化
研
究
所、

昭
和
六

三

年
三

月
）

　
　
三

二

六

頁
参
照

。

（

23
）

　
南
華
寺
通
禅
師
“

生
没
年
不

明
。

浙
江
省
婆
州

双
林
寺
で

出
家
し

、

婆
州
和
安
寺
に

住
す

。

さ
ら
に

百

丈
懐
海
に

嗣
法
し

、

韶
州

南
華
寺
に

住
す。

南
華
寺

　
　
は

、

六

祖
慧
能
の

住
持
地
で

あ
る

。

通
に

つ

い

て

は
、

鈴

木
哲
雄

『

唐
五

代
禅
宗
史
』

（

山

喜
房
仏

書
林

、

昭
和
六

〇
年
一

二

月
）

三

九

〜
四
一

頁
参
照。

（

24
）

　
息
慈
11
沙
弥
（

珍
倒

目

巷
o

鑓
）

の

こ

と
。

世

事
を

息
め

、

慈
悲
に

も
と
づ

き
群
生
を

救
済
す
る

の

意
。

（

25
）

　
耽
源
11
真
応

（

生
没
年
不
明
）

、

応
真
と

も
伝
え
る

。

『

祖
堂
集
』

巻
四
に

よ

れ
ば

、

も
と

馬

祖
道
一

の

門
人
で

あ
っ

た
と

言
う

。

南
陽
慧
忠
の

法
嗣

。

江
西

　
　
省
吉
州
耽
源
山
に

住
す

。

仰
山
が

真
応
よ

り

円
相
の

教
え
を

受
け
た
こ

と

は、

潟
仰
宗
の

宗
風
で

大
事
で

あ
る

。

『

伝
燈
録
』

巻
一

三

に

問
答
が
あ
る

。

（

26
）

跛
脚

駆
烏
…

…
凵

慧
寂
の

渾
名

。

駆
烏
は

三

沙
弥
の
一

つ

で
、

僧
の

食
物
を

奪
う

烏
を

追
い

払
う
沙
弥
の

意。

一

般
に

七

〜

；一
歳
ま
で

の

沙
弥
を
さ

す
。

（

27
）

　
時
に

…

…
11

『

祖
堂

集
』

に

つ

い

て

は
、

（

B
）

の

項
目
を

参
照
さ
れ

た
い

。

（

28
）

　
韋
胄
11
韋
宙
（

？

1
八

六
八
）

の

こ

と
。

宙
、

京
兆
万

年
の

人
。

父
は

丹
。

河
南
府
司
録
参
軍
と
な

り
、

父
の

徳
に

よ

り

侍
御

史

を

拝

す
。

大
中
一

二

年

　
　
（

八

五

八
）

に

江
西

観
察
使
と

な

り
、

威

通
二

年
（

八
六
一
）

に

嶺
南
節
度
使
に

遷
る

。

検
校
尚
書
左
僕
射、

同
中
書

門
下
平
章
事
に

加
え
ら

れ

る
。

威
通

九

　
　

年
に

没
す

。

『

新
唐
書
』

巻
一

九
七
に

伝
が

あ
る

。

『

唐
方
鎮
年
表
』

巻
五
・

七

参
照

。

（

29
）

　
仰
山
の

門
風
”

注
（

25
）

に

述
べ

た

よ

う
に

、

円

相
を

示
す
こ

と

が、

仰
山
の

門
風
の

特
色
と

な

り、

瀉
仰
宗
の

宗
風
と
な
る
。

南
陽
慧
忠
の

流
れ
よ

り

そ
の

　
　
門
風
が

確
立
し
た

点
は

注
意
し
て

よ

い

で

あ

ろ
う

。

注
（

18
）

の

拙
稿
で

、

そ
の

こ

と
に

つ

い

て

問
題
に

し

て

み

た
。
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（

32
）

 

袁
州
仰
山

慧
寂
禅
師

、

韶

州
懐
化
人
也

。

家
、

父
母

不

許
。

後
二

載、

師
断
手
二

指
、

以
答
劬
労

。

（

30
）

　
懐
化
1ー
こ

こ

で

は、

韶
州
東
平
山

弘
祖
禅
院
で

の

活

躍
を
さ

す
。

つ

づ
い

て

韶
州
懐
化
と

あ
る

様
に
、

韶
州
内
を

言
う

。

韶
州
に

つ

い

て

は
、

注
（

13
）

参

　
　

照
。

懐
化
は

、

広
州
南
海
郡
番
禺
県
を

呼
ぶ
こ

と

も
あ
っ

た
が

、

唐
代
で

は
、

韶
州
と

す
る
の

が
よ

い

で

あ
ろ

う
。

（

31
）

　
宗
禅

師
11

（

24
）

の

項
目
に

問
答
が
あ

り
、

注
（

 
）

の

（

2
）

に

示

し
た
『

伝
燈
録
』

巻
八

の

韶
州
乳
源
と
の

問
答
か

ら
考
え
て

、

宗
禅
師
と

韶

州
乳
源
と
は

　
　

同
一

人
と

し
て

よ

い

で

あ
ろ

う
。

場
所
も
ふ

さ
わ
し

い
。

乳
源
に

つ

い

て

は
、

馬
祖
の

法
嗣
で

あ
る

こ

と

以

外
に

詳
伝
は

不

明
で

あ
る

。

そ
の

外
に
（

83
）

の

項

　
　
目
に

百

丈
懐
海
の

法
嗣
に

石

霜
性
空
が
い

て
、

仰
山
が
沙
弥
の

頃
に

参
じ

て

い

た

こ

と
が

知
ら

れ
て

い

る
。

「

宗
」

と

「

空
」

と
の

類
似
か

ら

は

こ

の

人

と

も

　
　

言
え
な
い

こ

と

は

な
い

が
、

『

祖

堂
集
』

に

残
る

問
答
よ

り

乳
源
と

考
え
て

お
き
た

い
。

　

　

初
め

て

到
り
て

…
…
”

仰
山
と

潟
山
の

初
相
見
に

到
る

過
程
と

問

答
は

、

『

伝
燈

録
』

巻
一
一

に

次
の

よ

う
に

述
べ

る
。

姓
葉
氏

。

年
十

五
、

欲
出

跪
致
父
母

前、

誓
求
正
法

 
遂
依
南
華
寺
通

禅
師

、

落
髪

。

未
登
具、

即

遊
方

。

初
謁
耽
源

、

已

悟
玄
旨

。

 
後
参
潟

山
。

遂
升
堂
奥

。

祐
問
日

、

汝
是
有
主
沙
弥

、

無
主

沙
弥

。

師
日

、

有
主

。

日
、

在
什
麼

処
。

師
従
西

過
東
立

。

祐
知

是
異
人

、

便

垂
開
示

。

寂
問

、

如
何
是

真
仏
住
処

。

祐
日

、

以
思
無
思

之
妙

、

返
思

霊
餤
之
無
窮

。

思
尽

還
源

、

性
相
常
住

、

事
理

不
二

、

真
仏
如
如

。

師

於
言
下
頓
悟

。

自
此
執
侍

。

　
　
　
　
　
　

（

四

部
叢
刊
本
−

三

丁
右
）

（

33
）

思
・

無
思
…
…
ー1
濔
山
の

中
心

思
想
と

言
え
る

も
の

。

仰
山
が

潰
山
の

禅
と

し
て

継
承
し
た

も
の

も
同
じ

。

（

34
）

　
驚
子
の

利
弁
は

大
雄
の

化
を

光
か

す
”

仰
山
は

鶩
子
（

舎
利
弗
）

に

諭
え
ら

れ
て

い

る
。

瀉
仰
宗
の

盛
衰
口
（

石

井
）

　

袁
州
仰
山

慧
寂
禅
師
は

、

韶
州
懐
化
の

人
な

り
。

姓
は

葉
氏

。

年
十

五

に

し

て
、

出

家
せ

ん

と

欲
す
る

も
、

父
母

、

許
さ

ず
。

後
、

二

載
に

し

て
、

師
、

手
の

二

指
を

断
ち

、

跪
い

て

父

母
の

前
に

致
し

、

正

法
を

求
め

て

以
て

劬
労
に

答
え
ん

こ

と

を

誓
う
。

　

遂
に

南
華
寺
通
禅
師
に

依
り
て

落
髪
す

。

未
だ

具
に

登
ら

ざ
る
に

、

即
ち

遊
方
す

。

初
め

耽
源
に

謁
し

て
、

已
に

玄

旨
を

悟
る

。

　

後
に

濔
山
に

参
ず

。

遂
に

堂
奥
に

升
る

。

祐
問
う
て

曰

く
、

「

汝
は

是
れ

有
主

沙
弥
や

、

無
主

沙
弥
や
」

。

師

曰

く
、

「

主

有
り

」

。

曰

く
、

「

什

麼
の

処
に

在
り
や
」

。

師
は

西
よ

り

東
に

過
ぎ
て

立
つ

。

祐
は

是
れ

異
人
な

る

を

知
り

、

便
ち

開
示

を

垂
る

。

寂

問

う
、

「

如
何
な

る

か

是

や

真
仏
の

住
処
」

。

祐
曰

く
、

「

思
・

無
思
の

妙
を

以
て

、

霊
餤
の

無
窮

に

返
思
す

。

思
尽

き
て

源
に

還
れ
ば

、

性
相
常
住

、

事
理

不
二

に

し

て

真
仏
如
如
な

り
」

。

師
、

言

下
に

於
い

て

頓
悟
す

。

此
よ

り

執
侍
す

。

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

項
目
（

4
）

参
照

。

　

　
　
　
　
『

武
渓
集
』

巻
七
で

は
、

「

小
釈
迦
」

と

呼

ば
れ

、

『

臨
済
録
』

等

一
一

七
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潺
仰
宗
の

盛
衰
口

（

石
井
）

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
一
一

八

　
　
に

も
み

え
る

。

小

釈
迦
の

呼
称
に

つ

い

て

は
、

尾
崎
正

善
「

仰
山
小
釈

迦
考
」

（

『

駒

沢
大
学

大
学
院
年
報
』

第
二
一

号、

一

九
八
八

年
二

月
）

参
照

。

な
お

、

　

潺

山
の

下
を

離
れ
て

後
に

受
戒
し
た
こ

と

を

具
体
的
に

述
べ

る

の

は、

『

伝
燈

録
』

だ

け
に

あ
り

、

（

58
）

の

項
目

と
注
（

燭
）

を

参
照

。

（

35
）

　
前
後
の

諸
州
府
…

…
11
仰
山
慧

寂
は

会
昌
元
年
（

八

四
一
）

の

三

五

歳
の

と

き
に

仰
山
に

住
し、

石

亭
観
音
院
を

経
て

、

韶

州
東

平
山

弘
祖
禅
院
に

示

寂
す

　
　

る

ま
で

住
す

。

韋

宙
が
慧

寂
を
石

亭
観
音
院
や

東
平
山
に

招
い

た

可
能
性
が

高
い

。

『

唐
方

鎮
年
表
』

を

参
考
に

す
る

と
、

韋
宙
以

降
の

嶺
南
東
道
節
度
使
は

、

　

鄭
愚

、

鄭
従
讌、

韋
荷、

李
迢、

鄭
続
の

五

人
で

あ

り
、

会
昌
元
年
以

降
の

江
西

観

察
使
は
、

裴
休

、

周
堤

、

乾
干

皐、

裴
儔

、

周

敬

復
、

鄭

祗

徳
、

張
毅

　
　

夫、

鄭
憲
の

八

人
が
い

る
。

＝
人
と
は
、

韋
宙、

鄭
愚
を

含
め

て
、

こ

れ

ら
の

刺
史
を
さ

す
で

あ
ろ
う

。

（

36
）

　
三

処
11
注
（

16
）

の

袁
州
仰
山、

注
（

6
）

の

洪
州
石

亭
、

注
（

7
）

の

韶
州
東
平
山
を
さ

す
。

な
お、

仰
山
住
持
以

前
に

椰
州
王

莽
山
に

隠
れ
て

い

た
こ

と

は
、

　
　

張
商
英
撰
「

仰
山

廟
記
」

に

示
す

所
で

あ
る

が、

『

伝
燈
録
』

巻

二
に

も

次
の

よ

う
に

あ
る

。

師
盤

桓
瀉
山

、

前
後
十
五

載
。

凡
有
語
句

、

学
衆
無
不
弭

伏
。

曁
受
瀉

山

密
印

、

領
衆
住
王

芥
山

、

化
縁
未
契

。

遷
止
仰
山

、

学
徒
臻
萃

。

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
（

四

部
叢
刊
本
−

四

丁
右
）

　
（

38
）

師
上

堂
示

衆
云

、

汝
等
諸
人

、

各
自
迴

光
返
顧

。

莫
記
吾
言

。

汝
無
始

劫
来

、

背
明
投
暗

、

妄
想
根
深

、

卒
難
頓
抜

。

所
以

仮
設
方

便
、

奪
汝

麁
識

、

如
将
黄
葉
止

啼
。

有
什
麼
是
処

。

亦
如
人

将
百
種

貨

物

与

金

宝
、

作
一

鋪
貨
売

、

祗
擬
軽
重
来
機。

所
以
道

、

石

頭
是
真
金
鋪、

我

遮
裏
是
雑
貨
鋪

。

有
人

来
覓
鼠
糞

、

我
亦
拈

与
他

。

来
覓
真
金

、

我
亦

拈
与
他

。

時
有
僧
問

、

鼠
糞
即

不

要
、

請
和
尚
真
金

。

師
云

、

齧
鏃
擬

開
口

、

驢
年
亦
不

会
。

爍
無

師
云

、

索
喚
則
有
交
易

、

不

索
喚
則

無．

（

37
）

　
澄
虚
大
師
…
…
11
『

武

渓
集
』

巻
七
に

よ

れ
ば、

東
平

山
に

弘

祖
禅
院
の

勅
額
を

乾
符
二

年

　
　
で

、

慧
寂
の

六
九

歳
の

時
に

当
る

。

　
　

毎
日
上

堂
…

…

『

伝
燈
録
』

巻

＝

に

は

内
容
の

発
展
が

あ
る

。

な
お

仰
山
齧
鏃
の

話
に

つ

い

て

は
、

　

師
、

瀉
山
に

盤
桓
す
る

こ

と

前
後
十

五

載
、

凡
そ

語
句
有
れ

ば、

学

衆
、

弭

伏
せ

ざ
る

は

無
し

。

瀉
山
の

密
印
を

受
く

る

に

曁
び

、

衆
を

領

し
て

王

莽
山
に

住

す
る

も
、

化
縁

、

未
だ

契
わ

ず
。

遷
り
て

仰
山
に

止

ま

る

に
、

学
徒

、

臻

り

萃
る

。

　
　

　
　
　
　
（

八

七
五
）

に

賜
っ

た

時
の

こ

と
と

す
る

。

僖
宗
の

即
位
の

時

　
　
　

　
　
　
　
　

　
（

14
）

の

項
を

参
照
さ

れ
た

い
。

　
師

上

堂
し

て

衆
に

示
し

て

云

く
、

「

汝
等
諸
人、

各
自
に

迴
光

返

顧

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
こ

の

か

せ

よ
。

吾
が

言
を

記
す

る
こ

と

莫
れ

。

汝
は

無
始
劫
よ

り

来
た

、

明
に

背
き
て

暗
に

投
じ

、

妄
想
の

根
深
く

、

卒
に

頓
に

抜
き
難
し

。

所
以
に

仮
に

方
便
を

設
け
て

、

汝
が

麁
識
を

奪
う
こ

と

黄

葉
を

将
ち

て

啼
く

を

と

ど止
め

る

が

如
し

。

什
麼
の

是
な
る

処
か

有
ら
ん

。

亦
た

人
の

百
種
の

貨

　
　
　

　
　
　
　
　
と

も

物
を

将
ち
て

金
宝
と

与
に
一

鋪
の

貨
と

作
し

て

売
る
が

如
く

、

祗
だ

来

機
を

軽
重
ぜ

ん

と

擬
す

る

の

み
。

所
以
に

道
う

、

石
頭
は

是

れ

真

金
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我
若
説
禅
宗

、

身
辺
要
一

人
相
伴
亦
無

。

豈
況
有
五

百

七
百

衆
邪

。

我

若
東
説
西

説、

則
争
頭
向
前
采
拾

、

如
将
空
拳
誑
小
児

、

都
無
実
処

。

我
今
分
明
向
汝
説

聖
辺
事

、

且

莫
将
心

湊
泊

。

但
向
自
己

性
海

、

如
実

而
修

。

不

要
三

明
六

通
。

何
以

故
。

此
是
聖
末
辺

事
。

如
今
且

要
識
心

達
本

。

但
得
其
本

、

不

愁
其
末

。

他
時
後
日

、

自
具

去

在
。

若

未

得

本
、

縦
饒
将
情、

学

他
亦
不
得

。

汝
豈
不

見、

濔

山
和
尚
云

、

凡
聖
情

尽
、

体
露
真
常、

事
理
不
二

、

即

如
如
仏

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

（

四

部
叢
刊
本
ー
四

丁

右
左
）

（

39
）

　
所
以
に

仮
に

方
便
…
…
“

『

大
般

涅
槃
経
』

巻一

二

嬰
児
行
品
の

た
と

え
は

、

　

研
究
所、

昭
和

五
九

年
一

〇
月
）

九
二

頁
。

（

40
）

　
石

頭
は

是
れ

真
金
鋪
…
…
H

『

祖
堂
集
』

巻
四

に

よ

れ

ば、

道
吾
円
智
の

語
と

伝
え
る

。

　

以
下
参
照

。

　

瀉
仰
宗
の

盛
衰
口

（

石
井
）

鋪
、

我
が

遮
裏
は

是
れ

雑
貨
鋪

、

と
。

人
有
り
て

来
り
て

鼠
糞
を

覓
め

ば
、

我
れ
も
亦
た

拈
じ
て

他
を

与
え
ん

。

来
り
て

真
金
を

覓
め

ば
、

我

れ

も

亦
た

拈
じ
て

他
を

与
え
ん
」

。

時
に

僧
有
り
て

問
う
、

「

鼠

糞
は

即

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

や
じ

り
　
か

ち

要
せ

ず
。

請
う

和
尚

、

真
金

を
」

。

師
云

く
、

「

鏃
を

齧
ん

で

口

を

開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

こ
た

か

ん

と

擬
す
も

、

驢
年
も

亦
た

会
せ

ず
」

。

〈
僧

、

対
う
る

無
し

V
。

師

　
　
　

も
と

云

く
、

「

索
め

て

喚
べ

ぽ

則
ち

交
易
有
る

も
、

索
め

て

喚
ぽ
ざ
れ

ぽ

則

ち

無
し

。

我
れ
若
し

禅
宗
を

説
か

ぽ
、

身
辺
に
一

人
の

相
伴
を

要
む

れ

ど
も
亦
た

無
し

。

豈
に

況
ん

や
五

百

七

百
の

衆
有
る

を

や
。

我
れ

若
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　
え

東
説
西

説
せ

ば
、

則
ち

頭
を

争
い

て

向
前
に

采
拾

す
る
こ

と
、

空
拳
を

将
ち
て

小
児
を

誑
す
が
如
く

、

都
て

実
処
無
し

。

我
れ

今
、

分
明
に

汝

に

向
か

っ

て

聖
辺
の

事
を

説
く

、

且

く

心
を

将
ち

て

湊
泊
す
る

こ

と

莫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

れ
。

但
だ
自
己
の

性
海
に

向
い

て

如
実
に

し

て

修
せ

よ
。

三

明
六

通
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

い

　
ま

要
せ

ざ
れ

。

何
を

以
て

の

故
に

。

此
は

是
れ
聖
末
辺
の

事
な
り

。

如
今
且

く

心

を

識
り
て

本
に

達
せ

ん

と

要
す

。

但
だ

其
の

本

を

得
て

、

其
の

末

を

愁
え

ざ
れ

。

他
時
後
日

、

自
ら

具
し

去
れ

り
。

若
し

未
だ

本
を

得
ざ

　
　
　
た
　

と

れ

ぽ
、

縦
饒
い

情
を

将
っ

て

す
る

も
、

他
を

学
ぶ

も
亦
た

得
ず

。

汝
、

　
　
ぎ
か

豈
に

見
ず
や

、

濔

山

和
尚
云

く
、

『

凡
聖
の

情
尽
き
れ
ぽ

、

真
常

を

体

露
し
、

理

事
不
二

な

れ
ぽ

、

即
ち

如
如
仏
な

り
』

」

。

　

馬
祖
道
一

の

説
法
に

も
み

え
る
。

入

矢
義
高
編
『

馬
祖
の

語
録
』

（

禅

文

化

注
（

18
）

の

拙
著
一

二

三

頁
以

下
お

よ

び

注
（

22
）

の

拙
著
一

七
一

頁

一
一

九

N 工工
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瀉
仰
宗
の

盛

衰
口
（

石

井
）

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
一

二

〇

　
（

41
）

　
問
う

、

…

…
H
『

伝
燈
録
』

巻
一
一

の

仰
山
慧
寂
章
は、

著
語
は

な
い

が、

同
じ

問
答
を

伝
え
る

。

　
　
　

僧
問

、

法
身
還
解
説
法
也

無
。

師
日

、

我
説
不

得
、

別
有
一

人
説

得
。

日
、

説
得
底
人、

在
什
麼
処

。

師

推
出
枕
子

。

灑
山

聞
云

、

寂
子
用
劔
刃
上

事
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

四

部
叢
刊
本
−

五

丁

右
）

　
（

42
）

　
雪
峰
11
義
存
（

八
二

ニ

ー
九
〇
八
）

。

泉
州
南
安
の

曽
氏
に

生
ま

れ
る。

徳
山

宣
鑑
の

法
嗣。

福
州
候
官
県

永
安
郷
嘉
祥
束
里
の

雪
峰
山
崇
聖
禅
寺
で

活

躍

　
　
　

す
。

開
平
二

年
五
月
二

日
に

示
寂

す
。

世
寿
八

七、

僧
臘
五

九
。

黄
滔
撰
「

福
州
雪

峰
山
故
真
覚
大
師

碑
銘
」

（

『

全
唐
文
』

巻
八

二

六
）

に

伝
記
が
あ
る

。

注

　
　
　
（

18
）

の

拙
著
参
照

。

　
（

43
）

　
福
先
凵

省
澄
（

八

九
ニ

ー
九
七
二
）

。

浄
修
禅
師
の

号
を

賜
わ

る
。

泉
州
仙
遊
県
の

阮
氏
に

生
ま
れ

る
。

保
福
従
展
の

法
嗣

。

泉
州
招

慶
院
に

住

す
。

開
宝

　
　
　
五

年
閏
二

月
二

九
日
に

示

寂
す

。

世
寿
八
一

、

僧
臘
六
一

。

注
（

18
）

の

拙
著
六

二

頁
以
下

。

『

紫
雲

開
士

伝
』

巻
二

に

伝
記
が
あ
り、

示
寂
の

年
月
日

と

世
寿

　
　
　

が

明

記
さ

れ
て

い

る
が、

細
部
の

行
状
は

検
討
が
必

要
で

あ
る

。

　
（

44
）

　
報

恩
11
行
崇
（

生
没
年
不
明
）

。

保
福
従
展
の

法
嗣

。

福
建
省
潭
州
報
恩
院
に

住
す

。

『

伝
燈
録
』

巻
二

二

に

問
答
が

あ
る

。

　
（

45
）

　
師
は

僧
と

…

…
11

『

伝

燈
録
』

巻
一
一

の

仰
山
慧
寂
章
に

、

同

様
の

問
答
が
あ
る

。

　
　
　

師
共
一

僧
語、

傍
有
僧
日、

語
底
是
文
殊、

黙
底
是
維
摩

。

師
日

、

不

語
不

黙
底

、

莫
是
汝
否

。

僧
黙
之

。

師
日

、

何
不

現
神
通

。

僧
日、

不

辞
現
神
通

、

只

　
　
　
恐
和

尚
収
入

教
。

師
日

、

鑒
汝
来
処

、

未
有
教
外
底
眼

。

（

四

部
叢
刊
本
ー

五

丁

左
）

　
（

46
）

　
師
は

俗
官
に

…
…
11
『

伝
燈
録
』

に

な
し

。

　
（

47
）

　
興

化
旺

存
奨
（

八
三

〇

1
八

八

八
）

。

山

東
省
闕
里
の

孔
氏
に

生
ま

れ
る

。

臨
済
義
玄
の

法
嗣

。

河
北
省
魏
府
興
化
寺
に

住
す

。

文

徳

元
年
七

月
一

二

日
に

　
　
　
示

寂
す

。

世
寿
五

九
、

僧
臘
四
一

。

公
乗
億
撰
「

魏
州

故
禅
大
徳
奨
公

塔
碑
」

（

『

全

唐
文
』

巻
八
一

三
）

に

伝
記
が

あ
り

、

仰
山
慧
寂
に

参
じ
た
こ

と
が

知
ら

　
　
　
れ
る

。

　
へ
う
ノ　　　コ
コ　　@ロ　
ロ
コアと
コ

　　　　　　　
　

　

　

　

　ロト
コも
おト
ロしドし　コ　
　ヒヤム　ロ　　さ　
　
コ

@　
R　
　ヨリ
ドゐリド
しロムじコ　
　ロ　
　も
ロご
　コ　ヨド
ロ　ト
あ　　
ひ　
　

　
　

　

广
駁

 

　
郎

は
⊥
麈

に

…
…

目
＝

偐
畳
錆

』

着
一
一
¢

孤
匡
諂

元
恭
茸に

挿
椅
び
，
階

力
凌
る

　
　

　
師
謂

第
一

坐
日
、
不

思

善
不

思
悪
、
正
恁

麼

時
作腰

生
。

対
日

、

正
恁
縻

時
、
是
某

甲

放
身

命

処
。

師

日
、

何

不
問老

僧
。

対

日
、

正

恁

麼

時

不
見
有
和

　
　

　
尚
。
師

日
、

扶

吾

教
不
起
。
（
四

部
叢
刊

−
四

丁左
）

　

（
49

）

　
師は

納

衣
を

…
…

11
『

伝

燈
録
』
巻
一
一
の

仰
山
慧

寂
章
は
、

仰

山

の
答

え

一
つ
が
あ

る

。

師

浣

納
次
、

耽

源
日
、

正

恁
麼
時

、

作
麼
生

。

師
日
、
正
恁
麼

時
、

向
　

　
　

師
は
納

を
浣

う

次
、

耽
源
曰

く
、
「
正
に

恁

麼

の

作
麼
生
」
。
師
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
お

什
麼
処
見
。
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　

　

　
（

四
部

叢
刊

本

−
四

丁
右
）

　
　

く
、
「

正
に

恁
麼

の

時
、

什
麼

の

に向い
て
見る や 」 。 N 工 工 一Eleotronlo 　
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（

50
）

　
師

、

景
岑
上

座
…

…
11

『

伝
燈
録
』

巻
一

〇
の

長
沙
景
岑
章
の

問
答
は、

因

庭
前
向
日

、

仰
山
云

、

人
人
尽

有
遮
箇
事

、

只
是
用
不

得
。

師
云

、

恰
是
請
汝
用

。

仰
山
云

、

作
麼
生

用
。

師
乃
跼
倒
仰
山

。

仰
山
云

、

直

下
似
箇
大
虫

。

根
襪

癪

脚
撒

砒

祚

躯
法

難
齦
批

自
此

諸
方

、

謂
為
岑
大
虫

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

四

部
叢
刊

本
−
四

丁

左
）

（

51
）

　
景
岑
上

座
11
景
岑

（

生
没
年
不
明
）

。

南

泉
普
願
の

法
嗣

。

湖
南
省
長
沙

鹿
苑
寺
に

住
す

、

（

52
）

　
師

、

東
平
に

…
…
11
こ

の

問
答
と
（

73
）

の

項
の

問

答
と
は
、

も
と

も
と

同
じ
で

あ
っ

た

も
の

と

思
わ

れ
る

が
、

　
　
録
さ

れ
て

い

る

の

で

別
の

記
録
と
し

て

こ

こ

で

は

取
り

扱
っ

た
。

（

53
）

　
師

、

韋
宙
…
…
“

『

伝
燈
録
』

に

は

こ

の

問
答
は

な
い

。

（

54
）

　
相
公、

瀉
山
に

…

…
11
韋
宙
と

仰
山

慧
寂
の

最
も

有
名
な

問
答
で

、

（

2
）

の

項
の

『

宋
高
僧
伝
』

巻

＝

泛
も
既
に

見
え
る

。

『

伝
燈
録
』

巻

＝
の

仰
山

　
　
慧
寂
章
は

、

『

祖
堂

集
』

と
ほ

ぼ
内
容
は
一

致
す
る

。

　
　
韋
宙
就
潟
山

、

請
一

伽
陀

。

湲
山
日

、

覿
面
相
呈、

猶
是

鈍
漢

。

豈
況
形
於
紙
筆

。

乃

就
師
請

。

師
於
紙
上

画
一

円
相

。

注
云、

思
而
知
之

、

落
第
二

頭
、

不

　
　
思
而

知
、

落
第
三

首。

（

四

部
叢
刊
本
−

三

丁

左
）

（

55
）

　
問

う
、

「

彎
弓
…

…
H
こ

の

問
答
は

、

既
に
（

4
）

の

項
目
に

も

見
え

、

多
く
の

著
語
が
付
さ

れ
た

有
名
な

も
の

で

あ
る

。

『

伝
燈
録
』

で

は

巻
二

七

の

「

諸
方

　
　
雑
挙
徴
拈
代
別
語
」

に

こ

の

問

答
は

あ
る
が

、

著
語
は

な
い

。

　
　
僧
問
仰
山、

彎
弓
満
月

、

齧
鏃
意
如
何。

仰
山
日、

齧
鏃

。

僧
擬
開
口
．

仰
山
日、

開
口、

驢
年
也
不

会
。

僧
無
対

。

輔
祕

然

側

（

四

部
叢
刊

本
−
一

五

丁
左
）

（

56
）

　
南
泉
陪

普
願
（

七

四
八

ー
八
三
五
）

。

河
南
省
鄭
州
新

鄭
県
の

王

氏
に

生
ま
れ

る
。

馬
祖
道
一

の

法
嗣

。

安
徽
省
池
州

貴
池
県
の

南
泉
山
に

住

す
。

太

和

八

　
　
年

＝
一

月
二

五

日

（

新
暦
八

三
五

年
一

月
二

七
日
）

に

示

寂
す

。

世

寿
八

七
、

僧
臘
五

八
。

『

宋
高
僧
伝
』

巻

＝
に

伝

記
が

あ
る

。

な
お、

こ

こ

の

南
泉

は

　
　
あ
た

か

も
そ
の

場
に

居
あ
わ
せ

た

様
に

解
さ
れ
る

が、

『

伝
燈
録
』

の

ご

と

く
代
語
と

見
る

の

が

自
然
で

あ
ろ
う
。

（

57
）

　

強
大
師
11
鼓
山
神
晏
の

法
嗣
の

鳳
凰
強
（

彊
）

と

思
わ

れ
る

。

詳
伝
不

明
。

泉
州
鳳
凰
山
に

住
す

。

　
　
潰
仰
宗
の

盛
衰
口

（

石

井
）

　
　
　
　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

　

コ

＝

「

道
」

が

「

用
」

と

な
っ

て

変
化
し、

著
語
が

加
わ
る

。

　

庭
前
に

て

日
に

向
か

う
に

因
り
て

、

仰
山

云

く
、

「

人

人
尽
く
遮
箇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ち

の

事
有
り

。

只
だ

是
れ

用
い

得
ず
」

。

師
云

く
、

「

恰
も

是
れ

汝
が

用
う

る

を

請
う
が
ご

と
し

」

。

仰
山

云

く
、

「

作
麼
生
か

用
う

」

。

師
乃

ち

仰

山
を

腸
倒
す

。

仰
山
云

く
、

「

直
下
に

箇
の

大
虫
に

似
た

り
」

。

〈
長
慶

云

く、

「

前
の

彼
は

此
れ
作
家
な

る

も
、

後
の

彼
は

此
れ

作

家
な

ら

ず
」

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い

乃

ち

別
し

て

云
く

、

「

邪
法
は

扶
け

難
し
」

V
。

此
れ
よ

り

諸
方
は

謂
い

て

岑
大
虫
と

為
す

。

　
　
　
　
　
　
『

祖

堂
集
』

巻
一

七
に

問
答
が
あ
る

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
平
山
と

観
音
院
の

異
っ

た

場
所
と

し
て

記

N 工工
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（

61
）

師

問
双
峰

、

師
弟

、

近
日

見
処
如
何

。

対
日

、

拠
某
甲
見
処

、

実
無
一

法
可

当
情

。

師
日

、

汝
解
猶
在
境

。

双

峰
日

、

某
甲
只
如
此

、

師
兄

如

何
。

師
日

、

汝
豈
無
能
知
無
一

法
可
当
情
者

。

濾
山
聞
云

、

寂
子
一

句

疑
殺
天
下
人

。

織
撹

転
貯
艷
翩
驪

黼
硲
麒

麹
雕
碧
麒
驢
私

賂
黻
受

糖

剖

馳
艦
齢

解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

四

部
叢
刊
本
ー

五

丁

右
）

　
　

濔
仰
宗
の

盛
衰
口

（

石
井
）

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
一

二

二

（

58
）

　
国
師
11
鼓
山
神
晏
を

さ

す
。

神
晏
（

八

六
三

−
九
三

九
）

。

河
南

省
大
梁
の

李
氏
に

生
ま

れ
る

。

雪
峰
義

存
の

法
嗣。

福
州
閾
県
鼓
山

湧
泉
院
に

住

す
。

天

　
　

福
四

年
六

月
一
一

日

に

示

寂
す。

世
寿
七

七
、

僧
臘
五
八

。

『

鼓
山

志
』

巻
三、

『

古
尊
宿
語
要
』

巻
二

に

伝
記
が

存
す
る

。

（

59
）

　
浄
修
禅
師
11
注
（

43
）

参
照

。

（

60
）

　
石

門
H

『

淳
熙
三

山

志
』

巻
三

三

に

よ

れ
ば、

鼓
山
の

浴
鳳
池
の

南
に

石
砺
が

あ
っ

て

門
の

よ

う
に

立
っ

て

い

る

の

で

石

門
と

呼
ぽ
れ
た
と

あ
り、

鼓
山
の

　
　
こ

と

を
さ

す
。

注
（

58
）

参
照

。

　
　
　

双

峰
、

瀉
山
を
…

…
11

『

伝
燈

録
』

巻
一
一

の

仰
山
慧
寂
章
と

語
句
の

違
い

も

あ
り

、

著
語
が
あ
る

の

で

次
に

示
し

て

お

き
た
い

。

　
　
双

峰
は
、

同
門
の

福
州
双

峰
の

こ

と
。

『

伝
燈
録
』

巻

＝
の

目

録
に

名
の

み

知
ら
れ
る
。

（

62
）

　
順

徳
u
道
愆

（

八

六

八

？

−
九
三

七
）

。

順
徳
大
師
と

号
す

。

淅
江
省
永
嘉
県
の

陳
氏
に

生
ま
れ
る

。

　
　
寺
に

住
す

。

天
福
二

年
八

月
に

示
寂
す

。

世
寿
七

〇
（

七
四
と

も
）

。

（

63
）

　
師

、

有
る

時
…
…
1ー

『

伝
燈
録
』

巻
一
一

の

仰
山
慧
寂
章
に

同

様
の

問

答
が

あ
る

。

　
　
師
閉
目
坐
次、

有
僧
潜
来

、

身
辺
立

。

師
開
目、

於
地
上

作
一

円

相
、

相
中
書
水
字

、

顧
視
其
僧

。

諦
撫

．
（

64
）

　
問
う

、

「

如
何
な
る

か

…
…
11

『

伝
燈
録
』

巻
一
一

の

仰
山

慧
寂
章
に

同
様
の

問

答
が

あ
る

。

　
　
問、

如
何
是

祖
師
意

。

師

以
手
於
空
作
円
相

、

相
中

書
仏
字

。

僧
無
語

。

（

四

部
叢
刊
本
ー
四

丁
左
）

　

師、

双

峰
に

問
う

、

「

師

弟、

近
日

の

見
処

如
何
」

。

対
え
て

口

く
、

「

某
甲
の

見
処
に

拠
ら
ば

、

実
に
一

法
の

情
に

当
た

る
べ

き
無
し

」
。

師

曰

く、
「

汝
が

解
は

猶
お

境
に

在
る

が
ご

と
し

」

。

双

峰
曰

く
、

「

某
甲
は

只
だ

此
の

如
し

。

師
兄
は

如
何
」

。

師
曰

く
、

「

汝
、

豈
に

能
く
一

法
の

情
に

当
た

る
べ

き
無
き
こ

と
を

知
る
こ

と

無
か

ら
ん

や
」

。

瀉

山

聞
い

て

云

く
。

「

寂
子
の
一

句
は

、

天
下
の

人
を

疑
殺
せ

ん
」

。

〈

玄
覚
云

く、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
め

『

金
剛
経
』

に

道
う

、

『

実
に
一

法
も

無
し

、

然
燈
仏

、

我
が
与
に

受
記

せ

り
』

と
。

他
道
う、

実
に
一

法
の

情
に

当
た
る
べ

き

無
し

、

と
。

什

　
　
し

麼
と

為
て

か

道
う

、

解
は

猶
お

境
に

在
る

が

ご

と

し

と
。

且

く

道
え

、

利
害
は

什
麼
の

処
に

か

在
る
」

V
。

　
　
　
　

玄
覚
に

つ

て

は
、

注
（

821
）

参
照

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

雪
峰
義
存
の

法
嗣

。

越

州
鏡
清
禅
苑、

杭
州
龍

冊

（

四

部
叢
刊
本
−

五

丁

右
）
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（

65
）

　
行
者
有
り
て

…
…
11

『

伝
燈
録
』

巻
二

七
の

「

諸
方
雑
挙
徴
拈
代
別
語
」

有
一

行
者
随
法
師
入

仏
殿

。

行
者
向
仏
而
唾

。

法
師
日

、

行
者

、

少
去

就
、

何
以
唾

仏
。

行
者
日

、

将
無
仏
処
来

、

与
某

甲

唾
。

無

対
。

朗
旭

仁

者
却

不
仁
者、

不
仁

者
却

仁
者。

仰
山

代
法

師
云、

但
唾

行

者．

又
云、

行

者
若

有
語、

即

向
伊
道、

還
我

無
行
者
処

来
。

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
（

四

部
叢
刊
本
ー
一

五

丁

右
）

「

還
…

…
」

の

『

祖
堂
集
』

の

文
は

、

が

意
味
が
わ

か

り
や
す
い

か
。

「

我
れ
を

仏
無
き
処
に

還
し

来
り
て

唾
せ

よ
」

と

の

所
に

同
様
の

問

答
が

あ
り

、

仰
山
の

代
語
が
は

っ

き
り

す
る

。

　

　一

行
老
有
り
て

法
師
に

随
い

て

仏
殿
に

入

る
。

行
者

、

仏
に

向
か

い

　

つ

ば

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
か

て

唾

す
。

法
師
曰

く
、

「

行
者、

去
就
を

少
く

。

何
を

以
て

仏
に

唾
す
」

。

　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
た
め

行
者
曰

く
、

「

仏
無
き
処
を

将
ち

来
り
て

某
甲
の

与
に

唾
せ

よ
」

。

対
え

る

無
し

。

〈
瀉
山

云

く
、

「

仁
者
は

却
り
て

仁
者
な

ら
ず、

仁
者

な

ら

ざ

れ

ぽ
却
り
て

仁

者
な
り

」

。

仰
山

、

法
師
に

代
わ

り
て

云

く
、

「

但
だ

行
者
に

唾
せ

よ
」

。

又
た

云

く
、

「

行
者

、

若
し

語
有
ら
ぽ

、

即
ち

伊
に

向
か

っ

て

道
え

、

我
れ
を

行
者
無
き
処
に

還
し

来
れ
」

V
。

　

　
　
　
「

我
れ
を

行
者
無
き
処
に

還
し

来
り
て

唾
せ

よ
」

の

よ

う
に

読
ん

だ

方

（

66
）

　
俗

官
有
り
て

…
…
11
『

伝
燈
録
』

に
、

問
答
は

な
い

。

（

67
）

　
師

、

示
衆
し
て

…
…
11
右
同

。

（

68
）

　
因
み

に

瀉
山

…
…
ロ

右
同

。

（

69
）

　
師、

潟
山
に

…
…
“

右
同

．

（

70
）

　
洞
山、

人
を

…
…
H
右
同

。

洞

山
に

つ

い

て

は、

注
（

18
）

の

拙
著
一

四

七
頁

以
下
参
照

。

（

70
）

　
師

、

沙
弥
為
り
し
…

…

11
注
の

番
号
が
二

重
と
な
っ

て

い

る

の

で
、

後
の

方
を
（

70
）

の
（

2
）

と

す
る

。

　
　
の

韶
州

乳
源
の

章
に

存
在
す
る

。

師
見
仰
山

作
沙
弥
時
念
経

、

師
咄
云

、

遮
沙

弥
念
経

、

恰
似

哭
声

。

仰

山
云、

慧
寂
念
経
似
哭

、

未

審
、

和
尚
如
何

。

師
乃

顧
視
而

巳
。

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
（

四

部
叢
刊
本
i
一

二

丁

右
）

こ

の

問
答
と

類
似
す
る

も
の

が
、

『

伝
燈
録
』

巻

八

　
師

、

仰
山
の

沙
弥
と

作
り

し

時
に

念
経
す
る

を

見
て

、

師
、

咄
し

て

云
く

、

「

遮
の

沙
弥
の

念
経
は

、

恰
も

哭
く
声
に

似

た

り
」

。

仰

山

云

　
　
わ

た
く

し

く
、

「

慧
寂
の

念
経
が

哭
す
る

似
た

ら
ぽ

、

未
審
し

、

和
尚
は

如
何
」

。

師
乃

ち

顧
視
す
る

の

み
。

　

注
（

31
）

の

宗
禅
師
に

つ

い

て

述
べ

た

様
に

推
測
す
る
こ

と
が
一

応
妥
当
で

あ
ろ

う
。

（

71
）

　
問
う

、

「

今
日

…
…

1ー
『

伝
燈

録
』

に

こ

の

問
答
は
な
い

。

　

灑
仰
宗
の

盛

衰
口
（

石

井
）

＝
一
三
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瀉
仰
宗
の

盛
衰
口

（

石

井
）

　
（

72
）

　
瀉
山、

師
を

喚
ぶ

…
…
“

『

伝
燈
録
』

巻
九
の

瀉
山

霊
祐
章
に

あ
る

問
答
は

、

師
謂
仰
山
日

、

寂
子、

速
道

、

莫
入
陰
界

。

仰
山
云

、

慧
寂
信
亦
不

立
。

師
云

、

子
信
了
不

立
、

不
信
不

立
。

仰
山
云

、

只

是

慧

寂
、

更

信

阿

誰
。

師
云

、

若
恁
麼

、

即
是
定

性
声
聞

。

仰
山
云
、

慧
寂
仏
亦
不

見
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

四

部
叢
刊
本
ー

三

丁

左
〜
四

丁

右
）

　
（

6
）

師
因
帰
潟
山

省
覲

。

祐
問

、

子
既
称
善
知
識

、

争
弁
得
諸
方
来
老

、

矢

有
不

知

有
、

有
師
承
無
師
承

、

是
義
学

是
玄
学

、

子
試
説
看

。

師
日

、

慧
寂
有
験
処

、

但

見
諸
方
僧
来、

便
豎

起
払
子

、

問
伊
諸
方
還
説

遮

箇

不
説。

又

云
、

遮

箇
且

置
、

諸
方
老
宿
意
作
麼
生

。

祐
歎
日

、

此
是

従

上

宗
門
中
牙
爪

。

＝
一
四

　
『

祖
堂
集
』

に

比
べ

て

簡
略
で

あ
る

。

　

師、

仰
山
に

謂
い

て

曰

く
、

「

寂
子

、

速
か

に

道
え

。

陰
界
に

入

る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
た

し

こ

と

莫
れ

。

仰
山
云

く
、

「

慧
寂
は

信

も

亦
た

立

て

ず
」

。

師
云

く
、

な

ん
じ

「

子
、

信
じ

了
わ

り
て

立
て

ざ
る

や
、

信
ぜ

ず
し

て

立
て

ざ

る

や
」

。

仰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

だ
　
れ

山

云

く、

「

只
だ

是
れ
慧
寂
の

み

に

し

て

更
に

阿
誰
を

信
ず
る

や
」

。

師

云

く、

「

若
し

恁

麼
な
ら
ぽ

即
ち

是
れ

定
性
声
聞
な

り
」

。

仰
山
云

く
、

「

慧
寂

、

仏
も
亦
た

見
え

ず
」

。

（

73
）

　
師

、

沙
弥
為
り
し

…
…

11
『

伝

燈
録
』

に

こ

の

問

答
は

な
い
。

（

74
）

　
第
一
、

韋
中
承
…
…

囗

以
下
（

28
）

項
よ

り
（

32
）

項
ま
で

の

韋
宙、

道
存、

思

郵
、

亭
育
と

仰
山
慧
寂
の

問
答
は

、

『

祖
堂
集
』

に

独
自
の

記
録
と

言
っ

て

よ

く
、

　
　
部
分
的
に

問
答
が

『

伝
燈
録
』

に

存
在
す
る

場
合
で

も
、

明
ら
か

に

原
初
形
態
を

示
し

て

い

る
。

恐
ら

く
は

『

祖
堂

集
』

の

末
尾
に

言
う

『

仰
山
行
録
』

な
る

　
　

も
の

の

主

要
な

構
成
を

な
す
も
の

で

あ
り、

当
時
成
立

す
る

語
録
の

濫
脇
と
さ

れ
る

馬

祖
や

百
丈
の

「

語
本
」

と

共
に
、

語
録
の

最
古
の

形
態
の
一

つ

と

言
っ

　
　
て

よ

い

で

あ
ろ
う。

な
お、

韋
宙
と
の

問

答
に

展
開
さ

れ
る
六

祖
伝
は

、

仰
山
慧
寂
の

場

合
、

敦
煌
本
『

六

祖
壇
経
』

で

は

な
く
て

、

『

宝
林
伝
』

に

基
づ

く

　
　
も
の

で

あ
ろ

う
と
い

う
筆
者
の

説
と

資
料
に

つ

い

て

は
、

注
（

14
）

の

二

つ

の

拙
稿
に

述
べ

た

も
の

で

あ
る

。

特
に

慧
能
の

偈
が
「

本

来
無
一

物
」

と

な
る

の

は
、

　
　
『

宝
林
伝
』

の

慧
能
章
と

考
え
て

よ

い

で

あ
ろ

う。

（

75
）

　
衆
僧
は

遂
に

…

…
11
右
と

同
じ

く
六
祖

伝
の
一

部
で

あ
る
が、

慧
明
と

慧
能
の

機
縁
に

つ

い

て

は、

特
に

注
（

14
）

の

前
の

拙
稿
の

二

九
頁
以
下
に

対
照
し

　
　
た

注
（

21
）

を

参
照
さ

れ
た
い

。

　
　
　

第
二

。

苑
陵
…
…
11
項
目

（

8
）

の

注
の

（

8塾∠
）

に

つ

づ

い

て
、

『

伝
燈
録
』

巻
一
一

の

仰
山
慧
寂
章
に

関

連
す
る

問
答
が
あ
る

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ん

じ

　

師、

囚
み
に

瀉

山
に

帰
り
て

省
覲
す

。

祐

問

う
、

「

子
、

既
に

善
知

識
と

称
す

。

争
か

諸
方
の

来
者
の

、

有
を

知
る

や
、

有
を

知

ら

ざ

る

や
、

師
承
有
る

や
、

師
承
無
き
や
、

是
れ

義
学
な

る

や
、

是
れ

玄
学
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
た

く
し

る

や

を

弁
得
せ

ん
。

子
、

試
に

説
き
看
よ

」

。

師
曰

く
、

「

慧
寂
に

験
処

右
り

。

但
だ

諸
方
の

僧
の

来
る

を

見
ば

、

便
ち

払
子
を

腎

起
し

て

伊
に

問
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（

四

部
叢
刊
本
ー
四

丁
左
）

　

　
『

伝
燈

録
』

で

は、

仰
山
が

灑
山
に

再
び

会
っ

た

の

が
、

会
昌
の

破
仏
後
で

あ
る
か

ど
う
か

が

判
ら
な
い
。

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

の

問

答
で

は
、

道

　

　
存
の

質
問
に

答
え
た

点
も

明
確
で

な

い

し
、

曹
渓
慧
能
の

正

系
を

強
調
し

て

い

る

こ

と

も

見
逃
す
こ

と

の

で

き
な
い

点
で

あ
る

こ

と
も

知
ら
れ
な
い

。

な
お

、

　

　
道
存

、

思

郵
、

亭
育
の

詳
伝
は

不

明
で

あ
る

。

（

77
）

　
瀉
山

又
た

云
く
…

…
旺

『

伝
燈

録
』

巻
一
一

に

は
、

前
注
の
（

76
）

に

つ

づ

く
問
答
と

し

て
、

次
の

よ

う
に

あ
る

。

　

　
祐
問

、

大
地
衆
生、

業
識
茫
茫

、

無
本
可
拠

。

子
作
麼
生
知

他
有
之
与
無

。

師
日、

慧
寂
有
験
処

。

時
有
一

僧
従
面
前
過

。

師
召
云、

闍
梨

。

其
僧
迴
頭

。

師

　

　
日

、

和
尚

、

遮

箇
便
是
業
識
茫
茫、

無
本
可

拠
。

祐
日、

此

是
師
子
一

滴
乳

、

迸
散
六

斛
驢
乳。

（

四

部
叢
刊

本

−
四

丁
左
）

（

78
）

　
瀉
山

又
た

仰
山
に

…
…

H
『

伝
燈

録
』

に

は

な

い

問
答
で

あ
り

、

そ
の

内
容
も
濔
山

門
下
の

中
で

仰
山

慧
寂
を

正
系
と

す
る

主
張
が

あ
っ

て

注
目
さ

れ
る

。

　

　
同
学

兄
弟
と

し
て

、

福
州
大
安

、

鄂
州
全
誌、

志
和

、

志
遇

、

延
慶
法
端
の

五

人
の

名
が
み

え
る

。

大
安
は

注
（

4
）

参
照

。

全
論
と

志
和
は、

『

伝
燈
録
』

の

　

　
日

録
に

名
の

み

知
ら
れ
る

。

志
遇
は

濾
山

門
下
と

し

て

は

知
ら
れ
な
い

が
、

あ
る

い

は

斬
州
三

角
山

法
遇
の

名
が

目

録
で

知
ら

れ
る
の

で

同
一

人
か

も
し
れ

な

　

　
い

。

延
慶
法
端
も

詳
伝
は

わ
か

ら

な
い

が
、

襄
州
延

慶
山
に

住
し

、

示
寂
後
に

紹
真
大
師
と

諡
さ

れ
て

い

て
、

『

伝
燈
録
』

に

問
答
が
一

つ

記

録
さ

れ
て

い

る。

　

　
こ

れ
ら
の

五

人
が

見
解
と
し

て

は

善
知
識
と

称
す
こ

と
が
で

き
て

も、

行
解
が

不
十

分
で

あ
る

と

す
る

評
価
も
興
味
深
い

も
の

が

あ
る

。

（

79
）

　
仰
山

、

瀉
山
に

…
…
11
『

伝
燈

録
』

に

は

な
い

問

答
で

あ
る

。

般
若
多
羅
を
二

七

祖
と

す
る

説
は

、

『

宝
林
伝
』

の

婆
須
蜜
系
の

祖
統
説
に

初
出

す
る

も
の

で

　

　
あ
り、

注
目

す
べ

き
だ
と

い

う
こ

と
は

、

注
（

14
）

の

後
の

拙
稿
で

述
ぺ

て

お

い

た
の

で

参
照
さ

れ
た
い

。

ま
た、

六

通
の

中
に

行
通
と

理
通
を
主

張
す
る

点
も

　

　
独
自
な

説
と
し
て

注
目
さ

れ
る

。

（

80
）

　
仰
山、

瀉
山
に

諮
し

て
：

…・
11
前
号
の

論
文
の
一

四
一

頁
下
段
八

行
目
の

仰
山
の

所
に

番
号
を

逸
し

い

て

る
の

で

加
え
た
い

。

こ

の

段
も
『

伝

燈
録
』

に

は

　

　
な
い

。

内
容
的
に

は、

『

宝
林
伝
』

の

六

祖
伝
で

あ
り、

こ

れ
が

椎
名
宏

雄
「

『

宝

林
伝
』

逸
文
の

研
究
」

（

『

駒
沢
大
学
仏
教

学
部
論
集
』

第
一
一

号
、

昭

和
五

　

　
五

年
一
一

月
）

の

論
文
に

お

い

て
、

『

宝

林
伝
』

の

逸
文
で

確
認
さ

れ
た

意
義
は

大
き
い

。

注
（

14
）

の

二

つ

の

拙
稿
参
照

。

（

81
）

　
仰
山
云
く
…

…
凵

『

伝

燈
録
』

に

は
、

こ

の

問
答
は

な
い

。

こ

の

項
目
の

 
の

見

解
と

行
解
を

区
別
す
る

主

張
を

承

け
た
も
の

で

あ
る

。

（

82
）

　
仰
山
又
た

瀉
山
に

…

…
旺

『

伝
燈
録
』

に

は
な
い

海
印
三

昧
の

問
答
で

あ
る

。

ま
た

、

太
和
三

年
（

八

二

九
）

に

仰
山
が

瀉
山
の

印
可
を

受
け
た

こ

と
を

記

　

　
す
の

は
、

仰
山
の

伝
記
を

考
え
る

上
で

注
日
し

て

よ

い

で

あ
ろ
う
。

こ

の

段
は

柳

田

聖

山
『

続
・

純
禅
の

時
代
』

（

禅
文
化
研
究
所、

昭
和
六

〇

年
四

月
）

二

潟
仰
宗
の

盛
衰
口

（

石

井
）

　
　
　
　
　
　
は

う
、

『

諸
方
は

還
た

遮
箇
を

説
く
や

、

説
か

ざ

る

や
』

と
。

又
た

云

く
、

『

遮
箇
は

且

く
置
く、

諸
方
の

老
宿
の

意
は

作
麼
生
』

と
」

。

祐
歎
じ
て

曰

く
、

「

此
は

是
れ

従
上
の

宗
門
中
の

牙

爪
な

り
」

。

一

二

五
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濡
仰
宗
の

盛
衰
口

（

石

井
）

　
　
　

〇
二

頁
以
下
に

取
り
上

げ
ら
れ
て

い

る
。

　
　
　

ま
た

、

問
答
中
に

あ
る
三

生
に

つ

い

て

は
、

　
　
　

種
生
」

を

指
す
も
の

で

あ
る

。

師
一

日

謂
仰
山
日

、

吾
以
鏡
智
為

宗
要

、

出
三

種
生

。

所
謂
想
生

・

相

生
・

流
注
生

。

楞
厳
経
云、

想
生

為

塵
、

識
情
為
垢

。

二

倶
遠
離

、

即

汝
法
眼
応
時
清
明

。

云

何
不

成
無
上
正
覚

。

想

生

即
能
思
之
心

雑
乱

、

相
生
即
所
思
之
境
歴
然

。

微
細
流
注

、

倶
為
塵

垢
、

若
能
浄
尽

、

方

得

自

在
。

（

以
下
略
）

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
（

『

大
正
蔵
』

巻
四
八

二一

三
一

中
）

＝
一
六

『

人
天

眼
目

』

巻
四
に

よ

れ

ぽ、

濡
仰
宗
の

宗

風
を

代
表
す
る

瀉
山
の

機
関
の

想
生
・

相

生
・

流
注
生
の

「

三

　
　
瀰
山
の

主

張
の

坐

り
に

『

首
楞
厳

経
』

巻
四

（

『

大
正

蔵
』

巻
一

九
・

一

二

四

中
）

（

83
）

　

仰
山、

潟
由［
に
・
…・・
11
『

伝
燈

録
』

に

こ

の

問
答
は

な
い

。

（

84
）

　
道
存
に

問
う
て

曰

く
…
…
11
右
に

同
じ

。

（

85
）

　
道
存
問
う
て

云

く・
…
−

11
こ

の

段
も、

見
解
と
行
解
の

問
答
の

展
開
で

あ
る
。

大
耳
三

蔵
の

他
心
通
の

話
に

つ

い

て

の

仰
山
の

自
受
用
三

昧
の

説
示
が

見
ら

　
　
れ
る

が
、

こ

の

話
か

ら

恐
ら
く

（

75
）

の

項
目

へ

発
展
し

た

と

考
え
て

よ

い

で

あ
ろ
う

。

（

86
）

　
道
存
問
う
て

云

く
…
…
11
『

伝
燈
録
』

に

こ

の

問
答
は

な
い

。

三

玄
と

言
え
ば

、

臨
済
義
玄
の

体
中
玄

、

句
中
玄、

玄
中
玄
が

知
ら

れ
る
が

、

仰
山
の

場

合

　
　
を、

こ

の

項
目
と
（

31
）

の

項
目
を

参
照
し

て

図

示
す
れ

ぽ
次
の

よ

う
に

な

ろ
う。

見
解
11
口

密

　
一

行
解
脯

立

忌

密

一

籔
鷲
難
槻
頴
鰭

）

π
理

靜
蘿
寂

　
　

　
　
　
　

　

＝

　
　

　
　
　
　

自
看
自
知

　
−
第
三

玄
11
種
智
隠

身
性

円
明
“

行
無
諍
11
舎
那
無
依
智

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
一［

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　一

体
三

身

　
師

、

一

日
、

仰
山
に

謂
い

て

曰

く、

「

吾
れ
鏡
智
を

以
て

宗
要

と

為

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
い

わ

ゆ

し
、

三

種
生
を

出
だ

す
。

所
謂
る

想
生

、

相

生
、

流
注
生

な

り
。

『

楞

厳
経
』

に

云

く
、

『

想
生
を

塵
と

為
し

、

識
情
を
垢
と

為
す

。

二

倶
に

遠
離
す
れ
ば

、

即
ち

汝
が

法
眼

、

時
に

応
じ
て

清
明
な
り

。

云

何
が

無

上

正

覚
を
成
ぜ

ざ

ら
ん
』

と
。

想
生

ず
れ
ぽ
即

ち

能
思
の

心
、

雑
乱
す

。

相
生
ず
れ
ば

即
ち

所
思
の

境
、

歴
然
た

り
。

微
細
の

流
注
は

倶
に

塵
と

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

は
じ

垢
と

為
る

な

り
。

若
し

能
く
浄
尽
す
れ

ぽ
、

方
め

て

自
在
を
得
ん
」

。

　
　
が
あ
る

こ

と
は

、

瀉
仰
宗
の

性
格
を

考
え
る

上
で

大
事
で

あ
ろ
う

。
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（

91
）

僧
日

、

除
此
格
外

、

還
別
有
方
便
令
学
人
得
入

也
無

。

師
日

、

別
有
別

無
、

令
汝
心

不

安
。

汝
是
什
麼
処
人

。

日
、

幽
州
人

。

師
日

、

汝
還
思

彼
処
否

。

日
、

常
思

。

師
日、

彼
処
楼
台
林
苑
人
馬

駢

闡
。

汝

返

思

底
、

還
有
許
多
般
也

無
。

僧
日、

某
甲
到
遮

裏
、

一

切

不

見

有
。

師

日
、

汝
解
猶
在
境。

信

位
即

是、

人
位
即
不

是
。

拠
汝
所
解

、

只

得
一

玄
。

得
坐

披
衣

、

向

後
自
看

。

其
僧
礼
謝
而

去
。

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
（

同
右
）

（

78
）

　

第
三

。

蕘
陵
…

…
11
『

伝
燈
録
』

に

こ

の

問
答
は

な
い

。

達
摩
の

四

巻
『

楞
伽
経
』

の

将
来
を

否
定
す
る

説
。

六

祖
伝
に

登
場
す
る
こ

の

神
会

説

は
、

『

曹

　

渓
大
師
伝
』

に

近
い

が、

こ

れ
も

『

宝
林
伝
』

に

存
在
し

た

可
能
性
が

大
き
い

。

注
（

14
）

の

前
の

拙
稿
参
照

。

宝
志
が

梁
の

武
帝
に

達
摩
を

仏
心

印
を
伝
え
る

　

観
音
大
士

で

あ
る

と

教
え
る

話
は

、

『

宝
林

伝
』

に

初
出
す
る

も
の

で

あ
る

。

関
口

真
大

『

達
磨
』

（

岩
波
書
店、

昭
和
四

二

年
八

月
）

一
一

七

頁
以
下

参
照

。

（

。 。
oo
）

　
道
存

、

和
尚
に

…
…
11
『

伝
燈
録
』

に

は

こ

の

問

答
は

な
い

。

達
摩
が

梁
の

武
帝
に

語
る

功

徳
の

説
明
は

、

『

宝

林
伝
』

巻
八
に

は
な
い

。

敦
煌
本
『

壇
経
』

　
　
に

む
し

ろ

存
在
す
る

。

拙
稿
「

恵
听
本
『

六

祖
壇
経
』

の

研

究
（

続
）

』

（

『

駒
沢
大

学
仏
教
学

部
論
集
』

第
一

二

号、

昭
和
五

六

年
一

〇
月
）

八

四

頁
。

し

か

　
　
し、

仰
山
が
主

張
し
た
い

「

浄
智
妙
用
」

の

説
は

、

確
実
に

『

宝

林
伝
』

の

逸
文
研
究
に

よ
っ

て

存
在
し

た

と
す
る

波

羅

提
と

異
見
王
の

問
答
中
に

、

「

見
性

　
　

是

仏
」

や

「

性

在
作
用
」

の

考
え

が
あ
る

の

で
、

『

宝
林
伝
』

巻
七
に

あ
っ

た

達
摩
伝
に

こ

こ

の

問
答
が
存
在
し
た
の

で

は

な
か

ろ

う
か

。

六

祖
伝
の

薜

簡

と

　
　
の

問
答
に

つ

い

て

は、

注
（

14
）

の

拙
稿
に

述
べ

る

通
り
で

あ
る

。

（

89
）

　
道
存
問
う
て

曰

く
…
…
11

『

伝
燈
録
』

に

こ

の

問
答
は
な
い

。

馬
大
師
語
本
の

存
在
を

伝
え
る

の

は

貴
重
で

あ
る
。

般
若
多
羅
の

予
言
は

現
存
の

『

宝
林
伝
』

　

巻
八

に

は

存
し

な
い

。

た

だ、

『

祖
堂
集
』

巻
二

の

菩
提
達
摩
章
（

1
ー

六
三
）

と

ほ

ぼ

同
文
で

あ
る

。

（

90
）

　
第
四

。

幽
州
の

…
…
11

『

伝
燈

録
』

巻

＝
の

仰
山
慧
寂
章
に、

同
様
の

問
答
を

記
載
す
る

も、

思
郡
の

名
は

見
出
せ

な
い

。

　
　

僧
問

、

禅
宗
頓
悟
畢
竟

入

門
的
意
如
何

。

師
日
、

此
意

極
難

。

若
是
祖
宗
門
下、

上

根
上

智
、

一

聞
千
悟、

得
大
総
持

。

此
根
人
難
得、

其

有
根
微

智
劣

。

所

　
　

以

古
徳
道、

若
不

安
禅
静
慮、

到
遮
裏
総
須
茫
然

。

（

四

部
叢
刊
本
ー

五

丁
左
）

　
　
な
お

、

先
（

古
）

徳
と
は
、

『

祖
堂
集
』

巻
一

四

（

Wl

四

五
）

に

よ

れ
ば、

大
珠
慧
海
で

あ
る

。

　
　

思
郤
問
う
て

…

…
駐

『

伝
燈
録
』

に

は
、

前
注
に

つ

づ

い

て
、

次
の

 
の

項
目
と

共
に

問
答
を

記
載
す
る

が
、

省
略
が
多
い

の

で

比

較
し

て

お

き
た

い
。

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
は

湲
仰
宗
の

盛
衰
口

（

石

井
）

　

僧
曰

く
、

「

此
の

格
を

除
い

て

外
に
、

還
た

別
に

方
便
有
り
て

学

人

を
し

て

得
入
せ

し

む

る

や
」

。

師
曰

く、

「

別
に

有
り
別
に

無
し

と
は

、

汝
の

心
を

し

て

不

安
な

ら
し

む

な

り
。

汝
は

是
れ

什
処
の

処
の

人
ぞ
」

。

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
か

し

ニ

曰

く
、

「

幽

州
の

人
な

り
」

。

師

曰

く
、

「

汝
は

還
た

彼
処
を

思
う
や
」

。

曰

く
、

「

常
に

思
う

」

。

師

曰

く
、

「

彼
処
の

楼
台
・

林
苑
・

人
馬、

駢

　
　

　
　
　
　

　
ヒ
こ
ろ

關
す

。

汝
、

思
う

底
を

返
れ
ば

、

還
た

許
多
般
有
り
や
」

。

僧

曰

く
、

「

某
甲

、

遮

裏
に

到
り
て
一

切
、

有
る
こ

と
を

見

ず
」

。

師
曰

く
、

「

汝
が

解
は

猶
お

境
に

在
る
が
ご

と
し

。

信
位
は

却
ち

是
な
る

も
、

人
位
は

即

一

二

七
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滔四
仰
宗
の

盛
衰
口
（

石

井
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　一

二

八

ち

是
な

ら
ず

。

汝
が

解
す
る

所
に

拠
ら
ぽ

、

只
だ
一

玄

を

得

た

る

の

み
。

得
坐
披
衣
し

て
、

向
後
に

自
ら

着
よ

」

。

其
の

僧
、

礼
謝
し

て

去

る
。

（

92
）

　
思
郤
問
う
…
…

脯

前
注
お
よ
び

注
（

14
）

の

拙
稿
参
照

。

（

93
）

　
第
五

。

海
東
の

僧
亭
育
…

…
H

『

伝
燈

録
』

に

こ

の

問
答
は

な
い

。

禅
決
に

よ

っ

て

三

昧
に

段

階
の

あ
る

こ

と
を

説
い

た

独
自
の

説
で

あ
り

、

四

種
の

無
受

　
　
三

昧
を

法
眼
三

昧
↓
仏
眼
三

昧
↓
智
眼
三

昧
↓
慧
眼
三

昧
（

無
無
三

昧
・

道
眼
三

昧
・

浄
明
三

昧
）

と

浅

深
を

説
く
も
の

で

あ
る
。

こ

の

説
は

仰
山
の

禅
風
を

　
　

考
え
て

い

く
上
で

大

切
で

あ
ろ
う

。

ま

た
、

二

八

祖

菩
提
達
摩
か

ら
三

三

祖
曹
渓
慧
能
の

正

系
意
識
も
強
い

。

な
お

、

集
雲
峰
は
仰
山
の
一

峰
で

あ
り

、

後
に

　
　

紹
介
す
る

張
商
英
撰
「

仰
山
廟
記
」

等
に

見
え
る

。

（

％
）

　
自
余
の

法
要
…
…
11
現

存
の

『

祖
堂
集
』

の

説
法
が

、

『

仰
山
行
録
』

の

分

量
の

ど
れ

程
な
の

か

興

味
の

も
た

れ
る

と
こ

ろ
で

あ
る

が、

今
の

と
こ

ろ

確

め

　
　
る

資
料
は

な

い
。

（

95
）

　
後
に

仰
山
に

帰
え
る

11
仰
山
へ

の

帰
葬
に

つ

い

て

は
、

仰
山
教

団
の

発
展
と

重
要
な

関
係
に

あ
る

。

い

ず
れ

仰
山

門
下
の

動
向
と

共
に

検
討
し

た

い

が
、

仰

　
　
山

光
涌
が
深
く
関
係
を
も
つ

も
の

と

思
わ

れ
る

。

項
目

（

47
）

お

よ

び

拙
稿
「

瀉
仰
宗
と
曹
洞
宗
」

（

『

宗
学
研
究
』

第
二

九
号、

昭
和
六

二

年
三

月
）

参
照

。

（

96
）

　
伏
牛
和
尚
は

…
…
1ー

『

伝
燈
録
』

巻
七
の

伏
牛
自
在

章
に

問
答
が

あ
る

が
、

仰
山
の

著
語
は

な
い

。

（

97
）

　
伏
牛
和
尚
11
自
在
（

七

四
一

−
八
一

二
）

。

浙
江

省
呉
興
の

李
氏
に

生
ま
れ

る
。

馬
祖
道
一

の

法
嗣

。

洛

陽
の

伏
牛
山
に

住
す

。

長
慶
元
年
に

示

寂

す。

世

　
　
寿
八
一

。

『

宋
高
僧
伝
』

巻
一
一

に

伝
記
が

あ
る

。

（

98
）

　
師
11
南
陽
慧
忠

。

注
（

17
）

参
照

。

（

99
）

　
瀉
山、

仰
山
を
し
て

…
…

H
『

伝
燈
録
』

巻
一
一

の

仰
山

慧
寂
章
に

次
の

よ

う
な

問
答
を

残
す。

　
　
又
問
石

室
、

仏
之

与
道
相
去
幾
何

。

石
室
云

、

道
如
展

手、

仏
以

握
拳

。

乃
辞
石

室
。

石

室
門
送

召
云
、

子
莫
一

向
去
画

已

後
却
来
我
辺

。

姻
裾

礎
蛮

醸
△

嚥
郎

　
　
細

生

（

四

部
叢
刊

本
ー

三

丁

右

左
）

　
　
　
『

伝

燈
録
』

巻
一

四
の

石
室
善
道
章
に

は
、

別
の

記
録
が
（

92
）

の

項
目
の

よ
う
に

残
っ

て

い

る
。

な
お、

『

伝
燈
録
』

に

著
語
し

た

雲
居
錫
と
は

、

譚
を

清

　
　
錫
と
い

い
、

福
建
省
泉
州
の

人
で

あ
る

。

法
眼
文
益
の

法
嗣

。

江

西
省
洪
州
雲
居
山

真
如
院
に

住

す
。

注
（

18
）

の

拙
著
九
六

頁
参
照

。

（

001
）

　
石
室
観

善
道
（

生
没
年
不
明
）

。

長
髭
曠
の

法
嗣

。

潭
州
石

室
に

住
す

。

『

伝
燈
録
』

巻
一

四
に

問
答
が
あ
る

。

（

101
）

　
師、

仰
山
と

…
…

悶

『

伝
燈
録
』

巻
一

四
の

石

室
善
道
章
に

同
様
の

問
答
が
あ
る

。
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師
一

夕
与
仰
山
翫
月。

仰
山

問
日

、

遮
个
月
尖
時、

円
相

什
麼
処
去

。

円

時
尖
相
又
什
麼
処
去

。

師
日

、

尖
時
円
相
隠

、

円

時
尖
相
在

。

蝦
繦
宏

獣
囀

崩
嫻
離

類

　
　

衵
購
亦

（

四

部
叢
刊
本
ー
一

九
丁

右
）

（

201
）

雲
巌
”

曇
晟
（

七
八

〇
1

八

四
一
）

。

江
西

省
鍾

陵
建
昌
の

王
氏
に

生
ま
れ
る

。

薬
山
惟
儼
の

法
嗣

。

湖
南
省
醴
陵
雲
巌
寺
に

住

す
。

会
昌
元
年
一

〇
月
二

　
　
七
日

に

示

寂
す

。

世
寿
六

二
。

注
（

18
）

の

拙
著
一

三

四

頁
以
下
参
照

。

（

301
）

　
道
吾
11
円
智
（

七

六

九
ー

八

三
五
）

。

江
西

省
予
章
海
昏
の

張
氏
に

生
ま
れ
る

。

薬
山
惟
儼
の

法
嗣

。

潭
州
道
吾
山
に

住
す

。

太
和
九
年
九
月

二

日

に

示

　
　
寂
す

。

世
寿
六

七
。

『

宋
高
僧
伝
』

巻
一
一

に

伝
記
が

あ
り、

前
注
の

拙
著
参
照。

（

“
）

　
瀉
山、

仰
山
に

問
う
…
…
11

『

伝
燈
録
』

巻
一

六

の

雪
峰
義
存
章
に

同

様
の

問
答
が

あ
る

。

　
　
師
一

日

謂
慧
稜
日
、

賊

脚。

吾
見
瀉
山

間
仰
山
「

諸
聖
什

麼
処
去

。

他
道
或

在
上

、

或
在
人
間

、

汝
道
仰
山

意
作
麼
生

。

稜
日、

若
問
諸
聖
出
没

処、

恁

麼

道

　
　
即
不

可。

師
日

、

汝
渾
不

肯。

忽
右
人
間

、

汝
作
麼
生

道
。

稜
日、

但
道

錯
。

師
日

、

是

汝
不

錯
。

稜
日

、

何
異
於
錯

。

（

四

部
叢
刊
本
−
六

丁

右
左
）

（

501
）

　
師
11
雪

峰
義
存。

注
（

42
）

参
照

。

（

601
）

　
長
慶
n
慧
稜
（

八
五

四

−
九
三

二
）

。

杭
州

塩
官
の

孫
氏
に

生
ま

れ
る

。

雪
峰
義
存
の

法
嗣

。

福
州
長
慶
院
に

住
す

。

長
興
三

年
五

月
一

七
日
に

示
寂

す
。

　
　
世

寿
七

九
、

僧
臘
六

〇
。

『

宋
高
僧
伝
』

巻
一

三
に

伝
記
が

あ
る

。

注
（

18
）

の

拙
著
五

三

頁
以

下
参
照

。

（

701
）

　
師

、

仏
殿
に

…
…
H
『

伝
燈
録
』

に

こ

の

問
答
は

な
い

。

（

801
）

　
玄
砂
11
玄
沙
と

も
書
く

。

師
備
（

八

三
五

−
九
〇
八
）

。

福
州
閾
県

安
仁
郷
仁
恵

里
の

謝

氏
に

生
ま
れ

る
。

雪
峰
義
存
の

法
嗣

。

福
州
玄
沙

院
に

住

す
。

開

　
　
平
二

年
一
一

月
二

八

日
に

示
寂
す

。

林
徴
撰
「

唐
福
州
安
国

禅
院
先
開
山
宗
一

大
師
碑
文
并
序
」

（

『

玄
沙
広
録
』

付
）

に

伝
が
あ
る

。

注
（

23
）

の

鈴
木
哲
雄

　
　
『

唐
五

代
禅
宗
史
』

九
四

頁
以
下

参
照

。

（

901
）

　
刹
説
き
…
…
ほ

『

祖
堂

集
』

巻
三

の

南
陽
慧
忠
章
（

1
ー
一

二

三
）

に

よ

る
と

、

無
情
説
法
の

経
証
と

な
っ

た

も
の

で
、

『

華
厳
経
』

と
し
て

い

る
。

（

m
）

　
報
慈
11
光

雲
（

生

没
年
不

明
）

。

慧
覚
大
師
と

号
す

。

泉
州

蒲
田
県
の

出
身
で

あ
る

。

長
慶
慧
稜
の

法

嗣
。

福

州
報
慈
院
に

住
す

。

『

祖
堂
集
』

巻

＝
二

に

機

　
　
縁
の

問
答
が
あ
る

。

（

111
）

　
臥
龍
11
慧
球
（

生
没
年
不

明
）

。

寂
照

禅
師
と

号
す

。

泉
州

蒲
田

県
の

出
身
で

あ
る

。

玄
沙
師
備
の

法
嗣

。

福
州
臥
龍
山

安
国
院
に

住
す

。

『

祖
堂

集
』

巻
一

　
　
二

に

機
縁
の

問

答
が
あ
る

。

（

211
）

　
濔
山
と

仰
山
と

…
…

11
『

伝
燈
録
』

に

こ

の

問

答
は

な
い

。

（

311
）

　
長
慶
齟

注
（

鵬
）

参
照

。

　
　
瀉
仰
宗
の

盛
衰
口
（

石

井
）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

二

九
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濡
仰
宗
の

盛
衰
口

（

石
井
）

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
一

三

〇

（

411
）

　
順
徳
11
注
（

62
）

参
照。

（

511
）

　
又
た

因
み
に

…

…
H
『

伝
燈
録
』

巻
一

〇
の

問
答
に

つ

い

て

は
、

注
（

50
）

参
照

。

（

611
）

　
仰
山
と

岑
大
虫
と
の

話
H
項
目

（

10
）

参
照

。

（

711
）

　
師
11
長
慶
慧

稜
。

注
（

鵬
）

参
照

。

（

811
）

　
又
た

時
に

…
…
11

『

伝
燈
録
』

に

こ

の

問
答
は

な
い

。

（

911
）

　
禾
山
11
無
殷
（

八
八

四

i
九
六

〇
）

。

澄
源
禅
師
と
号
す

。

福
州

連
江
県
の

呉
氏
に

生
ま
れ
る

。

九
峰
道
虔
の

法
嗣

。

吉
州
禾

山
に

住

す
。

建
隆
元
年
二

月

　
　
五

日
に

示
寂
す

。

世
寿
七
七

。

徐
鉉
撰
「

洪
州

西
山
翠
巌
広
化
院
故
澄

源
禅
師
碑
銘
」

（

『

徐
公

集
』

巻
二

七
）

に

伝

記
が

あ
る

。

鈴
木
哲

雄
『

唐
五

代
の

禅
宗
』

　
　
（

大
東
出
版
社

、

昭
和
五

九
年
七

月
）

一

九
三
頁

以
下
参
照

。

（

1
）

　
霊

雲
の

桃
花
旺

霊
雲
志
勤
は

瀉
山
の

法
嗣
で
、

悟
道
の

機
縁
が

、

桃
花
を

見
た
こ

と
に

よ

る
。

後
に

志
勤
に

つ

い

て

は

取
り

上
げ
る

。

注
（

22
）

の

拙
著
三

四

　
　
三

頁
以

下
参
照

。

（

121
）

　
仰
山
の

天
雲
を

見
る

11
仰
山
が

慧
寂
を

さ
す
と

す
れ
ば

、

悟
道
の

機
縁
を

さ

す
こ

と
に

な
ろ

う
が、

ど
の

話
を

意
味
す
る

の

か
不

明
で

あ
る

。

（

221
）

　
帰
宗
の

鼎
を

敲
き
て

拳
を
竪
て

…
…
H
『

祖

堂
集
』

巻
一

五
の

帰
宗
智
常
章
（

W
ー
九
三
以

下
）

参
照

。

（

1
）

　
問
う

、

「

仰
山
の

鍬
…
…
11
注
（

刪
）

の

著
語
中
に

同
じ

問
答
が
あ
る

。

ま
た

、

『

伝
燈
録
』

巻
一

七
の

禾
山
無
殷
章
に

よ

れ
ぽ

、

宋
版
で

は、

さ

ら
に
一

問
一

　
　
答
の

語
を

加
え
て

い

る
。

　
　
問

、

仰
山
插
鍬
意
作
麼
生

。

師
日、

汝
間

我
。

日、

玄
沙
踏
倒
鍬
意
作
麼
生

。

師
日

、

我
問
汝

。

問、

未
弁
真
宗、

如
何
体
悉

。

師
日

、

頭
大
尾
尖

。

（

四

部

　
　
叢
刊

本
−

二

三

丁

右
）

　
　
　
仰
山
の

鍬
の

話
は、

項
目

（

51
）

参
照

。

こ

の

話
は
よ

く
取
り
上

げ
ら
れ

た

様
で

、

項
目

（

51
）

の

注
（

慨
）

や

項
目

（

95
）

に

も
あ
る
。

（

421
）

　
師
11
禾
山

。

注
（

旧
）

参
照

。

（

1
）

　
玄

沙
の

鍬
を

跼
倒
す
11
項
目

（

51
）

の

注
（

撒
）

の

『

伝
燈
録
』

巻
一
一

の

著
語
を
参
照

。

（

621
）

　
師

、

仰
山
に

…
…

11
『

伝
燈
録
』

巻
九
に

よ

れ
ぽ

、

こ

の

項
目
の

 
は

、

東
寺
如
会
で

は

な

く
て

、

章
敬
懐
暉
の

法
嗣
の

東
邑
懐
政
の

章
に

あ
る

。

　
　

朗
州
東
邑
懐
政
禅
師

。

仰
山
来
参

。

師
問、

汝
何
処
人

。

仰
山
日

、

広
南
人

。

師
日

、

我
聞
広
南
有
鎮
海
明
珠

、

是
否

。

仰
山
日、

是
。

師

日
、

此

珠

何

形

　
　

状
。

仰
山
日

、

白
月
即

現
、

師
日

、

汝
将
得
来
否

。

仰
山
日

、

将
得
来

。

師
日、

何
不

呈
似
老

僧
看

。

仰
山

日
、

昨
到
灑
山

、

亦
就
慧
寂
索
此

珠
、

直
得
無
言

　
　

可
対、

無
理
可

宣
。

師
目

、

真
師
子
児、

大
師
子
吼

。

（

四

部
叢
刊
本
−
一

四

丁
左
〜
一

五
丁

右
）
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し

か

も、

東
邑
懐
政
の

問
答
は

こ

れ
の

み

で

あ
る

。

 
に

つ

い

て

は
、

『

伝
燈
録
』

巻
七
の

東
寺
如
会
章
に

同
様
の

問
答
が

あ
る

。

　
　
仰
山

来
参

。

師
云

、

巳

相
見
了

、

更
不

用
上

来。

仰
山
云、

恁
麼

相
見、

莫
不

当
否

。

帰
方
丈

、

閉
却
門

。

仰
山
帰
挙
似
瀉
山

。

溪
山
云

、

寂
子

是

什

麼

心

　
　
行

。

仰
山
云、

若
不

恁
麼、

争
識
得
他

。

（

四

部

叢
刊
本
−
一
一

丁

左
）

　
　
　
東
寺
如
会
（

七
四
四

1
八

二

三
）

は
、

翻
州
始
興
曲
江
県
の

出
身
で

あ
る
。

大
暦
八

年
（

七

七
三
）

に

径
山

法
欽
に

参
ず

。

馬
祖
道
一

の

法

嗣
。

長
沙
東
寺

　
　
に

住
す

。

長
慶
三

年
に

示
寂
す

。

世
寿
八

〇
。

『

宋
高
僧
伝
』

巻

＝
に

伝
記
が

あ
る

。

こ

の

項
目
は

、

『

祖
堂
集
』

の

方
が

正
し

く
、

伝
燈
録
が
混
同
し
た

　
　
の

で

あ
ろ

う
。

仰
山
慧
寂
の

参
学
上
に

お

い

て
、

東
寺
如
会
の

占
め

る

位
置
は

大
き
い

も
の

が

あ
る

。

（

721
）

　
師、

有
る

時
…

…
11

『

伝
燈
録
』

巻
九
の

瀉
山
霊
祐
章
に

同
様
の

問
答
が

あ
る

。

　
　
一

日

師
謂
衆
云

、

如
許
多
人、

只

得
大
識

、

不

得
大
用

。

仰
山
挙
此
語

、

問
山
下
庵
主

云、

和
尚
恁
麼
道

、

意
旨
何

如
。

庵
主

云
、

更
挙
看

。

仰
山
擬
再
挙

、

　
　
被
庵
主
跼
倒

。

帰
挙
似
師

。

師
大
笑

。

（

四
部

叢
刊
本

−
三

丁

右
左
）

（

821
）

　
師、

仰
山
と

…

…

11
前
注
と

同
じ

く

『

伝
燈
録
』

に

見
え
る

。

　
　
普
請
摘
茶

。

師
謂
仰
山
日

、

終
日

摘
茶、

只

聞
子
声、

不

見
子
形

、

請
現

本
形
相
見

。

仰
山
撼
茶
樹

。

師
云、

子
只

得
其
用、

不
得
其
体

。

仰
山
云

、

未
審

、

　
　
和
尚
如
何

。

師
良
久

。

仰
山一
石

和
尚
只
得
其

体、

不

得
其
用

。

師
云、

放
子
二

十

棒
。

舷
観
伝
配
畑

瑛
（

同
−

三
丁

左
）

　
　
　
灑
仰
父
于
に

よ

る

体
用
問
答
は

、

瀉
仰
宗
の

宗
風
を

考
え
る

場
合
に

後
注
（

231
）

に

も

あ
る
よ

う
に

重
要
と

考
え
る

。

な
お
、

著
語
し

た

玄
覚
と

は
、

報

慈
行

　
　
言
（

生
没
年
不

明
）

で

あ
る

。

玄
覚
導
師
と

号
す

。

泉
州
晋
江
の

出
身
で

あ
る

。

法

眼
文
益
の

法
嗣

。

金

陵
報
慈
道
場
に

住
す

。

注
（

18
）

の

拙
著
九
六

頁

参

　
　
照

。

（

1
）

　
師、

有
る
時
…
…

11
右
の

注
と

同
様
で

あ
る

。

　
　
師
過

浄
瓶
与
仰
山

。

仰
山
擬
接

。

師
却
縮
手
云、

是
什
麼。

仰
山

云
、

和
尚

、

還
見
个
什
麼

。

師
云、

若
恁
麼、

何
用
更
就
吾
覓

。

仰
山
云

、

雖
然
如
此

、

仁

　
　
義
道
中

、

与
和

尚
提
瓶
挈
水

、

亦
是
本
分
事

。

師
乃
過

浄
瓶
与
仰
山

。

（

同
i
四
丁

左
）

（

031
）

　
又
た

問
う
…
…
H
右
と

同
様
で

あ
る

。

　
　
仰
山

間
、

如
何
是
西
来

意
。

師
云

、

大
好
燈

籠
。

仰
山
云、

莫
只
遮
个
便
是
麼

。

師
云、

遮
个
是
什
麼

。

仰
山
云

、

大
好
燈
籠

。

師
云

、

果
然
不

識
。

（

同
−

　
　
三

丁

右
）

（

1al
）

　
師、

仰
山
と

…
…
11
右
と

同
様
で

あ
る

。

　
　
師
与
仰
山
行
次

、

指
栢

樹
子
問
云

、

前
面
是
什
麼

。

仰
山
云

、

只
遮
个
栢
樹
子

。

師
却
指
背
後
田

翁
云

、

遮
阿
翁
向

後、

亦
有
五

百

衆
。

（

同
i
四
丁

左
）

　
　
淵
仰
宗
の

盛

衰
口
（

石

井
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

；
＝
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潰
仰
宗
の

盛
衰
口

（

石
井
）

　
（

…
…

）

　
瀉
山

、

物
を

提
げ
て

…
：

仰
山

賜
衣
次

、

提
起
問
師

云
、

正

恁
麼

時
、

和
尚
作
麼
生

。

師
云

、

正

恁
麼
時

、

我
遮
裏
無
作
麼
生

。

仰
山

云
、

和
尚
有
身

而

無

用
。

師

良

久
、

却

拈

起
問

、

汝
正
恁
麼
時
作
麼
生

。

仰
山

云
、

正

恁

麼

時
、

和

尚
、

還
見

伊
否

。

師
云

、

汝
有
用
而
無
身

。

眦
転

擧一一
師
忽

問
仰

山
、

汝
春
間

、

有
話
未
圓

、

今
試
道
看

。

仰
山

云
、

正
恁
麼
時、

切

忌
勃
塑

。

師
云

、

停
囚
長
智

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

同
四
丁

右
）

・
11
同
様
の

問
答
が

同
じ

く

『

伝
燈
録
』

巻

九
の

瀉
山
章
に

あ
る

が
、

　
（

431
）

祐
忽
問
師

、

什
麼
処
去
来

。

師
日

、

田

中
来

。

祐
日

、

田

中

多
少
人

。

師
插
鍬
而

立
。

祐
日

、

今
日

南
山
大
有
人
刈

茅
在

。

師
挙
鍬
而
去

。

滋

云、

我
若
見、

即

蹣
倒
鍬
子

。

僧

問
鏡

清、

仰

山
插

鍬
意

旨
如

何。

清
云、

狗

街
赦
書、

諸
侯
避

道。

又

問、

只

如

玄
沙
矚

鰍
其

意
如
何。

清
云、

勿
奈

船
何、

打

破

扉
斗。

又

問、

南
山

刈
茅
意
旨

如
何

。

清

云、

李

靖
三

兄、

久
経

行
陣。

雲

居
錫

云、

且

道、

鏡
清

下
此
一
判、

著

不

著。

又

僧
問

禾
山

云、

仰
山

插

鍬
意
旨

如
何。

禾
山

云、

汝
問

我。

僧

云、

玄

沙

踞
鍬

意
旨
如

何。

禾
山
云、

我

問
汝。

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　
（

四

部
叢
刊
本
ー

三

丁

左
）

（

331
）

　
仰
山

、

潟
山
に

…
…
1ー

『

伝
燈
録
』

巻
一
一

の

仰
山
章
に

同
様
の

問
答
が
あ
る
。

　

師
在
潟
山

牧
牛
時

、

第
一

坐
日

、

百

億
毛
頭

、

百

億
師
子
現

。

師
不

答、

帰
侍
立

。

　

現
。

豈
不

是
上

坐
。

日
、

是
。

師
日、

正

当
現

時、

毛
前
現

、

毛
後
現

。

上
坐
日

、

　

左
）

　
　

仰
山

、

田

中
よ

り

帰
る

…
…
11
よ

く
話
題
と

な
っ

た

公

案
で

、

『

伝
燈
録
』

巻
一 　

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　
　一

三

二

　
　

　
　

　
　

情
況
が

次
の

よ

う
に

変
化
し

て

い

る
。

　
　

　
　

　
　
ふ

　
　
　

お
り

　
仰
山

、

衣
を

腸
む
次、

提
起
し

て

師
に

問
う
て

云

く
、

「

正
に

恁
麼
の

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　
こ
　

こ

時、

和

尚
作
麼
生
」

。

師
云

く
、

「

正

に

恁

麼
の

時
、

我
が
遮
裏
に

作
麼

生
無
し
」

。

仰
山

云
く

、

「

和
尚

、

身
有
る

も
用
無
し
」

。

師
、

良

久

し

て

却
に

拈
起
し

て

問
う、

「

汝
、

正
に

恁
麼
の

時
作

麼

生
」

。

仰

山

云

く
、

「

正
に

恁

麼
の

時
、

和
尚、

還
た

伊
を

見
る

や
」

。

師
云
く

、

「

汝
、

用
有
る

も

身
無
し

」

。

〈
此
の

語
は

是
れ
二

月
中
の

問
答
な
り
〉

。

師、

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　
ま
ど

か

忽
ち
に

仰
山
に

問

う
、

「

汝
、

春
の

間
、

話
有
る

も
未
だ

円
な

ら
ず

。

　
　

　
　

　
い

今
、

試
み

に

道
い

看
よ

」

。

仰
山
云

く
、

「

正
に

恁
麼

の

時
、

切

に

忌

む
、

勃
塑

な

る
こ

と

を
」

。

師
云

く
、

「

囚
に

停
め

て

智
を

長

ず
」

。

　
　

第
一

坐
上

間
訊

。

師

挙
前
語
問
云

、

適
来
道

、

百

億
毛

頭、

百

億

師

子

　

現

時
不

説
前
後

。

師
乃
出

。

祐
日
、

師
子
腰
折

也
。

（

四
部

叢
刊
本

−
三

丁

　
　一

の

仰
山
章
に

は
、

異
な
る

著
語
が

加
わ
る

。

　

祐
、

忽

ち

師
に

問
う、

「

什
麼
の

処
を
か

去
来
す
」

。

師

日

く
、

「

田

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
は

さ

中
よ

り

来
る
」

。

祐
口

く
、

「

田

中
、

多
少
の

人
ぞ
」

。

師
、

鍬

を

插
ん

で

立
つ
。

祐
曰
く

、

「

今
日

、

南
山
に

大
い

に

人
の

茅
を

刈
る

有

る

在

り
」

。

師
、

鍬
を

挙
げ
て

去
る

。

〈

玄
沙
云

く
、

「

我
、

若
し

見
ば

、

即

ち

鍬
子
を

腸
倒
せ

ん
」

。

僧
、

鏡
清
に

問
う

、

「

仰
山
の

鍬
を

插
む

意
旨

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

く
わ

如
何
」

。

清
云

く
。

「

狗
が

赦
書
を

銜
え

れ
ば

、

諸

侯
、

道
を

避
く

」

。

　
　

　
　

　

た

と

え

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
ふ

又
た

問
う

、

「

只
如
ぽ

玄
沙
の

鍬
を

跼
む

、

其
の

意
如
何
」

。

清
云

く
、
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（ （ （ （ （ （

1嗣 ll　 13B　 137136131
） ） ） ） ） ）

玄
沙
は、

注
（

鵬
）

お

よ

び
（

1
）

参
照

。

鏡
清
は

順

徳
と

同
じ

。

注
（

62
）

参
照。

順

徳
11
注
（

62
）

参
照

。

師
、

仰
山
に

…
…
U
『

伝
燈
録
』

に

こ

の

問
答
は

な
い

。

石

門
11
鼓
山
神
晏
の

こ

と
。

注
（

58
）

お

よ

び
（

60
）

参
照

。

京
中
の

大
師
…
…
11

『

伝
燈
録
』

に

こ

の

問
答
は

な
い

。

報
慈
”

注
（

Dll
）

参
照

。

師
、

仰
山
と

…
…
11
『

伝
燈
録
』

巻

＝
の

仰
山

章
に

同
様
の

問

答
が
あ
る

が
、

潟

山
与
師
遊
行
次

、

烏
銜
一

紅
柿
落
前

。

祐
将
与
師

。

師
接
得

、

以
水

洗
了

、

却
与

祐
。

祐
日

、

子

仕
麼
処

得
来

。

師
日

、

此
是
和
尚
道

徳
所

感
。

祐
日

、

汝
也
不

得
空
然

。

即

分

半
与
師

。

眩
勉

螺

掀
勃

嬾
和

御
被

仰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

四

部
叢
刊

本
−

四

丁

右
）

潟
仰
宗
の

盛
衰
口
（

石
井
）

　
　
い

か

ん

　

　
　

　

　
　

な

　

　
　

　
　

　

　

こ

　
と

「

船
を

奈
何
と

も

す
る

勿
く
し

て
、

厚
斗
を

打
破
す
」

。

又

た

問

う
、

「

南
山
に

茅
を

刈
る

意
旨
如
何
」

。

清
云

く
、

「

李
靖
の

三

兄
、

久

し

く

行
陣
を

経
」

。

雲
居
錫
云

く、

「

且

く

道
え

、

鏡
清
の

此
の
一

判
を

下

す

は
、

著
な
る

や
、

不

著
な

る

や
」

。

又
た

僧、

禾
山
に

問
う
て

云

く
、

「

仰
山
の

鍬
を

插
む

意
旨
如
何
」

。

禾
山
云

く
、

「

汝
、

我
れ
に

問
う

」

。

僧
云

く
、

「

玄
沙
の

鍬
を

賜
む

意
旨
如
何
」

。

禾
山

云

く
、

「

我
れ

汝
に

問
う

」

V
。

　

雲
居

錫
は

、

注
（

99
）

参
照。

禾
山
は、

注
（

 
）

お

よ

び
（

伽
）

参
照

。

　
　

情
況
が

変
化
し

て

玄
沙
の

著
語
が

加
わ
る

。

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
お

り

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　

ふ
く

　
濡
山
と

師
と

遊
行
す
る

次
、

烏
の
一

紅
柿
を

銜
み

て

前
に

落
と
す

。

祐
、

将
ち

て

師
に

与
う

。

師
、

接

得
し

て

水

を

以
て

洗
い

了
り

、

却
に

祐
に

与
う

。

祐
曰

く
、

「

子
、

什

麼
の

処
よ

り

得
来
る
」

。

師

曰

く
、

「

此
は

是
れ

和
尚
の

道
徳
の

感
ず
る

所
な

り
」

。

祐

曰

く
、

「

汝
も

也

た

空
然
た

る

こ

と
を

得
ざ
れ
」

。

即
ち

半
を

分
か

ち

て

師
に

与

う
。

〈
玄

　
　
　
　
さ

す

が

沙
云

く
、

「

大
小
の

瀉
山
も

仰
山
に
一

坐
せ

ら
れ
て

、

今
に

至

り
て

起

ち

得
ず
」

V
。

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　

＝
三
二
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瀉
仰
宗
の

盛
衰
口

（

石

井
）

　
（

441
）

師
令
僧
去

、

問
仰
山
云

、

今
時
還
仮
悟
也

無
。

仰
山
云

、

悟
即
不

無
、

争
奈
落
在
第
二

頭
。

師
深
肯
之

。

又
令
僧
去

、

問
洞
山
云

、

那
箇
究
竟

作
麼
生

。

洞
山

云
、

却
須
問
他
始
得

。

師
亦
肯
之

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

四

部
叢
刊
本

−
九
丁

右
）

＝
二

四

（

141
）

　
師

、

仰
山
に

…

…
ー1

『

伝
燈
録
』

巻
九
の

虔
州
処

微
章
に

同
様
の

問
答
が

あ
る

。

　
　
師
問
仰
山、

汝
名
什

麼
。

対
日

、

慧
寂

。

師
日

、

那
个
是
慧

、

那
个
是
寂

。

日、

只
在
目

前
。

師
日

、

猶
有
前
後
在

。

寂
日、

前
後
且

置
、

和
尚
見
什
麼

。

師

　
　
日

、

喫
茶
去

。

（

四

部
叢
刊
本
−
一

二

丁

左
）

　
　
　

処

微
（

生

没
年
不

明
）

は、

西
堂
智
蔵
の

法
嗣
で
、

詳
伝
は

不
明

。

（

241
）

　
有
る

人
間

う
…

…
11
『

伝
燈
録
』

に

は

こ

の

問
答
は

な
い

。

（

341
）

　
両
口

に

…

…
囗

仰
山
の

語
と

伝
え
る

の

は
、

こ

の

箇
所
の

み

で

あ
る

が、

仰
山
の

宗
旨
を

考
え
る

上
で

重
要
で

あ
ろ

う
。

ま
た
、

こ

の

説
が

新
羅
に

伝
え
ら

　
　
れ
て

い

る
点

も
注
目

す
べ

き
で

あ
る

。

聖

住
寺
無
染
（

八

〇
〇
ー

八

八

八
）

は

慶
州
の

全

氏
に

生
ま

れ
る

。

麻
谷

法
徹
の

法
嗣

。

嵩
厳
山
聖
住

寺

に

住

す。

　
　

文
徳
元
年

＝
月
二

七

日
に

示
寂
す

。

世
寿
八

九、

僧
臘
六

五
。

崔
致
遠
撰
「

藍

浦
聖
住
寺
朗
慧
和

尚
白
月
葆
光
塔
碑
』

（

『

朝
鮮
金
石
総
覧
』

上
）

に

伝
記
が

　
　

あ
る

。

　
　
　

師
、

因
み
に

…
…
11
『

伝
燈
録
』

巻
一
一

の

京
兆
米

章
は

、

仰
山
だ

け
で

は

な
く、

洞
山
も
登
場
し

て

新
た

な

話
の

発
展
が
み

ら

れ
る

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は

　
　
　

米
は

、

『

伝
燈
録
』

に

よ

れ
ば、

米
七

師
と
も

呼
ば
れ

、

瀉
山

霊
祐
の

法
嗣
と
な
る

が
、

　
　
る

。

（

541
）

　
尋
い

で

江
陵
…
…
“

以

下
、

『

祖
堂

集
』

に

み

ら
れ
な
い

問
答
で

、

『

伝
燈
録
』

に

の

み

あ
る

も
の

を

取
り
上

げ
る

。

仰
山
が
受
戒
し

た
場

所
が
湖
北
省
の

江

　
　
陵
で

あ
る
こ

と
が

知
ら

れ
る

。

僧
臘
は

五
四

で

あ
る

か

ら

太
和
三

年
（

八

二

九
）

の

仰
山
二

三

歳
の

時
に

当
ろ

う
。

（

541
）

　
巌
頭
11
全

豁
（

八

二

八

−
八

八

七
）

。

泉
州
の

柯
氏
に

生
ま
れ
る

。

徳
山
宣
鑑
の

法
嗣

。

鄂

州
巌
頭

院
に

住
す

。

光
啓
三

年
四
月
八

日
に

示
寂
す

。

世
寿
六

〇
。

　
　
『

宋

高
僧
伝
』

巻
二

三
に

伝
記
が

あ
る
。

（

741
）

　
一

日
…
…
聴

潟
仰
の

問
答
に

は、

労
働
中
の

も
の

が

多
い

。

こ

の

問
答
も
そ
の

代
表
的
な

も
の

で

あ
る

。

（

841
）

　
施
主
…
…
11
施
物
を

無
駄
に

し
な
い

の

は

出
家
者
の

つ

と
め

で

あ
る

。

項
目
（

19
）

と

共
に
、

供
養
の

受
け

方
を

論
じ
た

も
の

。

　

師
、

僧
を
し

て

去
か

し

め

て

仰
山
に

問
う
て

云

く、

「

今
時

、

還
た

悟
を

仮
る

や
」

。

仰
山
云

く
、

「

悟
は

即
ち

無
き
に

あ
ら

ず
。

第
二

頭
に

　
お
　
　
　
　
　
　
　
い

か

ん

落
在
つ

る

を

争
奈
せ

ん
」

。

師
、

深
く

之
を

肯
う

。

又
た

僧
を
し

て

去

か

し

め

て

洞
山
に

問
う
て

云

く
、

「

那
箇
の

究
竟
は

作
麼
生
」

。

洞

山

云

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ

く
、

「

却
て

須
ら

く
他
に

問

う
て

始
め

て

得
し
」

。

師
亦
た

之
を

肯
う

。

　
　
　
　

『

祖
堂
集
』

は
、

瀉
山
の

孫
で

、

王

敬
初
常
侍
の

法
嗣
と
な

っ

て

い

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Komazawa University

NII-Electronic Library Service

Kom 三1z 三1w 三1　 Unlverslty

（

941
）

　
潟
山
の

上
坐
…

…
肛

道
理
と

は
、

上

座
の

質
問
に

だ
ま
さ

れ
な
い

仰
山
の

自
由
な
は

た

ら

き
を

示
し

た
も
の

で

あ
ろ
う

。

雲
居

錫
は

、

注
（

99
）

参
照

。

（

051
）

　「

臼

…

…
矼

『

颱
居
士

語
録
』

（

入

矢
本
−

三
一

頁
）

に

「

見
事
な

雪
」

の

話
が

あ
る

が、

こ

こ

で

も
雨
そ
の

も
の

に

語
ら
せ

た
と
こ

ろ
に

共
通
の

課

題

を

　
　

読
み
と

れ
る

。

（

151
）

　
鄭
愚
相

公
…
…
11
『

維
摩
経
』

の

「

弟
子
品
」

の

語
を

話
題
に

し

た

も
の

で
、

「

入
」

の
一

字
の

こ

だ
わ

り
を

徹
底
排
除
す
る

。

鄭
愚
は

、

広
州
番
愚
の

人
。

　
　
『

唐
方
鎮
年
表
』

巻
七

や

『

唐
刺
史
考
』

巻
二

七
五
に

よ

れ
ば、

威

通
二

年
（

八

六
一
）

に

桂
管
観
察
使
と

な

り
、

翌

年
、

嶺
南
西
道
節
度
使
と

な

り
、

翌

年

　
　
や
め

る
。

韋
宙
に

つ

い

で、

威

通
九
年
に

嶺
南
東
道
節
度

使
と

な
り、

同
一

二

年
ま
で

つ

と
め

る
。

尚
書
左

僕

射
を

拝
す

。

注
（

3
）

お

よ

び
（

35
）

参
照

。

ま

た

　
　

著
語
し

た

法
燈
と

は
、

清
涼
泰

欽
（

？

ー
九
七
四
）

の

こ

と
で

、

河
北
省
魏
府
の

出
身
で

あ
る

。

法
眼
文
益
の

法
嗣

。

金
陵
清
涼

大
道
場
に

住

す
。

開
宝
七

年

　
　
六

月
二

四

目
に

示

寂
す

。

注
（

18
）

の

拙
著
九
六

頁
参
照

。

（

251
）

　
師

、

僧
に

…
…
冂

幽

州
の

僧
思

郵
と
の

問
答
か

も

し
れ
な
い

。

仰
山
が

意
気
込
ん

で

質
問
し

た
た

め

に
、

か
え
っ

て

僧
か
ら
切
り

か

え
し
を

受
け
た

も
の

と

　
　
言
え
よ

う
。

な
か

な
か

の

僧
で

あ
る

。

（

351
）

　
師

、

僧
の

…
…
“

仰
山
が

禅
の

機
関
に

堕
す
る

こ

と
恐
れ
た

こ

と
は

、

項
目
（

1
）

の

 
に

言
う
が
ご

と

く
で

あ
る

が、

こ

こ

も

喝
の

乱
用
を
い

ま
し
め

た

も

　
　
の

と
言

え
よ

う
。

（

451
）

　
瀉
山

、

一

面
の

鏡
…
…
11
南
泉
斬
猫
の

話
と

類
同
す

。

果
た
し

て

湲
山
の

与
え
た

課
題
に

、

仰
山
が

自
ら

陥
っ

た
と

考
え
る
こ

と

も
で

き
よ

う
。

注
（

22
）

の

　
　
拙
著
二

六

〇
頁
以
下
参
照

。

（

551
）

　
師

、

一

杖
子
…
…
H
質
問
す
る

僧
の

箋
へ

の

執
着
を
奪
っ

た

も
の

と
言

え
よ

う
。

（

651
）

　
師、

一

僧
に

…
：・
“

易
を

自
由
に

使
い

こ

な
し
た

問
答
で

あ
る

。

雷
天
大
荘
と
は
、

開

≡■
の

卦
で

、

勢
い

壮
ん

な
さ

ま
を
い

い
、

地
火
明
夷
と

は
、

闢
聾
噐

の

　
　
卦
で、

勢
い

が
急
に

お
と

ろ

え
る
さ

ま
を

述
ぺ

た

も
の

で

あ
る

。

本
田

済
『

易
』

（

朝
日

新
聞

社
、

昭
和
四
一

年
二

月
）

二

五

六
、

二

六

九
頁
参

照
。

（

751
）

　
師、

僧
に

…
…
11
名
前
を
通
し
て

神
通
を

問
題
に

し
た

も
の

で

あ
る

が
、

神
通
は

も
は

や
不
思

議
な

力
で

は

な

く
日

常
底
に

見
出
す
べ

き

も
の

と
の

主
張
で

　
　
あ
る

。

項
目
（

81
）

参
照

。

霊
通
に

つ

い

て

不

明
。

（

ε51
）

　
僧
問
う

…
…
聴

項
目

（

21
）

を

参
照
す
れ
ば

、

古
人
と
は、

灑
山
を
さ

す
。

（

951
）

　
僧
問
う

…
…
ー1
僧
の

問
い

が

定

型
化
し
て

い

る
た

め
に

、

僧
を

叱
っ

た

も
の

で

あ
ろ

う
。

（

061
）

　
問、

「

天
堂
…
…
H
天

堂
と

地

獄
が

質
問
者
に

と
っ

て

観
念
に

す
ぎ
な
い

の

で
、

そ
れ
を

打
ち

消
し
た

も
の

で

あ
ろ

う
。

（

161
）

　
師、

観
音
…
…
冂

項
目

（

11
）

お
よ

び

注
（

52
）

参
照

。

巌

頭
全
豁
が

仰
山
を

高
く

評
価
し

て

い

る

点
は

注
目
し

て

よ

い

で

あ
ろ

う
。

　
　
潰
仰
宗
の

盛
衰
口

（

石

井
）

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　

＝
二

五
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瀉
仰
宗
の

盛
衰
口

（

石

井
）

＝
二

六

（

261
）

　
師

、

始
め

…
…

“

仰
山
の

遣
偈
の

記

録
は
、

『

伝
燈

録
』

が

初
出
で

あ
る

。

（

1
）

　
時
に

西

天
…
…

“

以

下

『

伝
燈
録
』

の

仰
山

章
以

外
の

問
答
で

あ
る

。

項
目

（

29
）

の

 
お

よ

び

注
（

85
）

参
照

。

（

461
）

　
朗
州
中
邑
洪
恩
H
洪
恩
（

生

没
年
不
明
）

。

馬
祖
道
一

の

法
嗣

．

現
在
知
ら

れ
る

問
答
は、

こ

の

項
目

（

76
）

の

み

で

あ
る

。

注
（

鵬
）

で

東
寺
如
会
と
朗

州

東

　
　
邑

懐
政
と
の

混

同
の

可
能
性
を

述
ぺ

た

が
、

あ
る
い

は

中
邑
洪
恩
と

東
邑

懐
政
の

混
同
の

可
能
性
も
あ
る

。

そ
の

可

能
性
を

認
め

れ
ば

、

項
目

（

43
）

の

 
は

、

　
　
元

来
、

中
邑
洪
恩
と

仰
山
の

問

答
で

あ
ろ

う
か

。

（

561
）

　
仰
山
…
…

H
謝
戒
と

は
、

受
戒
し

た
こ

と

を、

戒
師
に

感
謝
す
る

こ

と

で

あ
る

。

戒
師
と
は

、

こ

こ

の

場
合、

中
邑

洪
恩
を
さ

す
。

『

伝
燈
録
』

は
、

湖
北

省

　
　
江

陵
で

の

受
戒
を

項
目

（

58
）

で

述
べ

る

の

で
、

そ
の

時、

洪
恩
が

戒
師
を
つ

と
め

た

も
の

で

あ
ろ
う

。

謝
戒
の

方
法
は

、

独
自
の

三

昧
で

答
え
た

も
の

で
、

禅

　
　
僧
の

面
目
が

あ
ら
わ
れ

て

い

る
。

（

661
）

　
一

宿
覚
11
永
嘉
玄
覚
（

六

七
五

ー
七

＝
二
）

。

永
嘉
の

戴
氏
に

生
ま
れ

る
。

曹
渓

慧
能
の

法
嗣

。

温
州
龍
興
寺
に

住
す

。

先
天
二

年
一

〇
月
一

七
日

に

示
寂
す

。

　
　
世
寿
三

九
。

『

祖
堂
集
』

巻
三

に

機
縁
の

問
答
が

あ
る

。

玄
覚
の

三

昧
に

つ

い

て

は
、

同
書

（

11

一

四

〇
〜
一

四
一
）

参
照

。

（

了61
）

　
師

、

仰
山
…
…
“

『

涅

槃
経
』

は
、

『

曹
渓
大
師
伝
』

の

坐

り
で

あ
る

。

『

涅

槃
経
』

の

仏
性
説
が、

外
道
説
と

同

類
に

理

解
さ

れ
て

い

る

と

す

れ

ぽ
、

当

　
　
然、

全
面
否
定
し

な
け
れ
ぽ

な
ら
な
い

。

一

切
衆
生
無
仏
性
を

説
く

瀉
仰
父

子
の

説
と

共
に

注
目

す
ぺ

き

説
で

あ
る

。

（

861
）

　
師

、

仰
山
に

…

…
11
こ

こ

も
日

常
生
活
の

身
近
な
話

題
を
通
し

て

仏
法
を

問
い

か

け
た

も
の

で

あ
り、

瀉
仰
宗
の

特
色
を

形
成
し

て

い

る
。

（

961
）

　
冬
月
…
…
囗

仏
法
の

直
截
性
を

問
題
に

し

た

も
の

と
言

え
よ

う
。

（

071
）

　
石

霜
の

会
下
…
…
11
禅
を

理

解
す
る

の

と

体
得
す
る
の

は

異
る
も
の

で

あ
る

こ

と
を

示
し
た

も
の

と

言
え
よ

う。

石
霜
と

は、

慶
諸
（

八

〇
七

ー
八
八

八
）

　
　
の

こ

と
で

あ
る

。

江
西

省
廬
陵
新
淦
の

陳
氏
に

生
ま

れ
る

。

道
吾

円
智
の

法
嗣

。

長

沙
の

石

霜
山
に

住
す

。

文
徳
元
年
二

月
二

〇
（

一

〇
）

日
に

示

寂
す。

世
寿

　
　
八

二、

僧
臘
五

九
。

『

宋
高
僧
伝
』

巻
一

二

に

伝
記
が

あ
る

。

（

171
）

　
師

睡
る

…
…

“

驚
子
は

、

舎
利
弗
で

智
慧
第
一

の

釈
迦
十

大
弟
子
の
一

人
で

あ
る
。

仰
山
と

香
厳
の

は

た

ら
き
が

、

後
に

神
通

第
一

の

目

蓮
よ

り

も
す
ぐ

れ

　
　
た

も
の

と

解
釈
さ

れ
る

よ

う
に

な
る

が、

そ
の

解
釈
は

、

唐
代
瀉
山

門
下
の

宗
風
を

巧
み

に

と

ら
え
て

い

る
と

思
わ

れ
る

。

注
（

22
）

の

拙
著
の

三

二

九
頁
以

下

　
　
参
照

。

（

271
）

　
師、

一

僧
に

…

…
11
左
右
の

二

見
に

陥
ら
な
い

よ

う
に

牛
の

左
右
の

角
を

通
し

て

語
り
か

け
た

も
の

。

五

峰
常
観
（

生
没

年
不

明
）

は、

百
丈

懐

海

の

法

　
　
嗣。

笥

州
五

峰
に

住
す

。

『

伝
燈

録
』

巻
九
に

問
答
が

あ
る

。

（

371
）

　
師、

沙
弥
…

…

轄

『

祖
堂
集
』

巻
一

六

の

石

霜
性
空
の

章
に

次
の

問
答
を
記

す
。
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師
喚
沙
弥

。

捜
出
這
个
死

屍

着
。

（

Wl

一

四

〇
）

　
　
　
『

祖
堂
集
』

に

も
こ

の

よ

う
に

、

こ

の

問
答
は

知
ら

れ
て

い

た

が
、

沙
弥
が

仰
山
で

あ
る

と

は

記
さ

れ
て

い

な
い

。

石

霜
性

空
（

生
没
年
不

明
）

は
、

百

丈

　
　
懐
海
の

法
嗣
と

伝
え
る

外
に

は

詳
伝
は

わ
か

ら
な
い

。

耽
源
は

、

注
（

25
）

参
照

。

（

47i
）

　
朗
州
古
堤
和

尚
11
古
堤
（

生
没
年
不

明
）

に

つ

い

て

知
ら

れ
る

問
答
は

、

こ

の

項
目
だ

け
で

あ

り
、

章
敬
懐
暉
の

法
嗣
と

伝
え
る

。

無
仏
性
を
主

張
し

て

い

　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
へ

　
　
た

こ

と
は

注
目

す
ぺ

き
で
、

仰
山
の

無
仏
性
が、

無
碍
三

昧
で

表
現
さ

れ
て

い

る

所
と

共
に
、

仰
山
の

宗
風
を

考
え
る

上
で

見

逃
せ

な
い

も
の

と
言

え
よ

う
。

（

571
）

　
仰
山
間
う
…
…

11
霊
鷲
閑

（

生
没
年
不

明
）

は
、

南
泉
普
願
の

法
嗣
で

あ
る

と
い

う
こ

と

以

外
は

、

詳
伝
は

知
ら

れ
な
い

。

（

日71
）

　
湖
南
の

上

林
戒
霊
禅
師
11
上
林
戒
霊
（

生
没
年
不

明
）

は

永
泰

霊
湍
の

法

嗣
で

、

こ

の

項
目
の

問
答
が
知
ら

れ
る

だ

け
で

あ
る

。

（

771
）

　
永
泰
11
霊
湍
（

瑞
）

（

七

五
一

ー
八

二

九
）

。

湖
南
省
衡
陽
の

黄
氏
に

生
ま

れ
る

。

馬
祖
道
一

の

法
嗣

。

荊
州
永
泰

寺
に

住

す
。

太
和
三

年
六

月
三
（

二

三
）

日

　
　
に

示

寂
す

。

世

寿
六

九
（

七
五
）

。

『

祖
堂

集
』

巻
一

五

に

伝
記
が

あ
り、

『

宋

高
僧
伝
』

巻
一
一

の

霊

彖
と

同
一

人
で

あ
る
が
、

年
数
等
が
一

致
し
な

い
。

（

871
）

　
黄
蘗
…

…
11
一

節
に

黄
蘖
と

臨
済
の

問
題
は

触
れ
た。

黄
蘗

、

諱
は

希
運

（

大
中
中

寂
）

。

福
州
閏
県
の

人
。

百

丈
懐
海
の

法
嗣

。

洪
州
黄
蘗
山
に

住

す
。

　
　
『

宋
高
僧
伝
』

巻
二

〇
に

伝
記
が

あ
る

。

臨
済、

諱
は

義
玄
（

？

ー
八
六

六
）

。

山
東
省
曹
州
南
華
の

邪
氏
に

生
ま
れ
る

。

黄
蘗
希
運
の

法
嗣

。

河
北
省
真
定
府

　
　
臨
済
院
に

住
す

。

威
通
七

年
四

月
一

〇
日
に

示
寂

す
。

『

宋
高
僧
伝
』

巻

＝
一
に

伝
記
が
あ
る

。

柳
田

聖

山
『

臨

済
録
』

（

前
掲
書
）

参
照。

以

下
同

。

（

971
）

　

黄
蘗
…
…

”

前
注
参
照

。

（

 
）

　
師

、

一

日
…
…
1ー
右
同

D

（

181
）

　
師、

黄
蘗
と

…

…
11
臨

済
栽
松
の

話
と

し
て

知
ら

れ
る

。

（

281
）

　
南
塔
和
尚
11
南
塔
光
涌
（

八

五

〇
ー
九
三
八
）

の

こ

と
。

仰
山
の

法
嗣
で

あ
る

か
ら、

後
に

取
り
上

げ
る

。

（

3臼1
）

　
鎮
州
三

聖
院

慧
然
禅
師
11
慧
然
（

生
没

年
不
明

）

。

臨
済
義
玄
の

法
嗣

。

鎮
州
三

聖
院
に

住
す。

（

481
）

　
仰
山
間
う
…

…
匿

項
目
（

35
）

と

元
来
は
一

つ

の

問
答
で

あ
っ

た

と

考
え
ら
れ
る

。

嬰
児
行
が

強
調
さ

れ
て

い

る

点
は

注
目
す
ぺ

き
で

あ
る

。

六

祖
偈
に

つ

い

　
　
て

は
、

注
（

14
）

の

二

つ

の

拙
稿
参
照

。

（

581
）

仰
山

、

辞
す

…
…
11
項
目

（

35
）

の

注
（

99
）

に

示
し

た
よ

う
に

、

『

伝

燈
録
』

巻

＝
の

仰
山

章
に

も
同

様
の

問

答
が
あ
る

。

（

6Bl
）

　
鄂
州
巌
頭
全

豁
禅
師
11
全

豁
に

つ

い

て

は
、

項
目

（

58
）

お

よ

び

注
（

跼
）

参
照

。

た
だ
、

巌
頭
が

仰
山
に

参
じ
た
の

か
、

仰
山
が

巌
頭
に

参
じ
た

の

か
、

二

つ

　
　
の

伝
承
と

な
る

に

至
っ

て

い

る
。

注
（

18
）

の

拙
者
「

八

九

頁
以

下
参
照

。

（
…

…

）

清
八

路
…
…
H
清
八
路
は

伝
不
詳

。

仰
山

插
鍬

話
に

つ

い

て

は
、

項
目

（

42
）

と
（

51
） 、

お

よ

び

そ
れ

ら
の

注
（

鵝
）

〜
（

伽
）

、

（

斟
）

参
照。

明

招
徳
謙
（

生
没

灑
仰
宗
の

盛
衰
口
（

石
井
）

＝
二

七
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潟
仰
宗
の

盛
衰
口

（

石

井
）

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

一

三

八

　
　
年
不

明
）

。

羅
山
道
閑
の

法
嗣

。

婆
州
明
招
山
に

住
す
る
こ

と

四

〇
年
と

伝
え
ら

れ
る

。

『

俵
燈

録
』

巻
二

三

に

多
く
の

問
答
が

残
っ

て

い

る
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（

つ

づ

く
）

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

一

九
八

八
・

七
・

一

七
）

〔

付
記
〕

　
注
の

文
は

す
べ

て

8
ポ

イ

ン

ト

活
字
を

割
り

付
け

し
、

そ
の

予
定
で

い

た

が、

初
校
の

段

階
で

上
下

対
照
の

原
文
と
訓
読
文
の

引
用

文
に

つ

い

て

は、

本

　
　

　
文
と

同
じ

く
9
ポ

イ

ン

ト

活
字
で

組
み
上
っ

て

来
た

の

で、

ポ

イ
ソ

ト

数
は

訂
正
せ

ず
に

そ
の

ま
ま
に

し

た
こ

と

を
こ

こ

に

付
記
す
る

。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

一

九
八

八
・
一

〇
・

二
）
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